

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一章　「ふじさかこうきは　しんでしまった！」









「おお、藤ふじ坂さか工こう輝きよ！　死んでしまうとは情けない！」

　目を開けると同時に白を基調としたデザインの服に身を包んだ神こう々ごうしい白はく髪はつの女性にそんなことを言われた。死後の世界に来ていきなりとんでもない言われようである。

　とりあえず、ゲームとかで見たことはあっても、恐おそらく殆ほとんどの人が経験したことが無いであろう『死んだあげくに情けないと言われた時』の気持ちをぶつけることにしよう。

「一発殴なぐっても良いですか？」

「良いわけないでしょう!?」

　ありえない！　といわんばかりの表情を浮うかべてくる。いや妥だ当とうだよ妥当。

「死んだことに対して情けない！　なんて言われたら殴りたくもなりますよ。ふざけないでください女め神がみ様」

「ふざけないでくださいはこっちの台詞せりふですよ……」

　神々しい女性──女神様ははぁ、と息を漏もらす。

「そういや女神様。女神様って、俺が死んだ後のことわかりますよね確か」

「え？　はい、まあ一応」

　良かった。実は溺おぼれていた女の子を助けるため豊とよ平ひら川に飛び込んだところまでは覚えているのだけれど、それ以降がどうにも思い出せないのだ。打ち所でも悪かったのだろうか。

「女神様、あの女の子は助かったんですか？」

「女の子？」

　女神様が小首をかしげる。可愛かわいい仕草だなおい。でも求めている反応と大分違ちがうのだが。

「ほら俺、『溺れている！』と思って川に飛び込んで助けに向かったじゃないですか」

「……あーあー！　はいはい！　そうですね！　お、女の子、でした、よ、ね……ぶふ！」

　え、ちょっと待ってなにその反応。

「あの時の藤坂さんはもう、それはそれは、カッコ、よかった、ですよ……！」

　女神様はあからさまに笑いを堪こらえて、堪えすぎて若じやつ干かん涙なみだ目めになりながら俺にそう伝える。いや絶対カッコよく無かったよねこれ！　明らかに馬ば鹿かにしているよねこれ！

「え、ちょっと待ってください。なんですかその反応。俺、間違ったことは何にも言ってないですよね!?」

「……聞きたいですか？　私が笑っている理由」

　女神様は笑いを堪えつつも、上うわ目め遣づかいで俺に尋たずねる。くそ、可愛いな……でもさすがに──！

「実はですね」

「選せん択たく権無し!?」




「川で女の子が溺れてる！　と思って勇気を出して飛び込んでみたらその女の子は服を着せられていたラブドール。でも時すでに遅おそし、川は思っていたより浅くて飛び込んでしまった藤坂さんは地面に頭を打ち付けそのままぽっくり亡なくなってしまいました」




「聞きたくなかった！」

　情けないにも程ほどがある！　字じ面づらだけ見たらただの馬鹿じゃん！

「なんですかその情けない死因！　それ女神様の創作とかじゃないんですか!?」

　なんで女の子とラブドール間違ってんの俺!?

「創作な訳ないじゃないですか。女神にラブドールとか言わせないでください汚けがらわしい」

「いやアンタが嬉き々きとして発したんでしょうラブドールって！」

「乙女おとめの口からなんて単語を……不覚にも藤坂さんに夜のお供を提供してしまいました」

「有あり難がた迷めい惑わくですよ淫いん乱らん女神！　誰だれが乙女だ誰が！」

「なっ！　誰が淫乱女神ですか！　見てくださいこの清せい楚そ極きわまりない容姿を！　女神ですよ私は！　私が藤坂さんの妄もう想そうの中で何百回汚よごされたことか！」

「人の妄想をねつ造すんな！　何百回も使ってないわ！　まあ女神様は確かに俺の理想の体形そのものですが……単位が間違っていただけで優に千は越こしていますが……」

　そう言って俺は女神様の体の部位のある一点をじっと見つめる。そこにあるのは平原。シートを敷しいてピクニックが出来そうなくらいなだらかな平原だった。

　女神様は俺の視線に感づき、ばっと両りよう腕うでで隠かくす。

「ちょっとどこ見てるんですか！」

「胸です」

「直球!?　やめてください厭いやらしい！　お願いですからあなたはもう少し巨きよ乳にゆうにも興味を持ってください！」

「嫌いやですよあんな脂し肪ぼうの塊かたまり。俺は小さい胸が好きなんです」

「…………」

　俺のその発言に、女神様は先ほどよりも胸のガードを強くする。胸が小さいからかガードも堅かたそうですね。

「大体巨乳とか貧乳とかいうのが気にくわないんですよ俺は。なんですか『貧』って。小さい＝貧しいみたいな理り屈くつがもうおかしいでしょう！　チチがデカいからなんだっていうんですか！　あんなん小さめのサンドバッグとさほど変わらないでしょう！」

「女神という立場上それなりに多くの人間を見てきた私ですが、胸をサンドバッグと言い放ったのはあなたが初めてです」

「一いち概がいに小さければ小さいほどいいってわけでもないんですが……個人的にはＡ寄りのＢかＢ寄りのＡが最高ですね……！」

「全く興味ないんで止やめてください」

　女神様は「汚らわしい汚らわしい」とかなんとかほざきながらスカートの裾すそを直す。

「それにしても最近死にすぎですよ藤坂さん。いくら生き返るとはいえ心配してくださる方もいらっしゃるんですから、もう少し気を付けてください。この街に住み始めて今年で二年目ですから、それなりに藤坂さんの能力も広まって来てはいますが、それでも知らない人は知らないですし。それにいくら能力を知っているといえども、実際見たら結構ショッキングなんですからね」

「申し訳ないです……」

「死ぬ理由が人助けなんで私もあんまり強くは言えないですし、行こう為い自体は立派ですが」

「まあ、人助けする度たびに死んではいませんし。それに俺だって好き好んで死んでるわけじゃないんですから」
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「それはわかっていますが……」

　女神様はなにやら不安そうに俺の方を見つめてくる。

「藤坂さんが住んでいるあの共同住宅にも新しく人が入ったじゃないですか」

「ああ、八や野ののことですか？　あいつはあいつでいい胸持ってますよ。俺の好みドストライク。俺の中では今のところ女神様と八野の二強ですね」

「とんでもなく不ふ名めい誉よなランキングでトップを取ってしまったことが悔くやまれるのですが……。確かあの方にはまだ能力見せていないですよね？」

「あ……」

　そういえばそうだった。初めて会った際に伝えたものの、あいつの前で能力を使ったことは一度もない。牧まき下したさんも八野が入居してからまだ一度も活動の声をかけてこないし。

「すでに住んでいる方々とは違って八野さんはまだ藤坂さんの死に耐たい性せいがないのですから、いきなりショッキングな死を見せたりはしないでくださいよ」

「なにその『プールに入る時は水を体にかけながらゆっくり入りましょう』みたいな感じ。慣れさせるためにいっぱい死んどけってことですか……アンタ本当に女神ですか？」

「いや誰もそんなことは言ってないでしょう！　ただもう少し、能力を使うにしても周りに気を遣つかってくださいってことですよ！」

　声を張り上げて女神様はキッと俺を見つめる。

「あなたはもう少し自分の体を大切にしてください！　いくら『生き返り』の能力を持っていたとしても、さすがに死にすぎです！　特に最近は！」

「仕方がないじゃないですか、人を助けるためなんですから。まさか女神様は俺に『助けられる命を見殺しにしろ』とか言うつもりですか？」

　俺のその言葉に、女神様は「うっ……」と言葉を詰つまらせる。

「だ、だからと言って自分をないがしろにしてはいけません！」

「ないがしろになんかしてないですよ！　女神様も知っているでしょう、俺が命を懸かけてまで人を助けている理由！」

「そ、それは確かに知っていますが……」

　俺が人を助ける理由。それは別に、相手のことを思いやった末の行動では決してない。俺はただ自分のために人を助けているだけ。俺の信条に則のつとって動いているだけなのだ。




『情けは人のためならず』──この信条に則って、俺は自分のために人を助けているのだ。




　情けは人のためならず。よく『情けをかけるとその人のためにならない』みたいな意味で捉とらえている人がいるが、これは決してそんな意味じゃない。本当の意味は『人にかけた情けは、巡めぐり巡って自分に返ってくる』というものだ。いつか窮きゆう地ちに立たされた時に助けてもらう──そのために俺は人を助けているのだ。打算この上ない。そんな理由でもなければ、わざわざ命を懸けてまで人を助けたりするものか。死ぬのってめちゃくちゃ辛つらいし痛いんだから、それ相応の対価がなければ命なんて張れない。

「……はあ。まあ、いいです。私もなんだかんだでその考え方は素す晴ばらしいものだと思いますし……応おう援えんもしていますし……」

　女神様は俺の固い意志を折ることが出来ないと悟さとったのかため息を吐つき、「それでもやっぱり、むやみやたらに死なないでくださいね」と釘くぎを刺さして会話を締しめた。

「……あ、どうやら体の修復と転送が終わったようです」

「もうそんな時間ですか。女神様と会話するの楽しいんで、待ち時間もすぐですね」

「はいはいありがとうございます。いきなり褒ほめられると裏があるような気がしますが」

「本心ですよ！　俺は女神様と話すこの時間が大好きです。いちいち死ななきゃ来られないのが難点ですが。簡単に来られるようになればいいのに」

　俺のその言葉に女神様は少し頰ほおを染め、嬉うれしそうにはにかみながら、

「……その言葉は素直に受け取りましょう。それに、残念ながら今は簡単には来られませんが、藤坂さんが寿じゆ命みようで亡くなった際にはこちらに来ることも可能です。その時は時間を気にせずお話ししましょう。だから今は限られた時間の中で、精せい一いつ杯ぱい生を謳おう歌かして──」

「まああわよくば女め神がみ様のその小さな胸に顔を埋うずめたいってのはありますが。どうにかして会話をそっちに持っていこうと試行錯さく誤ごしてはいるんですがどうにも……」

「最低です！　藤坂さんは本当に最低です！」

「え、ええ……？」

「なんでそんな全くわからない、みたいな表情浮うかべてるんですか!?」

　女神様は先ほどとは打って変わって声を荒あららげながら、指をパチンと鳴らした。その音を合図に、こちらと現世を繫つなぐ門が開く。

「ほら、開けましたからさっさと行ってください！」

「わ、ちょ、押さないでくださいよ。わかりましたから。……では、行ってきますね」

　その言葉を聞き、女神様は俺の背中を押すのを止めて、

「何な故ぜここが家みたいな……まあいいです」

　女神様はどこか嬉しそうに微笑ほほえんで、

「行ってらっしゃい」

　その言葉に俺も笑みを浮かべながら、神こう々ごうしい門を開き──その中へと飛び込んだ。







　目を開けるとそこは自室のベッドの上だった。まあここをセーブポイントにしているのだから当然ではあるが。

　しかし、確かに女神様の言う通りだな。いくら生き返るからといっても、最近少し死にすぎていたかもしれない。人助けを止めるつもりはないけど、もう少し自分の命は大切にしなきゃなあ。生き返れるからって無む茶ちやするのは、正直人間的に危あやういだろ。

　そう、生き返り。俺の超ちよう能のう力りよく。

　今から二十年程前。突とつ如じよとして人間は超能力に目覚めた。予告なく、本当に突然──人類の一部は超能力者となった。

　国が公式に発表している数値によれば、一万人に一人、くらいの割合らしい。

　そして未いまだ超能力について詳くわしいことは解明されていない。超能力を発動させるためにはなにかしらの条件がある──わかっているのは、たったこれだけだ。

　一応法整備はされたが、悪事を犯おかす超能力者は大たい抵てい能力が強い上、どんな能力を持っているかは見た目で判断できない。機能するにはもう少し時間がかかるだろう。なので、能力犯罪者に懸けん賞しよう金をかけ、自治組織に確保を手伝って貰もらっているというのが現状だ。

　ちなみに、俺の超能力──生き返る能力。これの発動条件は簡単で、『絶命すること』……簡単に言えば、死ねばオートで生き返るってわけだ。あ、勿もち論ろん俺が死んだ後死体は消えて無くなる。死んだ当事者である俺はその瞬しゆん間かんを見たことはないのだが、目もく撃げき者の話によると光となってパッと消えるらしい。

　で、体の損傷を治している間女神様のいるあの空間に送り込まれる。一応即そく生き返ることも出来なくはないが、損傷が激しい場合生き返ってもすぐにまた死ぬことが考えられるので推すい奨しようされてはいない。

　そして生き返るときはいきなり設定しているセーブポイントに現れる。本当に急に現れるらしい。「誰もいなかったのに、瞬まばたきをしたら藤坂がいた」と言われたこともある。

「……うし。そろそろ行くか」

　ちょっと休きゆう憩けいしたことだし、また街に出るか。困っている人が俺を待っている。

　スマホと財さい布ふをポケットに入れ、俺は自室を出た。そのまま一階へと続く階段を下りる。

　高校二年の俺は現在、二百万人ほどが住む大都市・札さつ幌ぽろの、地下鉄東西線東札幌駅や菊きく水すい駅から徒歩圏けん内ない、白しろ石いし区に存在する「みなすけ荘そう」という共同住宅に住んでいる。漢字で書くと「皆みな助すけ荘」。皆を助けてあげられるような居住地にしたい、という意味らしい。

　住人は現在大家さんを含ふくめて五人。俺、大家の牧下玲れ菜なさんに、二十二歳の久く地じ中なか亮りようさん、二十歳はたちの佐さ山やま花か恋れんさん、そして高校一年生の八野心こころ。

　二階には住人の部屋と主要設備、一階には大家である牧下玲菜さんの自室の他に、久地中さんが経営している喫きつ茶さ店てんと牧下さんの経営している古本屋がある。

「喫茶店は絶賛営業中だろうし、今日も古本屋の方から出るかあ」

　このみなすけ荘、実は住人用の玄げん関かんというものがない。元々はあったらしいのだが、今はその元住人用玄関と一部を改造し、そこを古本屋として使っているらしい。

　というわけで古本屋の方に足を運ぶと──

「お、やっと来たね工輝君。遅おそいなあもう」

「あ、誰だれだ店内にゴミ袋ぶくろ二つもおきっぱにしている人は。さすがに今から出したら怒おこられそうだしなあ」

「あっはっはまずは私が怒るよ」

　そこにいたのは、胸に大きなゴミ袋を二つ装着した女性──大家の牧下玲菜さんだった。

「なにしてんすかこんなところで。もう収集車行っちゃいましたよ」

「どうしても君は私の胸を捨てたいようだね……残念ながらこの胸は私と固く結びついて取れないんだ。諦あきらめてくれ」

「いえ、まだ挫くじけませんよ俺は」

　なにその鋼の意志、とケラケラと面おも白しろそうに牧下さんが笑う。なに笑っているんだこの人は。明日には自分の乳がもげているとも知らずに。

　牧下玲菜さん。前述した通りみなすけ荘の大家である。同時に古本屋も経営しているが、こちらはどうやら道楽でやっているようだ。まあ家賃だけでも稼かせげるしね。いい人だし面白い人だし、背も高くて美人でもあるのだが巨きよ乳にゆうだ。残念。あと独身である。まあ牧下さん小さい子が趣しゆ味みだからな……ロリもショタもいける口らしいし。あと数年は独身だろう。

　あと胸がデカい。ふざけている。ＥだかＦだかくらいはあるだろう。萎しぼめばいいのに。

「ちょっと君に頼たのみ事が出来てね。部屋に行ったらぐっすり寝ねてたから恐おそらくこれから『困っている人狩がり』に出るだろうと踏ふんでいたんだけど」

「なるほど。……てかちょっと待ってください。なんですか『困っている人狩り』って！」

「なにって……君の普ふ段だんの行動に決まっているじゃないか。街に繰くり出し、困っている人を次々と助ける──まさに『困っている人狩り』だよね」

「やってることは滅め茶ちや苦く茶ちや善人のはずなのに、なぜだか凄すごく悪人みたいに聞こえるんですけど！　俺はただ困っている人を助けているだけですよ！」

「そう言いつつも、結局自分のためだしね。やってることは人助けだからいいけど。私はもっと偶ぐう然ぜんかけた情けが巡り巡って返ってくる、みたいな感じだと解かい釈しやくしていたよ」

「その考えは駄だ目めですよ牧下さん。困っている人が来るのを気長に待ってたら気付けば人生終わってますよ！　情けをかけたいならば、自ら出向いてかけてやるんです。その情けは決して無む駄だにはなりません」

「なんだろうなあ。心がけは立派なのに、どことなく全て台無しだよね」

　辛しん辣らつだった。

「まあ、牧下さんの予想通り困っている人を助けに行こうとしていたところではありましたけどね。で、頼み事とはなんですか？　俺は人の頼みは断らない男ですよ」

　知ってるよ、と言いながら牧下さんはカーディガンのポケットから一枚の紙を取り出し、

「小説の予約票。これを心ちゃんに届けてほしいんだよね。どうやら今朝、これ落として学校に行っちゃったみたいでさ。発売日が今日だから、学校帰りにまっすぐ取りに行こうと思っていたらしくて」

「なるほど。これを俺に届けてほしいと」

「そういうこと。私が行っても良かったんだけど、ちょっとこれから狸たぬき小こう路じ自治会の方に出向くことになっててね。方向は一いつ緒しよなんだけど車で迎むかえに来て貰ってまっすぐ行くから会えそうにもなくて。それで代わりに。いいかな？」

「ええ、勿論。……でも、八野はどこにいるんですか？」

「死んだせいで感覚が狂くるっているみたいだが、普ふ通つうの生徒は今下校中なんだ」

「ああ、そういえばそうだった……」

　俺は死んだせいで早めに家に帰れたが、本当はまだどの生徒も下校中だよな。

　しかしそのお陰かげで八野と外で会えるのだ。今日は運が良い。

　八野心。高校一年生の女の子である。四月に室むろ蘭らんの方から転居してきたばかりで、もう二週間ほど経たつのだがあまり詳しいことは知らない。話もするんだが、向こうの返事がそっけないからなあ。でもなんだかんだ相手はしてくれるから、根は良い奴やつで間ま違ちがいない。

　それにしても高校生で親元を離はなれての生活ってのは中々珍めずらしいと思うのだが……まあ何かしらの理由があるのだろう。俺が言うのもなんだけど。

　あと胸が小さい。俺の見立てでは恐らくＢ寄りのＡだろう。俺の好みそのものだ。女神様のＡ寄りのＢとかなりいい勝負を繰り広げている。さすがランキングトップの二人だ。今度揉もみ比べをして勝者を決める必要がある。土下座したら揉ませてくれないだろうか。

「先に心ちゃんとも連れん絡らくを取ったんだよね。あの子、先に向かってその辺で時間潰つぶしてるってさ。大通のジュンク堂ね。丸大ビルをちょっと過ぎた辺りのとこ。で、君もそこに向かって欲ほしい。別に急がなくてもいいとは思うけど、あんまり待たせないようにね」

「わかりました」

　困っている人を狩るのもいいけど渡わたすの忘れないでね、と牧下さんは念を押してくる。子供じゃあるまいし。そんなことあんまりないですよ。あんまり。

「いいなあ。私も心ちゃんに会いたかったよ」

「仕方がないでしょう牧下さん。狸小路自治会ってことは、異能事件に関してなんらかの情報が入ったってことでしょう？」

「そうだね。少し前までは落ち着いていたんだけど、ここ最近は結構頻ひん繁ぱんに事件が起こっているみたいだし。特に窃せつ盗とう事件と闊かつ歩ぽする痴ち女じよの出しゆつ没ぼつ。まだ大事件レベルではないんだけど、他の事件と比べて頻ひん度どが高いからタチが悪いんだよね。実害の数だけ見たら一番かも」

　ふり幅はば凄すごいなおい。でも事件には違ちがいない。そして事件という名目で現れる以上、そこには被ひ害がい者しや──つまりは困っている人が存在するのだ。それは見過ごせない！

「痴女闊歩の方は手を付けるのが難しいんだけどね。奇き妙みような点が多くて」

「ああ、確かに。多方面で活かつ躍やくしてますもんね、あの痴女。悪い意味で」

　痴女闊歩事件。服を脱ぬいで男を惑まどわし脱ぐほど力が増す怪かい力りきの痴女が闊歩している、というものである。最初はあまりにも荒こう唐とう無む稽けいであり、誰も相手にしていなかったのだが……。

「『夫が痴女を見て以来エロいことを考えている表情を固定したまま喋しやべらなくなりました』『痴女がベンチを素手で破は壊かいしていました』──こうも相次いで痴女関連の騒そう動どうが起こっていたら、さすがに動かざるを得ないよねえ。決定的な証しよう拠こがないから捜そう査さはまだ難しそうなんだけど。そんなに怪力話が飛び交っているのに怪け我が人が出ていないのも奇妙だし」

「そういう能力者なんですかねやっぱり。能力には変な条件も多いですし」

「能力者でも一いつ般ぱん人でもタチが悪いけど、身長が低いと素敵だね。低身長痴女……ふふ」

「うわ……」

「ちょっと、素で引くのは止やめてくれないか」

　いやだって、この人今すげえ気持ち悪い笑い声出しやがったよ！　ふふって！

「じゃあ君だって想像してごらんよ。その痴女が君好みの小さい胸をしていたら」

「何言ってんですか、俺はそんな気持ち悪い笑い声なんて……ふふ」

「出したよこの男！　いとも簡単に出したよ気持ち悪い笑い声を！」

　し、仕方がないこれは！　笑ったの謝あやまりますよ出ますねこれは気持ち悪い笑い声！

「ま、まあ都市伝説の痴女は置いといて。そういった事件の情報が手に入るんですね」

「ああ、そういうことになるね」

「じゃあ行かなきゃ駄目ですよ！　せっかくの情報なんですから！」

「まあ情けかけるの大好きな君からしたらそうだろうけれども……いや私も勿論積極的に動きたいけれども……でも！　私も心ちゃんと外で肩かたを並べてデートしたかった……！」

「大人が本気で悔くやしがっているところを見るのはなんだか心にキますね。もっとカッコいい理由なら心を打つエピソードみたいになるんでしょうけど……」

　ふたを開けてみれば『ロリコンの大人の女性が背の低い女の子とデートできなかったことを心の底から悔しがっている』だもんなあ。ちょっとした事案だよなあ。

「ま、安心してくださいよ！　牧下さんの分まで俺が八野とデートしてきますから！」

「家出る前から本題見失ってるよね君。ちゃんと心ちゃんに届けてね予約票」

　不必要な心配をする牧下さんを背に、俺は裏口を出て本屋へと向かった。

　今日は良い一日になりそうだ。







　店を出て三十分程。せっかく急がなくても良いと言われたので、俺は困っている人を探すためにみなすけ荘からジュンク堂までを一条大橋を渡って歩いていった。結果、発見は出来ないまま目的地付近に着いたが。とりあえず八野に近くまで来たと連絡しておこう。

　しかし下校時刻だからか、結構人通り多いなあ。こりゃさすがに困っている人もいそうだ、などと考えながら辺りを見渡していると、

「テメ何見てんだコラァ！」

　いきなりそんな怒ど号ごうが街に鳴り響ひびいた。

「え、あの、ちょ……」

　声を浴びせられた少年が、オロオロしながら言葉を紡つむごうとする。が、

「こちとらむしゃくしゃしてんのよ……」

「ごめんだけど、君、ちょっち付き合ってくんね？」

「ほんの少し！　ほんの少しで済むからさ！」

　三人の不良がそれを遮さえぎって、まくしたてて少年を人気の無いところへと連れて行こうとする。うわあ、今時いるんだ、あんなタイプの不良。……まあ、とりあえず助けるか。

「はいはい、ストップストップ」

　少年と不良達の間に割って入る。両者ともいきなり飛び込んできた男に面食らってしまったようで、少し怯ひるんでいる。他の通行人達は皆見て見ぬふりをしているわけだし、割って入ってくるようなアホがいるとも思ってなかっただろうし、まあ当然か。少年には呆あつ気けにとられるような表情より、もう少し希望を持った表情を浮うかべて欲しかったが。

「──んだてめえは!?」

「いや明らかに少年が困っていたから助けてあげようと思って。困ってたよね？」

「えっ……は、はい……！」

　少年の返事に不良達はぐぬぬ、と歯ぎしりを始めてしまった。だからなんか古いんだよ。

「ち、どいつもこいつもよお！」

　募つのりに募った苛いら立だちが限界値を迎えたのか、三人のうち、明らかに喧けん嘩かっ早ぱやそうな不良が俺に殴なぐりかかってきた。不良が俺に拳こぶしを浴びせるまさに寸前──俺はにやりと笑って、

「おっとストップ！　殴ってもいいけど、殴られたらその反動で俺、この画面タップしちゃうかもなあ」

　と、不良達にスマホの画面を見せつけた。

　表示されているのは１１０の数字。言うまでもない──警察への緊きん急きゆう通報だ。

「っ！　テメ！」

「ストレス発散したいなら人助けするといいぜ。良いことすると気分が良くなる」

　俺のありがたいアドバイスを、しかし不良達は無視して、

「……くそ！　覚えてろよ！」

　などと吐はき捨てて一目散に逃にげていった。うーん、全体的にずっと古かったな。

「っと。大だい丈じよう夫ぶか？」

　後ろに隠かくれさせた少年の方を見やる。どうやら怪我もなさそうだ。

「す、すいません。助けていただいて……」

「いやいやいいさ。趣しゆ味みみたいなもんだし」

　趣味というか、なんというか。説明するのもめんどくさいし、まあいいか。自分のためにやっていることで、特に理解してもらおうとしているわけでもないし。

「趣味で、人助け、ですか……カッコいいですね」

　少年は顔を少しうつむけた後、笑顔でそう言った。

「正義感がある人って、憧あこがれます。僕なら絶対見て見ぬふりをしてしまうでしょうし……」

「俺も殴られるのは嫌いやだけどな。痛いし」

　正直、結構勇気もいる。今だって『情けは人のためならず』に基づいた行動を取ると決めているからできたわけで、それがなければとっくに引き返していることだろう。

「でも、困っている人は助けてやりたい。全員とは言えないが、俺の目に届く範はん囲いでなら」

　情けをかけるために。結局は自分の利益のためなんだが、まあそれを言ってしまったらせっかくのカッコいい感じが台無しなんで言わないでおく。この少年には夢を見て貰もらおう。

「なるほど……」

　少年は俺の顔をじっと見つめて、

「お兄さんは、正義のヒーローなんですね！」

　と、羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けてきた。よ、よせやい！　もっと言って！

「あ、すいません。僕これから用事があるので……失礼しますね」

「あそう」

「では。本日は本当にありがとうございました！」

　少年はそう言って、一礼して不良達が去って行ったのと同じ方向に走って行った。

「気を付けろよー！」

　先ほどの不良に偶ぐう然ぜんばったり出くわすことも可能性としてなくはないからな。「はいー！」とかすかに聞こえたので、恐おそらく届いたことだろう。

　しかし、街に来てすぐに情けをかけることに成功したな。これは幸さい先さきいいんじゃないか？　さあ、どんどん情けをかけてやろう。

　困っている人……！　どこかに困っている人はいないか……!?

「ねえねえ、そこのおにーさん」

「ん!?　どうした!?」

　俺が周りをキョロキョロ見渡していると、後ろから不意に声をかけられた。

　そこにいたのは、学ランを着た笑顔の男の子。……男の子、だよな？　なんとなく俺の小さい胸レーダーが引っ掛かかっている気がしないでもない。まさか、小さい胸が好きすぎて、多少の男ならいけるようになってしまったとでもいうのか……？

「あ、あのー。おにーさん？　僕の胸凝ぎよう視ししてどうしたの？」

「おっと、すまん。つい吸い寄せられてしまって」

　いつの間にか俺の目の前に少年の胸があった。危ない危ない。これじゃ牧下さんと一いつ緒しよじゃないか。いや、牧下さんは気付けば幼女を抱だっこしていたらしいし、それよりはまだ……いや、駄だ目めだ駄目だ。もっと自分を律しないと。そういう甘あまえが身を滅ほろぼすのだ。

「ふふ、面白いおにーさんだね！」

　糸目の少年は、楽しそうにケラケラ笑う。

「で、俺に用か少年。もしや困っていることでも!?」

「うん。そうそう。おにーさん、落ち着きなく厭いやらしい目で辺りをキョロキョロ見渡してるから、もしかしたら見たかなーと思って」

「おいおいなんとなくとげがあるように感じるのはおにーさんの気のせいかな？」

「ここら辺で、気弱そーな男の子見なかった？　背は僕よりちょっと大きい感じの。僕の友達なんだけど、さっき三人組のアナログ不良に絡からまれてて。助けを呼ぼうとして一いつ旦たん場を離はなれたら、いつの間にか騒そう動どうは終息してるし。その上友達は見失っちゃって」

　俺の疑問は華か麗れいにスルーされてしまった。ええと、気弱そーな男の子……。

「ああ、見た見た」

　多分、さっき俺が助けた少年だろう。不良の数も一いつ致ちするし、アナログだったし。

　俺は少年が向かって行った方を指さして、

「その子なら、さっき俺が助けたよ。で、あっちの方に走って行ったぜ」

「おおー！　勇ゆう敢かんなおにーさんだ！」

　よせやい照れるぜ。

　少年の羨望の眼差しを全身で感じる。このむずがゆくも気持ちいい感じ！　決してこの為ために人を助けているわけでは無いけど、『やってて良かった！』って思ってしまう！

「ありがとね、おにーさん！　助かったよ！」

　少年は満面の笑えみで俺に感謝の言葉を述べてくれた。

「いいってことよ。人を助けられて俺も嬉うれしいし。ＷＩＮ─ＷＩＮの関係ってやつだ」

「カッコいいこと言うね～！」

　パチパチ、と軽い拍はく手しゆを貰ってしまった。おいおい、おだてたってなにも出ないぜ？

　と、羨望の眼差しと拍手をいただいていると、少年の向こう側から探していた顔が。

　そこにいたのは、セーラー服に身を包んだ少女──八野心だった。

「お。実は俺も人を探していたんだが、ちょうど今見つかったわ」

「ん？　どこどこ？」

　ほらあの子、と俺は少年の背後からこちらに向かって来る八野を指で示した。

「へえ……あの子……」

　少年は声のトーンが少し低くなり、にやりと笑った。ん？　まさか……。

「お前も可愛かわいいと思うか、やっぱり！　いいよなああの胸！　神が与あたえた産物だよな！」

「お、おおう……おにーさん。いきなり気持ちが悪くなったね……!?」

　引かれてしまった。先ほどまで羨望の眼差しを俺にこれでもかというほど向けていたというのに、まさかのドン引きだった。

　常時笑顔みたいなキャラだったのに、笑みさえ浮かんでいなかった。

「いやさすがにいきなりテンション爆ばく上あげで胸の話されたらね……」

　と困ったような笑顔で補足までされてしまった。

「ま、最後はどうあれありがとうねおにーさん！　また会おうね！」

「おうよ。お前も気を付けてな。お友達に絡んでた不良も同じ方向に逃げてったから」

「うん！　お世話になりましたー！」

　快活な笑みを浮かべながら、少年は走り去っていった。ドン引きこそされたものの、友達思いのいい奴だったな。……さて、俺も八野に話しかけるか。

「おっす八野」

「あ、藤坂さん。こんにちは」

　八野はぱちくりと目を瞬しばたたかせながら、俺に軽い会え釈しやくをした。

「えと、届けに来てくれたんですよね予約票。わざわざすいません。いつものアレをしたかったんですよね。困っている人を助けるっていう」

「それは同時にしていたから問題ない。お前にこれを渡わたすことも立派な人助けだしな。てか、ジュンク堂で待ってなかったんだな」

「思ったよりも待ち時間があったので……あの大きな百均でマシュマロ買ってました。食べます？」

「悪かったよ……サンキュ。せっかくだし一個貰うわ」

『困っている人狩がり』をしつつ、困っている八野も助ける。今日は良い日だ。

　俺は今一度、八野の全身を見つめる。肩かたくらいまであるミディアムヘア、目にかかるほどの長さの前まえ髪がみ、牧下さんも絶賛する高校一年生にしては低い背せ丈たけ。後こう輩はい。敬語。セーラー服。多くの魅み力りよくが詰つまった彼女であるが、一番の魅力はその胸だろう。

　まさに人類の完成形といっても問題ないほどのサイズ！　Ｂ寄りのＡ！　本当に素す晴ばらしい！　胸がデカい人類は全員この胸を見習って欲しい。大は小を兼かねるとよくいうが、あれは世よ迷まい言ごとかなにかだろう。舌した切きり雀すずめこそがこの世の心理だ。小さいつづらを選んだお爺じいさんが正解だったじゃないか。あのお爺さんは小さい胸至上主義者に違ちがいない。

「…………」

　少しばかり頰ほおを染めながら、八野は鞄かばんで自身の胸を隠し始める。あれ、なぜ隠す。もしかして凝視してたか俺。

「ええと、ほれ」

　俺は財さい布ふの中にしまってあった予約票を取り出し、八野に差し出した。八野は予約票の端はしをちょんとつまんで、

「あ、ありがとうございます……。これは本当に楽しみにしていたので……」

　と、少し顔を赤らめて、予約票をバッグの中に大事そうにしまった。

　可愛すぎかよ！　死ぬわ！

　しかし本当に楽しみにしてたんだなあ。表情でわかるって相当だぞ。

「予約特典で上巻と下巻の間の話も書き下ろされるみたいなので、凄すごい楽しみだったんです。上巻も凄いいい引きで終わっていて、続きが気になってしょうがなくって……！」

　俺の心の中の問いに答えるかのように、八野は目を輝かがやかせながら語り始めた。可愛いなあ。ＧＩＦにして心が挫くじけそうになった時に何度も見直したい。

　俺のそんな気持ちが伝わってしまったのか、八野はハッと言葉を止め、

「ふ、藤坂さんはこの後も引き続き『困っている人狩り』を続けるんですか？」

「なんでその言い方知ってんだよお前」

　さっき牧下さんが思いついたものじゃなかったのかよそれ。なんで八野にまで広まってるんだよ。

「い、いやほら、藤坂さんの行動はまさにこれそのものじゃないですか。さっきのキョロキョロと困っている人を探す姿は、まさに獲え物ものを探す狩しゆ猟りよう者そのものでしたよ」

「まじかあ」

　困っている人を見み逃のがしたくないという気持ちがそこまで溢あふれてしまっているとは……。声かける時とか変な顔になってなかったよな俺……。

「正直、困っている人が声をかけるにはハードルが高そうでした。まあ藤坂さんは自ら声をかけてもいるみたいなので構わないかもしれませんが」

「そうか……もう少し自然な感じで過ごした方が良さそうだな……」

　助けてほしい人が声をかけづらいってのは駄目だな。極力困ってそうな人には声をかけている俺ではあるが、見た目だけじゃわからない人ってのもいるもんだし。

「っと、いつまでも話してるのも悪いか。早く本買いたいよな」

「え、あ、その……お気き遣づかいありがとうございます」

　話している最中、ずっとスクールバッグを握にぎり締しめていたし。本当に楽しみで仕方がないのだろう。可愛い。もし俺と八野が彼氏彼女の関係だったならば今すぐ抱きしめている。

「…………」

　八野は突とつ然ぜんこちらに向けていた顔を背け、肩にかけていたバッグをなぜか前に持ち替かえた。あれ？　なんで？　妄もう想そう顔に出てた？

「では、私は本屋に向かおうかと思います。藤坂さんはまだ狩りを続けるんですか？」

「言い方言い方」

『困っている人』という一文を付けないと、ただのカツアゲ野や郎ろうみたいじゃねえか。

「そうだなー。下校時刻ってことはまだ学生もパラパラいるだろうし。人が増えればその分困っている人が出て来る割合も増加するわけだし。もう少しふらふらしようかな……あ、やっぱ無し。まずは八野を本屋経由でみなすけ荘まで送るわ」

　八野も女の子だ。それに可愛い女の子だ。狙ねらわれたっておかしくない。窃せつ盗とう犯は美少女の日用品を手に入れたいという変態の可能性だってある。

「いえ、遠えん慮りよしておきます」

「最近ここいらで窃盗被ひ害がいも起きてるらしいぜ？」

「知っています。学校でも言われましたし。でも……窃盗の方は大だい丈じよう夫ぶでしょう。とりあえず、下校時に被害に遭あうことはありません」

「痴ち女じよも闊かつ歩ぽしているんだぜ？」

「私が痴女を見ていったいどんなダメージを受けるというんですか」

「いや……その……」

　決して口には出さず、「言ってもいいの？」という意味を込めて俺は八野の胸を見る。

「ちょ……やめてください！」

「俺は自信を持ってしかるべき胸だと思うけど、お前気にしてるじゃん。大丈夫か？　痴女に暴行加えたりしない？　新たに事件を発生させたりしない？」

「しませんよ失礼な！」

　顔を真っ赤にしながら八野は抗こう議ぎしてくる。

　うーん。しかしなあ。八野は特に格かく闘とう技ぎはおろかスポーツ自体やってないみたいだし、狙われたら最後なんじゃないかと思うんだが。超ちよう能のう力りよくを持っているかどうかもわからんし……みなすけ荘に来るくらいだから、なにかしら能力に関わっているとは思うんだが……。まあ、言いたくないことを深く探さぐるつもりもないし、能力に関しては考えても仕方がない。

「という訳ですから大丈夫です。藤坂さんはいつも通り困っている人を狩ってください」

「人聞き悪すぎだろそのセリフ。……いや、やっぱり送っていくよ。お前はさっき大丈夫と言っていたけど、それでも百パーとは限らんだろ。なにかあったら俺が後こう悔かいしてしまう」

　あの時俺がついていったら──そう考えずにはいられないだろう。

「てなわけで、送ってく。文句は受け付けん」

「……はあ」

　八野は諦あきらめ混じりのため息を吐つき、

「わかりました。こうなると藤坂さんは意地でも意見を変えそうにありませんし……私を心配してのことですし」

「よっしゃ」

　八野と二人っきりだぜ！　学校帰りだし、これはもう放課後デートと同義！　やりましたよ牧下さん！

「では、よろしくお願いします」

「こちらこそよろしく頼たのむぜ！」

　そうして、二人並んで本屋の方に向かって歩く。

「…………」

　……無言が辛つらい！　こんなに会話って途と切ぎれるもんだったっけか!?

　そういや俺、女子と二人で並んで歩く経験はほぼ皆かい無むだった！　みなすけ荘のメンバーとは何度かあるけど、佐山さんはバックに愛が重すぎる彼氏が付いていて浮うかれた気持ちになんて全くならなかったし、牧下さんは巨きよ乳にゆうだし。

　タイプの女の子と肩を並べて歩くなんて現実、本当にあるんだな！　感動！

　でもさすがに無言はなあ。俺からついていくなんて言っちまったわけだしな、よし。

「そういやまだ八野の入居パーティーやってなかったな」

「あ、やるんですね。入居パーティー」

「当たり前よ。俺の時は焼き肉屋だったなあ。今度は寿す司しとか食いたい」

　特別な日って言ったら寿司って感じするよな。俺も誕生日の時はよく食べに行った。

「お寿司ですか……行くんだったら安いところが良いですね」

「お、わざわざ指定が入るとは。なんか理由あるのか？」

「はい……私、辛からいの苦手なんですよね。百円寿司って、わさびは別べつ途との袋ふくろに入ってたりして、使いたい方だけ使ってくださいって感じじゃないですか。あれが楽で」

　わざわざさび抜ぬきでって頼まなくて済みますし、と八野はそう締めくくった。そうか、俺は普ふ通つうに食えるからあんまり気にしてなかったけど、苦手な奴やつもいるんだよな。あのシステム面めん倒どうだと感じていたが、苦手な人からしたら確かに楽だな。

　なるほどなーと感心しているうちに、気づけば会話が終わってしまっていた。八野はさっきからすまし顔で本屋に向かっているし……。あれ、どうだろう。ただ漠ばく然ぜんと向かってるだけだと思ってたんだけど、なんか足取りが速くなっている気がする。…………。

「八野が今回予約した本、どんな本なの？」

「気になりますか!?」

　俺がそう質問した瞬しゆん間かん、ぐい！　っと八野が顔を突つき出してきた！　近い近い顔が近い！　でも役得この上ないから指し摘てきができない！　ああ、目がキラキラ！　間近で見ると可愛さ割り増しなんですけど！　なんかいい匂においするんですけど！

「！……す、すいません。少しばかり取り乱してしまいました」

　ハッと我に返った八野は、そそくさと先ほどまでの位置へと戻もどる。ああ……。残念だがまあ仕方がない。今日の夜もう一度思い出して楽しむことにしよう。

「まあまあ、良いってことよ。それよりもさ。教えてくれよ、その本の事。そんなに目を輝かせるくらいなんだから、めちゃくちゃハマってるんだろ？」

「し、仕方がないですねえ」

　そう言いつつも、八野の口角は少し上がっていた。素直じゃない奴め。まあ、入居してきたときはそんな素そ振ぶりすら見せてくれなかったのだから、そういった意味では、少しずつだが仲は良くなってきているのだろう。喜ばしい事だ。

「今回購こう入にゆうするのはですね、かの有名な作家、夜よる星ぼし有ゆう先生最新作『街をぶらつく。とある歌を歌いながら。』上下巻の下巻でして……」

「夜星……？　知らない作家だな……」

　俺がそう呟つぶやくと、八野は信じられないといった顔をしてきた。そんな顔も出来るのかよ。

「え、え、え!?　藤坂さん、あの夜星先生を知らないんですか!?　名作揃ぞろいの作家ですよ!?　『それはまるでトキワ荘のように』とか『夢は決して叶かなわない』とか『新しい人類』とか、名作ばんばん世に送り出している作家ですよ!?」

「い、いやそんなこと言われても……知らんもんはしらんし……」

　正直本に疎うといというのもあるが。俺は基本的に漫まん画がしか読まないからなあ。

「ぐ、そうですか……やはりまだまだ夜星先生もマイナーということですか」

「なんか悪かったな」

「いえ、いいんです。有名になりすぎると逆に冷めてきてしまうことだってありますしね」

　厄やつ介かいオタクみたいなこと言い出したぞこいつ。ドヤってる感じは可愛い事この上ないが。

「で？　その最新作は一体どんな内容なんだ？」

　これ以上夜星先生の話を聞くとその話だけで本屋にたどり着きかねない。そう思い俺は作品のあらすじを八野に求めた。面白そうだったら八野から借りて読んでみよう。

「この作品は主人公の青年が自分の人生を見つめ直し、愛する人──『君』を守り抜くために新しい道を歩みだす、といった温かみ溢れる物語です。この作者さんは人間の『負』の感情を不快感無く描えがきつつ、明るい未来への希望の魅せ方が非常に巧たくみでですね──！」

　生き生きと止まることを知らないかのように口を動かし続ける八野。それを見つつ、俺はほっこりとした気持ちになる。目を輝かがやかせて、表情をコロコロと変えながら、自分の好きなものについて熱く語るその姿は、いつもよりも数倍可愛かわいく、そして素す敵てきだった。

　目の保養になることこの上ない。

「で、ですね──って、藤坂さん聞いてます!?」

「聞いてる聞いてる。主人公がヒーローになりたいって言い出したんだろ？　それで？」

「それでですね──」

　八野の話は本を買い終わった後、みなすけ荘への帰路でも止まることは無かった。

　会ってから約二週間。ずっと俺達との間に一線を引いていた八野がこんなに楽しそうに話すのを止めることなんて、一体誰だれが出来るのだろうか。

　少なくとも俺には無理だった。







「ただいま帰りました」

「ただいまー」

　表はまだ喫きつ茶さ店てんが営業中なので、古本屋からみなすけ荘に入る。鍵かぎがかかっていたので、あれからまだ佐山さんは帰ってきてないのだろう。

「じゃあ藤坂さん、今度『それはまるでトキワ荘のように』をお貸ししますね」

「おう、楽しみにしてるわ」

　結局、俺は八野お勧すすめの夜星作品を貸してもらうこととなった。正直下心もあるっちゃああるのだが、それ以上に作品が気になって仕方がない。歩いている間八野からずっと話を聞かされていたせいで、作品への興味がふつふつと湧わいてきている。

「話を聞いていただきありがとうございました。こういうことを話す機会が無くて……」

「いいってことよ。俺も楽しかったしな」

　八野の可愛い姿も堪たん能のうできたことだし、むしろお礼を言うのはこちらの方だ。やっぱり女の子は好きなものを語っている時が一番可愛いな。

「そ、そうですか……それなら良かったです」

　八野はなぜかみるみる顔を赤く染めてそう言った。なんか変なこと言ったか俺。

「な、なんでもないですので……それでは部屋に戻りましょうか……」

「おう。そうだな」

　違い和わ感かんを覚えつつも、居住スペースである二階へ上がろうとしたその時──

「お、帰ってきたね工輝君、心ちゃん」

　階段の中腹辺りに、黒くろ髪かみにカーディガンを羽織ったロングスカートの、清せい楚そという言葉を表したかのような巨乳がいた。あれ、牧下さん俺達より早く帰って来てたのか。胸の脂し肪ぼうのせいで顔がよく見えなかったから不ふ審しん者でも侵しん入にゆうしているのかと思った。

「なんか失礼なこと考えてない？」

「いえ全然。どうしたんですか牧下さん。店も開けずにそんな暗いところで」

「どうしたもこうしたもないさ。店を閉めて君達の帰りを待っていたんだよ。あ、心ちゃん、予約していた本は買えたかい？」

「あ、はい。おかげさまで。牧下さんもありがとうございました」

　牧下さんはにっこりと優やさしい笑みで応こたえ、俺達の方へとゆっくり階段を下りて来る。

「で、待ってたって一体なんで。今日は皆みんなで外食ですか？」

「残念ながら最近はあんまり儲もうかってなくてね。来月末くらいになると良い感じに懐ふところも温まるんだろうけど……まあ、その話は置いておこう。君達この後なにか予定はあるかな？」

「いえ、私は特には。買った小説を読むつもりでした」

「俺も別に。飯時まで昼ひる寝ねでもしようかなと」

「ふむふむなるほど。つまり工輝君は暇ひまという訳だね」

「まあぶっちゃけるとそういう事になりますかね。でも八野は──」

「あ、大だい丈じよう夫ぶですよ。確かに早く小説を読みたくはありますが……。皆を集めるほどの用事があるのでしたら、私も参加します」

　そう言って八野も話し合いへの参加を表明する。──ああ、なるほど。そういうことか。

「君達の貴重なお楽しみタイムを削けずってしまうのは非常に心苦しいが、しかし工輝君。君の好きな情けをかけるための話をこれから一階で始めようと思ってね。心ちゃんもここに住む以上は経験しなければいけないことだ。さあ来たまえ」

「よっしゃ行くしかないですね」

　牧下さんの話を聞いて、眠ねむ気けもどこかへ吹ふっ飛んでしまう。この藤坂工輝、情けのためならどこへでも駆かけつけ、なんでもする所存です。

「ええと、私達は今から何をするんですか？」

「心ちゃんは初めてだから、今日は待機組だけどね。そうだね、工輝君風に言うと──私達はこれから、人に情けをかけるのさ」

「……はあ」

「工輝君にはお昼に話していた窃せつ盗とう事件。それに関して新たな情報が得られてね。さすがに戦せん闘とう員が少なくて皆を危険だとわかっていることに進んで巻き込ませたくもないからさ、今は暴力事件とかは極力避さけてたんだけど……これならいけると思って」

「とか言いつつも、結構巻き込んでくるぞ牧下さんは」

「なるほど、気を付けます」

「痛いところを突っ込んでくるな君は。能力と性せい癖へきは割かしぶっ飛んでいる方だが、案外常識は持っているよねえ。でも今回突っ込むのは私の言葉なんかじゃない」

　そこで牧下さんは目を爛らん々らんと輝かせて、ぐいと身を乗り出してこういった。

「今回私達が突っ込むのは窃盗事件で──ぶっ飛ばすのは窃盗犯だ」







　能力犯罪者確保の手伝いをしている自治組織。実は、みなすけ荘もそのうちの一つである。自治組織登録名はそのまま「みなすけ荘」。

　元々みなすけ荘入居の条件としてこの「自治活動参加」が存在する。そして、自治活動強制参加の代わりに家賃が他の物件よりも格段に安くなっているのだ。住人が自治活動に参加するモチベーションにも繫つながっているだろうし、上手うまい条件だと思う。俺としては低家賃に追加して、皆の力を借りてより多くの困っている人々に情けをかけることができるという多大なるメリットもあるので、正直みなすけ荘は最高の環かん境きようである。

「しかし今日はまた急ですね。せっかく明日休日なんだし、明日朝からでも良かった気が」

「そうしたいのはやまやまなんだけどね。夜になると窃盗犯が動き出す。その前に作戦を伝えたいんだよ」

　というか、窃盗事件は夜に起こっていたのか。詳しよう細さいは知らないんだよな。

「さて着いた着いた。後は──花恋ちゃんだけかな」

　集まるのはいつも久地中さんが経営している喫茶店「クロック」。ちなみに、このクロックという名前には『お客にくつろげる時間を提供したい』という意味が籠こめられているらしい。集合がかかった際には、毎回律りち義ぎに店を閉めて会議場所を提供してくれている。

「花恋は連れん絡らくが来た時丁度買い出しに出ていてな。連絡したら『すぐ戻る』とのことだ」

　低く落ち着いた声で話すのは喫茶店マスターの久地中亮さん。百八十センチほどある高い身長、毛先だけ金きん髪ぱつで、料理の邪じや魔まにならないよう切り揃そろえられた髪かみ、キリリとした目つき、そしてオリジナルの店名が入ったエプロン。見た目はまさにカッコいい店主である。見た目だけは。

「相変わらず二に人にん三さん脚きやくで頑がん張ばってますね」

「当たり前だ。俺と花恋だからな。あいつが傍そばにいる限り俺は一生働ける自信さえある」

　久地中さんは顔色一つ変えずに、力強い声でそう言った。

「あそこまでいい女は世界中の隅すみから隅まで探したところでいないだろう。この地上において見つけることは不可能だ。故ゆえに花恋こそ世界一。花恋こそナンバーワン」

「気持ち悪い部分出てるよ亮君」

　そう、久地中さんと今買い出しに出ているみなすけ荘住人のうち最後の一人、佐山花恋さんは現在進行形で付き合っている。俺がここに引っ越こしてきたときには既すでに付き合っていたから──もう少なくとも二年以上は経たつのだろう。馴なれ初そめも気になるのだが佐山さんが絶対に教えてくれないため、俺も詳くわしい事情はわからない。久地中さんも佐山さんが嫌いやがるからか全く口にしないし。

「花恋の素す晴ばらしいところは気き遣づかいができるところだ。俺が何も言わずとも必要としているものをそっと差し出してくれたり、手が回らない時には自ら今一番しなければいけないことを的確に行ってくれる。花恋こそ至高。花恋こそ女め神がみ」

　毎日最低でも一回は必ず「佐山花恋自じ慢まん」を聞いている気がする。普ふ段だんはどちらかというと寡か黙もくで不愛想なのだが、一いつ旦たん花恋スイッチが入ると止まることは無い。

「少々気が強いところがまた可愛い。俺が花恋の可愛い点を褒ほめると、あいつは『うるせー！』と顔を逸そらすんだ。しかし俺はわかっている。顔が少し赤くなっていることを！　そう、あいつは決して不ふ機き嫌げんになったわけじゃない。褒められて恥はずかしいのが顔に出ていることを悟さとられないよう顔を逸らしていたんだ！　可愛い！　なんだこの生き物は！」

　久地中さんがバン！　とテーブルを叩たたく。ちょ、熱弁し過ぎ。

「よく毎日違ちがう話出来ますね……。俺、久地中さんから聞く佐山さん話、多分まだ一回も被かぶってないですよ」

「当然だ。花恋の素晴らしい点なんてまだまだある。時間なんていくらあっても足りない」

「愛が重い！」

「なんだ。俺の花恋への愛に対して否定的だな。まさかお前──！」

「いや違いますから」

　久地中さんはこちらに鋭するどい視線を向ける。やめて怖こわい！

「お前俺から花恋を奪うばおうと──！　許さん！」

「いやだから違うって言ってるでしょ！」

「盲もう目もくにも程ほどがあるよね」

　敵意を剝むき出しにしながら、久地中さんは俺から目を離はなさない。店の隅では、八野が文庫本を読み始めていた。おい、興味無くしてんじゃねえよ！

「というか本当に心配しなくて大丈夫ですよ。そもそも俺佐山さんは恋れん愛あい対象外ですから」

「……なんだと？」

　俺のその何気ない一言を聞くや否いなや、久地中さんは動どう悸きと息切れを起こしながら驚おどろきの表情を浮うかべた。いや、そこまで？

「お前、花恋が恋愛対象外だと……？　あの佐山花恋だぞ!?　いったいどういう神経をしていたらそんな思考回路に行きつくんだ!?　普ふ通つうの人間なら老若男女問わずに花恋を恋愛対象にするだろ！　なあ牧下！」

「身長百六十以上は恋愛対象にならないからパス」

「なあ八野！」

「え？……いやまあ綺き麗れいでカッコいい方だとは思いますが」

「ほら見ろ！」

「何を!?　何一つ情報伝わってこなかったんですけど！」

　牧下さんは自分の性癖を吐と露ろしただけだし、八野は文庫本から目を離さずに生返事しただけだし！

「よく見ろ。恥ずかしがっているだけだろうが。あいつらも本当は花恋の事が好きで好きで堪たまらないが、彼氏の目の前で言うのは申し訳ないと思って遠えん慮りよをしてくれているんだ」

「解かい釈しやくがポジティブすぎる！　そもそも言ってることおかしいでしょう！　さっきは『好きになったら許さん』とか言っときながら恋愛対象外というと怒おこるとか！」

「俺以外の人間が花恋のことを恋愛対象として好きになるのは許せないが、同時に花恋のことを好きになってしまうのは人間としてこの世に存在している限り仕方がない事だとも思っている。ほら、梅干し見ると唾だ液えきが出て来るだろ。あれと同じだ」

「人体構造と同じレベル!?」

　この人佐山さんのこと好きすぎだろ！　いやまあ確かに素敵な女性なのはわかるけどさ……。料理美味うまいし、気も回るし、久地中さんの話だと掃そう除じや洗せん濯たくといった家事全ぜん般ぱんも得意らしいし……。久地中フィルターももちろん多少はかかっているだろうが、普段の店での働きぶりを見ていたらあながち間違いってわけでもなさそうだし。

「でもなあ……胸がなあ……」

「胸？　花恋の胸か？」

「はい。佐山さんの胸のサイズ、恐おそらくＣでしょう？」

「なに人の彼女の胸のサイズ当ててんだよ。お前も十分に気持ち悪いぞ」

「あ、本当に合ってるんだ。さすがの私もそれはちょっとヒく」

「黙だまっててくださいＦ。Ｃ以上はちょっとなあ。Ｃ以上の女性はもう恋愛対象として見れないんですよね。なんかこう……上手く言えないんですが、感覚的にもう無理です」

「なんだとお前──！」

「例えば」

　俺に反論しようとする久地中さんを遮さえぎるように、俺は言葉を続ける。

「久地中さんは、佐山さん以外の女性のことをどう思ってますか？」

「高い声で話す人間かな」

　即そく答とうだった。そして最低だった。

「正直、花恋以外の人間に関してはそこまで性別を気にしていない。声が高いか低いかの違いだ。男性と女性の区分は無い。学説上の人間の分類が『男』と『女』で分けられるのならば、俺の中での分類は『花恋』と『それ以外』だ」

　女性陣じんがうわあこいつ言いやがったよ……という目で久地中さんを見る。

「さすがですね……。まあ、俺もそんな感じです」

「そんな感じなんだ」

「藤坂さんも大たい概がいヤバいですね」

　男性陣に対する女性陣の意見をスルーし、俺は話を続ける。

「さすがに性別の区別はつきますが……それに則のつとって言うならば、俺の中での分類は『胸のサイズがＢ以下の女性』と『それ以外』です。巨きよ乳にゆうの方とかは極論『胸に脂し肪ぼうの付きすぎた男性』と大差ないです」

「なるほどな……」

「なるほどなんですか。ここの男性って皆歪ゆがんでいるんですか牧下さん」

「ちょっと入居審しん査さを間違った感あるよね。まあ私も世の中の人間は『低身長』と『高身長』で分類されると思っているけど」

「早く帰って来て佐山さん……！」

　まるで常識人がいないかのように悲しがる八野を気にせず、久地中さんはすっきりした顔で俺にフッ、と笑みを見せた。

「お前の言い分はわかった。しかし花恋を恋愛対象に出来ない人がこの世にいるとは思わなかったぜ……ほら、コーヒー。お代はいらん」

「え、いいんですか？」

　経営難という話は聞いていないが、二人は結けつ婚こん資金を貯ためているはずだ。

「経けい緯いはどうあれ、お前は一生花恋のことを好きにならないことがわかったからな。一つ屋根の下に男がいることがお前が入居した当時からずっと気がかりだったんだが、今日からはぐっすり眠ねむれそうだ。これは俺からの礼のようなものだ」

「釈しやく然ぜんとしませんが、まあお言葉に甘あまえて。ごちになります！　いただきます！」

　無料のコーヒーを一口。さすが久地中さん、めちゃくちゃうまい。

「でも、俺の好みは伝えていましたよね。別にそんな勘かん違ちがいしなくてもよかったのでは？」

　隠かくしていた訳でもないし。小さい胸が好きという話はこっちに引っ越してきた当初から話していた。越してきてすぐに牧下さんが放った『私や花恋ちゃんみたいな美女と一いつ緒しよの家で暮らすからって、変な期待しないでよ～？』というジョークに対して『俺は小さい胸にしか興味がないんで大だい丈じよう夫ぶです。牧下さんこそ大丈夫ですか、胸腫はれてますよ』と言ったことは今でも覚えている。今思えば会ったばかりなのに随ずい分ぶんと失礼な物言いをしたものだ。今なら臆おく面めんもなく言えるのだが。

「いや、お前が貧ひん乳にゆう──」

「貧乳じゃないです。小さな胸です」

「──小さな胸が好きなことは入居してからこれでもかというほど聞かされてはきたが、花恋の魅み力りよくはそれすらも凌りよう駕がすると信じて疑ってなかったからな」

「ああ……まあ、安心してください。佐山さんの胸がＣ以上である限り、俺は一生佐山さんに恋愛感情は抱いだきませんから！」

「おう！　花恋の胸がＣ以上で良かった！」

　俺と久地中さんは女性陣が小さな声で呟つぶやいた「サイテー」を聞かなかったふりをして、二人して佐山さんの胸の話であっはっはと喫きつ茶さ店てん内に爽さわやかな笑いを響ひびかせていると──




「良いことなんか一つもねえ！」




　突とつ如じよ久地中さんの頭に、何者かが綺麗なキックをきめた。

　というか佐山花恋さんだった。

「なに私の胸で盛り上がってんだお前らは！　店の外にまで聞こえてたぞおい！」

「まあまあ落ち着いて佐山さん。確かに佐山さんの胸は盛り上がってますが」

「お前自分のタイプじゃなかったらセクハラしていいってわけじゃあないからな!?」

「落ち着け花恋。俺がお前の話で盛り上がるのなんていつもの事だろ」

「それをやめろって言ってんだよ恥ずかしい！　つかテメーはみなすけ荘の連中以外の奴やつらにまでアタシの話するのマジでやめろ！」

「恥ずかしい？　何な故ぜだ。俺はお前がいかに素晴らしい女なのかを伝えているだけだが」

「それが恥ずかしいんだよ！　プライベート筒つつ抜ぬけじゃねえか！　さっきも買い物途と中ちゆうに常連さんにばったり会って『聞いたよ？　深夜にホラー特集見て怖くなっちゃって、マスターに抱き着いて寝ねたんだって？』って滅め茶ちや苦く茶ちやにやにやされながら言われたんだぞ!?」

　ギロリ、ただでさえ鋭い目つきを更さらに研とぎ澄すまして佐山さんは久地中さんを睨にらみつける。しかし顔が真っ赤なままなので、いささか恐ろしさに欠けていた。

「ああ、常識人が帰って来てくれました……」

「心ちゃん、思うのはいいけど声に出すの止やめて。さすがにちょっと傷つくから」

　自分のことを常識人と思っていたのか、牧下さんが八野にそう告げる。勘違いも甚はなはだしい。低身長を見るために休日イオンのキッズコーナーに繰くり出す人が何言っているんだ。

「くっそ、アタシはこれでも昔はこの街に名を轟とどろかせてたっていうのに……一時期伝説にもなったんだぞ……！」

　恨うらめしそうに佐山さんがそう呟いた。

　そう。俺は詳くわしい事情を知らないのだが──佐山さんはこの街の生ける伝説らしい。




　目の前にいる金きん髪ぱつ三白眼ポニーテール・佐山花恋は、昔、この街にその名を知らぬ者などいないと言われるレベルにまで上り詰つめた──伝説の不良らしい。




　所謂いわゆる元ヤンというやつである。

　残念ながら俺はそのころまだこちらに越こしてきていなかったために詳しい事情は知らない。本人は時々今みたいに伝説であったことをぽろっとこぼすことはあっても絶対にその先を話さないし、牧下さんや、あの佐山花恋の事なら何でも外部に漏もらす久地中さんですら、この伝説については話さない。一体何があったというんだ。しかし──

「俺はいかに花恋が可愛かわいいかを力説しているだけだ。なにか問題があるっていうのか」

「その行こう為いそのものが問題なんだよ！」

　今ではこのザマである。四六時中久地中さんとイチャイチャしている。

　不良時代のことは知らないが、当時を知っている人からすれば今のこの佐山さんはどう映るのだろうか……。やっぱり牙きばが抜ぬけ落ちたとか思うのだろうか。

「金髪三白眼ツンデレ元ヤン高女子力ポニーテールモデル体型女子とか、属性過多すぎるよねえ」

「アニメに居たら絶対媚こびすぎって言われてますよね」

「うるせえよ！　全員揃そろったんだから早く始めろ！」

　顔を真っ赤にしながら、佐山さんは牧下さんにそう言った。牧下さんはそうだね、と呟いた後、その場にスッと立ち、

「じゃあ皆みんな揃ったところで、みなすけ荘会議を始めようと思う。今日、皆ご存ぞん知じ、情報収集を主とした自治組織である狸たぬき小こう路じ自治会から有力な情報を得たんだよね。わかりやすい事件だ。心ちゃんが入ってからまだ一度もちゃんとした活動はしてなかったし、初めてには丁度いいと思ってね」

「そうか、八野は今回が初めてか」

「あの、引っ越し手続きとかは両親が全部やってくれたので、具体的に何するかよくわかっていないんですが……」

「あれ、そうなの？」

　まあ確かに、八野みたいなタイプは自ら望んでこんなことをするところに飛び込んでは来ないしな。ご両親になにか思おも惑わくがあったのだろうか。

「八野も聞いたことがあるだろ……てか、授業でやらなかったか？　超ちよう能のう力りよく犯罪を防ぐために、公的機関以外にも有志が集まって自治組織を作ってるって話」

　能力が世界中で確かく認にんされるようになってから、政府は授業の中に能力者とその周辺についても入れるように発令した。能力者には過激派も多いし、妥だ当とうな判断だろう。

「一応軽く説明しとくか。能力犯罪者が急増している昨今、政府は自分達の力のみじゃ賄まかないきれないと悟さとり、国民に協力を求めたんだ。『ちゃんと報ほう酬しゆうは出すから、国民も能力犯罪を取り締しまってくれ』ってな。で、そこから各地に自治組織が出来始めた」

「自治組織の成り立ちは主に商店街や町内会、学校のＯＢ会とかが多いな。うちの学校も掲けい示じ板ばんに募ぼ集しゆうの張り紙がしてあるわ」

「自治組織は一定の基準さえ満たしていれば簡単に作れるからね。『四人以上・長が成人・活動拠きよ点てんを持つこと』。細々したことはまだあるけど、大体ここを押さえておけば問題ない。あと組織の名前ね。公こう序じよ良りよう俗ぞくに反しないものならなんでもいいから、組織の名前を決めて提出しなければならない。うちなら『みなすけ荘』みたいにね。今、工輝君が言ったような所なら『狸小路自治会』とか『麻生あそう町内会』とか『卯う辰たつ高校ＯＢ会』とか」

『みなすけ荘』長の牧下さんが俺の話に補足をしてくれた。町内掲示板には毎回能力犯罪の情報とか貼はられているし、結構機能している。

「報酬は能力犯罪者を捕つかまえた際の謝礼金と、情報提供の謝礼金の二パターンあって、それに伴ともなって自治組織は大まかに三つに分けられる。主に能力者事件の犯人を捕まえる前線行動自治組織──通つう称しよう『前自』。主に情報収集を専門とする後方支し援えん自治組織──通称『後自』。そして、そのどちらともを手広く行う『両自』。これも書類を作るときに決めて提出しなければならない」

　この謝礼金制度がニクいよな。自治活動参加のモチベーションに上手うまく繫つなげている。というか、自治組織のほとんどは恐おそらくこの謝礼金目当てなんだろうな。久地中・佐山カップルだって結婚資金が欲ほしいから毎回やる気出しているし。まあ、この人達は正義感強い方だから、それを差し引いてもモチベは高い方なんだろうけど。良い感じに発破をかけられている。俺も人に情けをかけてなおかつお金も貰もらえるというのは嬉うれしい限りだしな。

「みなすけ荘は軽犯罪を取り締まる系の『両自』だな。というか、日本のほとんどの自治組織は『両自』だ。その分、『前自』『後自』はその道のエキスパートが揃ってるって感じ」

「凶きよう悪あく能力犯罪者には追加で懸けん賞しよう金もかけられるしな。情報の買取金額も高くなるし」

「補足すると、私がよく情報を仕入れてくるのは『後自』の狸小路自治会。あと、札幌で有名なのは『前自』のテレビ塔とう自治会とか、『両自』のすすきの吞のみ屋連合とか。今後は心ちゃんも自治組織の一員として動いてもらうんだし、覚えておいて損はないよ」

　俺の後に続いて佐山さんと牧下さんが補足説明をしてくれた。正確な数字は知らないが、札幌だけでも結構な数あるらしいからな自治組織。

「で、今回取り扱あつかう事件だけど。『前自』の人達がなにやらばたばた動いていたから戦せん闘とう多めの事件もあったみたいだけど──自治活動新人の心ちゃんのことも考えて、また私達の戦力のことも考えて、情報もしっかりあって手を出しやすそうな事件、ということで今回は窃せつ盗とう事件をチョイスしてみた。これなら心ちゃんは見学で済みそうだしね」

「見学でいいんですか？　窃盗犯探しって、人海戦術とか使わないと無理そうですけど」

　手当たり次し第だいに囮おとり調査とかするしかないんじゃないのか？

「まあ、普ふ通つうはそうかもね。でも、その窃盗犯は往来で活動するタイプの窃盗犯じゃなかったんだよ。ついでに言うと、君と亮君はどうあがいても被ひ害がいを受けることは無い」

「なんですかその謎なぞかけみたいなの」

　俺と久地中さんは関係ない。ということは女性しか狙ねらわない？　女性しか狙わない窃盗で、往来ではどうあがいても盗ぬすまれることは無い？

「…………あ」

　そして、俺と久地中さん、佐山さんの三人は頭の中で一つの単語を思い浮うかべた。確かにこれなら俺と久地中さんは対象外だろう。

　代表して、牧下さんが今回のターゲットを決め顔で再度発表した。




「今回の能力犯罪者、確保の対象は──下着ドロだよ」




　場の空気が、なんとも言えない感じになる。下着ドロ。いや確かに犯罪だし、女性の敵だというのもわかるのだけれど……なんとなく小物臭がするんだよなあ。

　確かに困っている人は多そうだし、そういう面では大だい歓かん迎げいだけれども。

「なにその微び妙みような反応」

「いやいや、続けてください」

　牧下さんは若干俺達の反応に不満を持ちながらプリントを配り始めた。

「これがさっき狸小路で貰って来た下着ドロに関する詳しよう細さい。目を通しながら聞いてね」

　貰ったプリントには、下着ドロの詳細がざっくりと書かれていた。しかしながら目もく撃げき情報はないようで、どうにも全体像は見えてこないが。

「ここに書いているように、どうやらこの下着ドロ、主に夜に活動しているらしい。で、曜日で狙う地区を変えているみたいなんだよ」

「……確かに。一週間毎日ことに及およんでいる上、絶対に決まった地区で盗とってるな」

「じゃ、今日は何曜日？」

「今日は金曜日ですね……って、ああ。そういうことか」

　なるほど。金曜日に狙われる地区は丁度みなすけ荘のあるこの白石区だ。

「だからさっき窃盗犯が動き出す前に作戦を伝えたいとか言ってたんですね」

　俺のその一言に、牧下さんは「そういうこと」と軽く頷うなずく。

「で、今日やるのは簡単も簡単──囮作戦でいこうと思う。誰だれか一人の下着をベランダに吊つるして、それを下着ドロに狙わせるんだよ。そうだな……できれば二階がいいかな？」

「二階って……狙ってくれるのか犯人は。どちらかというと一階の方が狙いやすいんじゃないのか？」

「ほら、ここ見てみて。『被害届から見るに、窃盗犯に階数は関係ない模様。一階から果ては五階まで、幅はば広ひろく狙われている。痕こん跡せきはないが、目撃証言が一つだけ有り。それによると、犯人は宙を浮いていた模様』って書かれているだろう？　もうわかっただろうけど、この窃盗犯は空を飛ぶ系の能力を持っている。恐らく移動も空で済ましているね。当たり前だけど夜は暗いし、狙っているのは全てここと同じような住宅街だから深夜になってしまえば街灯以外ほとんど消えてしまうし。空中だったら足音とかも立たないし無音で移動できる。それなりに自由に動けるんだろう」

「……で？　その、誰かの下着を囮に使って、その後はどうするんだ？」

　佐山さんの質問に牧下さんは間かん髪はつを容いれず答える。

「二階の、下着を吊るしてある部屋に花恋ちゃんを待機させる。で、君の透とう視し能力を使って下着を監かん視しだ」
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「うわ、徹てつ夜や確定みたいなもんかよ」

　佐山さんの能力は『魔ま法ほう少女のステッキを持っている間、目に関する能力を宿す』というもの。ステッキの色で宿す能力が変わる。赤系だと『動体視力を上げる』力を宿し、青系だと『遠くまで見通せる』力を宿す。更さらに成人したのに魔法少女のステッキを振ふり回す佐山さんも見ることが出来る。

「まあ今回は人前に出ないしまだマシか……」

「前は街中でステッキ振り回してましたもんね」

「やめろ！　思い出させるな！」

　大通公園の真ん中でテレビ塔に潜ひそむ犯人を捜さがすために青色のステッキを持って仁王立ちする佐山さんは、なかなかに心にクるものがあった。

「透視能力は黄色のステッキだったよね」

「ああ。そこに関しては心配するな。ちゃんと部屋に保管してあるから」

「うん、オッケー。で、花恋ちゃんに状じよう況きようを逐ちく一いち報告してもらいながら、亮君と工輝君には車庫で待機してもらう。なので勿もち論ろん亮君には気配を無くす能力を使ってもらうよ。あれは触ふれている相手も対象になるんだよね？」

「ああ、そうだが……」

　久地中さんの能力は『くしゃみをすると気配が消える』というもの。気配を元に戻もどすためには、もう一度くしゃみをしなければならない。要するに、くしゃみがスイッチとなっている能力だ。勿もち論ろん自然にくしゃみを待つ訳にもいかないので、このような場で能力を使うときには必ずこよりを鼻の中に入れて強制的にくしゃみを引き出している。普ふ段だん佐山さん関係以外であまり感情を表さない、無愛想な久地中さんがこよりを鼻の穴に突つっ込んでいる様はなかなかに笑える。

「寝ね静しずまった夜よ更ふけに盗られているらしいからね。音を出したら一いつ瞬しゆんで気づかれることだろう。ドアを開ける音とか、そういったものは出来るだけ出さないようにしたい」

「車庫のシャッターを開けて、車の陰かげに隠かくれて待機って感じか」

「そういうこと。下着ドロが来るまで下で工輝君と仲良く手を繫ぎながらね。で、下着ドロが侵しん入にゆうしてきたのを花恋ちゃんが確認したら二人に連れん絡らく。そして、工輝君が気配を消しながら下まで行って、下りてきた瞬間に下着ドロをがっちり確保。成し遂とげた瞬間が一番気が緩ゆるむだろうからね。どう？」

「俺が確保係ですね」

「なにかあったら大変だからね。その犯人が凶きよう器きを持っていないとも限らないし。こんなことを言うのは心苦しいが、君なら何が起こっても大だい丈じよう夫ぶだからね」

「まあ確かに。誰かに痛い思いをさせるくらいなら俺が死にますよ」

　俺のその言葉に、八野はポンと手を打った。

「藤坂さんは生き返りの能力を持っているんでしたね」

「ん？　ああそうだぜ。場合によっちゃ、今日初めて八野の前で見せることになるかもな」

「止やめろよ工輝、縁えん起ぎでもない」

　佐山さんに優やさしく注意されてしまった。しかし八野もここに住む以上、慣れていかなきゃいけないことになるだろうからな……。

「私は人の死に慣れたいとは思いませんが、今後もあるかもしれませんし、藤坂さんの能力を一度見ておくのは確かに必要かもしれませんね……」

　八野は俺の方を見てそんなことを言った。

　結局、牧下さんの指示に反対意見は出なかった。いつも通りの役回りだしな。

「心ちゃんは今日は私と見学。これ以上出る幕は無いからね」

　そう言って牧下さんは八野の手を取る。それが妥だ当とうだろう。八野はまだ自治活動に慣れていないから不安だろうし、牧下さんはそもそも能力を持っていない。

「わかりました。じゃあ、今夜は皆みなさんを応おう援えんしています」

「ありがと、心」

　八野の言葉に佐山さんは頭を撫なでる。いいなあ。俺も挑ちよう戦せんしたい。あわよくば胸を撫でたい。撫でまわしたい。

「……」

　八野が着ていたカーディガンでスッと前を隠した。あれ、俺また見てた？

「あのよ」

　作戦会議が一息ついたその時、久地中さんが静かに手を上げた。

「どうしたんだい亮君。なにか質問でも？」

「ああ、質問だ。囮作戦をするのは構わんが──」

　ちらり、と久地中さんは佐山さんの方を見て、あることを尋たずねる。




「その囮は、一体誰の下着を使用するんだ？」




「「！」」

　瞬間、女性陣じん──というか、佐山さんと八野に緊きん張ちようが走る！　そうか、そう言われてみればそうだよね！　下着を干さなきゃいけないもんね！　納なつ得とく！

　牧下さんはにやにやしながら質問に答える。意地悪いなあこの巨きよ乳にゆう。

「どうやらこの下着ドロ、パンツよりもブラを盗む傾けい向こうにある──というか、ブラしか盗まないんだ。余よ程ほどおっぱいに執しゆう着ちやくがあると窺うかがえる。なので、とりあえず盗んでもらうのはブラで決定だ。そして、今回ブラを提供してもらうのは、みなすけ荘一の美乳、さや──」

「佐山と言った瞬間にお前の所有している古本を全焼させる」

「──えんどうって美味おいしいよね」

　いやまあそうなるよね。佐山さんの下着とか、久地中さんが許すはずないよね。

「花恋の下着を世間に晒さらす訳ないだろう。一瞬とはいえ一度盗ませるということは、汚けがらわしい窃盗犯が花恋の下着を触さわるということだ。牧下、長い付き合いなんだ、俺がそんなこと許すはずないってことくらい……わかるよな？」

　無表情で久地中さんは牧下さんに詰つめ寄る。あれは怖こわい。地じ雷らい踏ふんだな牧下さん。

「わかるわかるわかってる。そうだよね、花恋ちゃんは素す敵てきすぎるから、もう逆に窃せつ盗とう犯も下着触れないーみたいな現象に陥おちいる可能性だって十分にあり得るしね。うん、花恋ちゃんの顔に似合わないフリフリ桃もも色いろ下着は確かに見たかったけど、今回は無し！」

「ちょ！　なんで知ってんだよそれ！　やめろよ、亮はまだしも、他の男に聴きかれ──」

　そこで佐山さんはちらっと俺の方を向き、

「てもいいか……。工輝だもんな……」

「理解していただいてありがとうございます」

　Ｃ以上の方の下着事情とか毛ほども興味ない。むしろ俺が興味あるのは──！

「よし、じゃあここは意外と需じゆ要ようがあるであろう心ちゃんの勝負ブラで！」

「嫌いやです」

「そこを何とか！　絶対心ちゃんの下着って需要あるから！　私もぜひ見たいし、小さい胸が好きな男って世の中にちゃんといるから！　ほれ、隣となりの男を見てみ！」

　牧下さんに指を差される。とりあえず親指を立てておいた。ありますとも、需要。見たいですとも、八野の下着。八野は胸を両手で隠し、

「嫌です！　小さいの気にしているんですから『意外と』とか言わないでください！」

　八野はそれでもかたくなに意志を曲げようとしない。

「気にしなくてもいいのに。八野の胸は素す晴ばらしいんだ、気にする必要なんかないだろう」

「藤坂、心の声が洩もれてるぞ」

「気にしますって。佐山さんは先ほど言われていた通り、大きいけど大きすぎない、男性の理想の胸そのものって感じがしますし、美乳ですし。牧下さんに至ってはもう……なんですかその胸。もいでもいいですか？」

「いいわけないでしょう。工輝君に感化されてない？」

「収しゆう穫かくした牧下さんの胸を食べれば、私も巨乳になりますかね？」

「虚うつろな目で怖いこと言わないで」

　ペタペタと自分の胸を触りながら、八野は羨せん望ぼうの眼まな差ざしで牧下さんを見つめる。

「大丈夫。八野がどんなに自分のことを卑ひ下げしても俺は八野の胸が一番だと思っているから。あの駄だ肉にくはただの脂し肪ぼうだから、気にする必要なんてないんだ」

「ナチュラルに私の胸を駄肉扱あつかいするの止めてくれないかい？」

　二人に断られてしまった……と牧下さんはため息を吐つく。いや、というか──

「お前の下着を使えばいいだろ」

　あ、言っちゃった。さすが久地中さん。佐山さん以外の女性は女性と思っていない男。

「え？　いや嫌だよ恥はずかしい」

「その恥ずかしい思いを私達にさせようとしていたんですね……」

　八野が恨うらめしそうに牧下さんを見つめる。

「駄肉の留め具を干したところで、窃盗犯は喜ばないって」

「それがそうでもなさそう。ほら、ここ見てみ」

　佐山さんが指を差したのは、プリントのある一部分。

「『※巨乳が好きな傾向有り。今まで盗ぬすまれたブラのカップ数から推測するに、Ｆ以上の女性は特に注意してください』……」

　誰だれかがぼそりと読み上げ、そして四人の視線は自然に牧下さんに集まった。牧下さんは額から汗あせを流し始める。

「……いや、私がＦと決まったわけではないだろう？」

「それでもこの中で一番Ｆに近いのは牧下さんですよね。佐山さんはＣですし、私は最下層、貧ひんも貧乳のＡですから」

　八野が悪い笑みを浮うかべて言う。そんな自分を卑下しなくてもいいのに。俺は八野の胸大好きだぜ。八野の胸に抱だかれて死にたい。

「それに、下着が窃盗犯の好みではないかもしれない」

「でもしょうがない。Ｆに一番近いのは玲菜なんだから」

　佐山さんが悪い笑みを浮かべて言う。

「駄肉の留め具だよ!?　私の使うくらいなら、現役女子高生のブラを使った方が」

「むしろ駄肉が役立つんだ。感謝しろ」

　久地中さんがどうでも良さそうに言う。

　そして、俺は牧下さんの肩かたにポンと手をのせ、

「俺、巨乳でも役に立つんだって今日初めて知りました！」

　と、にこやかな笑え顔がおで言った。

　牧下さんは観念し部屋にブラを取りに行った。







　夜の十二時。日付が変わった。俺と久地中さんはかれこれ一時間手を繫つないでいる。

「うぃっくし！」

「うわあびっくりした……久地中さん、もしかして今くしゃみしちゃったんですか？」

「仕方がないだろ……さすがに北海道の四月の夜は寒いっての……」

　そう言って久地中さんはかじかんだ手でこよりを作り始めた。

「夜通しこれはきついですよね……早く来ないかな、下着ドロ」

　車庫の中に隠かくれて、俺達は佐山さんからの連れん絡らくを待っていた。みなすけ荘は十字路の一角に建っているため、二方向から丸見えだ。遮しや蔽へい物もない。本当にこんなとこ狙ねらうのだろうか。

「というか、ふ、そもそも俺達のところに、すー、来ることが確定しているわけではないからな……ふん。もしかしたら徹てつ夜やで張った挙句、ふ、ふふ、来ないという可能性も……」

　それだけは勘かん弁べんしてほしい。いつ来るかわからない分それなりに神経を遣つかっているから、体力的にも精神的にも疲つかれるのだ。こんなこと何度もやってられない。

「てかこより鼻に入れながら話すの止めてくださいよ。なんですかこの状じよう況きよう」

　深夜に男二人で車庫に隠れながら手を繫ぎ、一人はこよりで鼻を刺し激げきしている。何も知らない第三者の目には一体どのように映るのだろうか。最悪俺達が通報されかねない。

「ぶぁっくしょん!!」

「うわ、いきなり！　予告してからくしゃみしてくださいよ！　突とつ然ぜん大きな声出されるとさすがに驚おどろきますって！」

「仕方がないだろ。こより使うくしゃみは大体強めのが出るだろうが……」

「そもそも車庫に隠れているのに能力使う必要あります？　ここ別に犯人からは見えないんだから意味ないんじゃあ……」

「万が一にでも俺達が気づかれたら困るだろ。逃にげられるどころか、もう二度とこの家は狙われなくなる。それに牧下は油断した瞬しゆん間かんを狙っていたからな。少しでも『人がいそうな気配』を察知されて警けい戒かいされるのを防ごうと思ったんだろ。犯人も神経研とぎ澄すまして来ているだろうから、ただでさえ『音』や『気配』みたいなものには敏びん感かんだろうし」

「なるほど。言われてみればその通りですね」

　はあ、と鼻が落ち着いた久地中さんはため息を吐き、

「遅おそいな。明日も普ふ通つうに店開けるっていうのによ……。せめて手を握にぎってくれてるのが花恋だったらな。一生そのままでもいいと思えたのに」

「いや一生て。佐山さんが嫌がりますよそれは」

「それは困るな。一生はやめよう」

　即そく答とうだった。潔いさぎよいというかなんというか。それほどまで一人を愛するのって、とてつもなく凄すごいことなんだろうけど。

『……おーい』

　と、スマホから佐山さんが小さめの声でこちらに話しかけてきた。

「どうした」

　俺達も先ほどよりも声のトーンを低くして応じる。

『来た。今ぐんぐん上ってきている。待機よろしく』

「任せろ」

　俺と久地中さんは、車庫から佐山さんの部屋の下を見つからないように覗のぞく。

「いるな」

「はい。……しかし、なんか思ってたのとビジュアル違ちがいますね」

　もっと豪ごう快かいに空を飛んでいると思っていたが、実際には男性がぽつんと空に浮かんでいるだけだった。どうやら階段を上るかのように少しずつ空を上っている様子。なるほど、確かにあれなら音を出さずに目当ての下着までたどり着けるか。

「藤坂見ろあれ。足が震ふるえている。しかも時間が経たつにつれてどんどんガクガクしている」

　久地中さんの指し摘てき箇か所しよを見てみる。うわ辛つらそう……。もう限界キてない？　あれ。

「あの感じを見るに、恐おそらく奴やつの能力は『足に負担がかかり続ける代わりに、かかっている間宙を歩く』みたいな感じの能力だ。まあ、空気椅い子すしながら歩いているようなもんだな。あんまりもたないからか、急いで下着を剝はぎ取っているだろ？」

「本当だ。慌あわてながら取っていますね。牧下さんのブラを」

「窃盗犯が地面に着地した瞬間を狙うぞ。空気椅子後の足は相当がたが来ているだろうから、走って逃げることもないだろう」

　窃盗犯は吊つるしておいた四枚のブラを全部盗とり、三枚はバッグに、もう一枚は入りきらなかったのか頭に着けて、空を下り始めた。

「いやなんで頭に着けてんだよ。巨きよ乳にゆう好きの考えることはわかんねえな」

「あいつを巨乳好きの代表にするなよ。純じゆん粋すいな巨乳好きの迷めい惑わくになるだろ。……よし、行くぞ。ついてこい」

　俺と久地中さんは手を繫いだまま、部屋の下までたどり着く。はたから見れば俺達も変な奴らなんだろうなあ。深夜に男二人が手を繫いで女性の部屋の下で待機しているんだもの。久地中さんの能力が『気配を消す』でよかった。

　そうしているうちに、窃盗犯が地面に着地して──！




「窃盗犯確保！」




　俺は瞬しゆん時じに窃盗犯を羽は交がい締じめにした！

「ナイスだ藤坂！」

　俺が肩をとっている間に、久地中さんが窃盗犯の足首をロープで縛しばりつける。これでもう簡単に逃げることはできまい。

「花恋！　一段落つけそうだ！」

『おっけー。アタシも下に移動する』

　佐山さんの返事は軽い。失敗するとは思っていないのだろう。まあ、俺もだが。

「捕つかまえたかい!?」

「ちょ、牧下さん早い……」

　古本屋の方から牧下さんと、少し遅おくれて八野も到とう着ちやくする。

「さあ観念しろ窃せつ盗とう犯……いや下着ドロ！　もう逃げても無む駄だだよ！」

「いやなんでお前が偉えらそうなんだよ。藤坂、羽交い締め一回止やめてくれ。手も縛る」

「わかりました。よっと──」

「ひっ！」

　俺が羽交い締めを解とこうとした瞬間、どこからか大きめの悲鳴が聞こえた。

　発信元は──八野。下着ドロの方を向いて、なにやら怯おびえてしまっている。

「どうした八野。なんかあったか？　もしかして知り合いとか？」

「いえ、違うんですけど、その──」

　なにか怯える要素があっただろうか。なんの変へん哲てつもない、普通の下着ドロだと思うんだが。頭にブラを着けているところは変態性高いが。

　と。考えが完全に八野の方に向いてしまったのが失敗だった。

　俺は下着ドロの存在をほんの一瞬だけ頭の中から消し去っていた。油断をしてしまった。

　そして、下着ドロは──それを決して見み逃のがさなかった。

「うがぁぁぁあああ！」

　下着ドロは上半身を揺ゆらし、外しかけていた故ゆえに甘あまくなっていた俺の拘こう束そくを解く。

「な──！」

　牧下さんは咄とつ嗟さに八野をかばって盾たてになる。八野は未いまだに、信じられないようなものを見る目で下着ドロを見つめていた。

「暴れんな！　もう足は縛った。どっちみち逃げることは不可能だ！」

　久地中さんがそう言うが、下着ドロは全く動じない。

「ち、俺がもう一回手をとります！　久地中さんはロープの準備を！」

　俺はもう一度、下着ドロの手をとろうとする。しかし、暴れていることもあってなかなかうまくいかない。そして、下着ドロは、ポケットから何かを取り出した。

　それは──抜ぬき身のナイフ。鋭えい利りな刃は物もの。

「!?」

　気づいたときにはもう遅かった。

　その刃物は俺の胸へと一直線で向かってきて──ぐさり、と深く突つき刺ささった。

「うああああああああ!?!?」

　俺の断だん末まつ魔まが響ひびき渡わたる。痛みが頭を支配する。そして、同時になぜか澄んだ頭で周りを見み渡わたし始めていた。下着ドロの顔を正面から見み据すえる。気持ち悪くニヤニヤしやがってこの野や郎ろう、顔覚えとくからな。

　痛い。

　次に見えたのは、久地中さん。俺を刺したばかりで、放心して隙すきのあった下着ドロの顔面を殴なぐり、なんとかロープで腕うでを縛り上げたようだ。よかった。二次災害は起きなさそうだ。

　痛い痛い。

　その隣となりで、牧下さんは八野を未だに守っていた。能力を持っていない女性なのに、怖おじけずそんなことができる。さすがだ。

　痛い痛い痛い！

　そして、最後に見えたのは八野。彼女は牧下さんの後ろでうずくまり……そして激しく嘔おう吐とした。なんでだ？　俺が刺されている様を見たからか？　いや、でもそれだけでそんなに吐はくか？　牧下さんがそんな八野の介かい抱ほうを始める。

　痛い痛い痛い痛い。ヤバい、そろそろ考えがまとまらなくなってきた。ヤバい。さすがにもう限界か。どんどん、意識が遠とお退のいていく──。

　俺は、本日二度目の死を迎むかえた。








二章　「死に損ぞこないと心の見方」









「二回目ですよ」

　目を開けるなり、女め神がみ様は苦言を呈ていしてきた。いや、ホントもう、申し訳ないです……。

「一日二回は心配になります。体の傷は治せても精神的な疲つかれは溜たまっていくんですよ」

「すいません……」

　俺は女神様の前で正座して素す直なおに謝あやまる。

「俺もまさか刺されるとは……」

「確かにそれは想定外だったかもしれませんが……。まあ、いいでしょう。いつもみたいに自ら命を捨てたわけでもないですし……」

「ありがとうございます」

　なんとか女神様の許しを得た。いやまさか刺されるとは。というか、あそこまで暴れることすら想定していなかった。普通、羽交い締めにされて足まで縛られて囲まれて、それでもまだ逃にげようとするか？　なんか少し様子がおかしかったようにも見えたし……。

　まあ、確保の役割を俺に命じたのは牧まき下したさんの英断だったな。

「女神様って、確か外の様子もわかるんですよね？」

「全部ではありませんが、まあ一応は。藤ふじ坂さかさんが死んだ前後くらいならわかりますよ」

「あの後皆みんなどうなりましたか？」

「皆みなさん無事ですよ。藤坂さんを刺した直後の下着ドロを久く地じ中なかさんが殴って縛り上げ、確保も成功しました。下着ドロは警察に突き出して、皆さん今はお休みになっています。そして──八や野のさんは嘔吐した後、牧下さんに介抱されながら自室へ戻もどっていきました」

「……ああ、そういえば吐いてましたね」

　というか、あの時は八野の様子が全体的におかしかった。下着ドロを見た瞬しゆん間かんに悲鳴を上げ、その後も様子が変だったし。

「八野はなんで吐いたんでしょうか。確かに人が死ぬ瞬間を初めて見たのかもしれませんが、驚おどろくことがあってもなにも吐くまで……女神様、何か知ってることあります？」

「守秘義務です」

　女神様は心苦しそうに、しかしバッサリとそう言った。

「ええー……」

「申し訳ありませんが決まりなので。下手なことして女神業クビになったらどうするんですか。責任とってくれますか」

「俺でよければいくらでも」

「まあ私が女神じゃなくなったら、藤坂さんとの接点も消えるんですけどね」

「それはキツい！　わかりましたよ、女神様に聞くのはやめておきます」

　とは言ったものの、『守秘義務』という言葉から大体の想像はつく。それに元々、確信こそ無かったが、薄うす々うす感じてはいたのだ。

　八野は、超ちよう能のう力りよくを所持している。

「藤坂さん」

　女神様は、神しん妙みような面おも持もちで俺の方を向く。

「今、八野さんは悩なやんでいます。どうか、話を聞いてあげてください」

「……女神様、今ものすごく女神っぽいですね」

　女神様のそういうところ、大好きですよ、俺。

「何を言っているんですか！　私はいつでも女神ですよ！」

「はいはい。やめてください胸を張るの。凝ぎよう視ししちゃうじゃないですか」

「自己申告!?　ちょ、見ないでください！　近寄らないでください！」

「触さわらないから大だい丈じよう夫ぶです」

「触らなくてこの気持ち悪さなら全く大丈夫じゃありません！」

　女神様はふいと後ろを向いてしまう。ああ、胸……胸が……。

「……さすがに今日はもうゆっくり休んでください。藤坂さん本人は自覚していないかもしれませんが、身体的にも精神的にも疲ひ労ろうが溜まってしまっているはずです」

　……そう言われてみれば。思えば今日一日きちんと休んではいないかもしれない。

「それに、今の時間帯なら起きてももう皆寝ねています。夜も更ふけてきました。今日はゆっくり寝て、明日、また人のために活動しましょう」

「……そうですね。わかりました。そうします」

　確かにそうだ。八野の話を聞こうにも、俺が疲ひ弊へいしていればそれすらきちんと出来ないかもしれない。それは駄だ目めだ。万ばん全ぜんの状態で八野と向き合わなければならない。

「起きる頃ころには傷も癒いえているはずですから。こちらで寝てしまって大丈夫ですよ」

「では、お言葉に甘えて」

　そう言うと俺は女神様の方へ向かった。

「え、いやなんでこっちに来るんですか？」

「え？　膝ひざ枕まくらしてくれるんじゃないんですか!?」

「一言も言っていませんそんなこと！」

「しょうがないですね、じゃあ胸でいいですよ。胸枕で」

「なんで妥だ協きようしたみたいになってるんですか!?　なんですか胸枕って！」

「その素す晴ばらしく慎つつましやかな胸の上に俺の頭を置くことです。低反発なんだろうなあ」

「その行こう為いに猛もう反はん発ぱつですよ！　訳わからないこと口走るくらいに疲れ溜まってますね！」

　駄目かあ。今日ならいけると思ったんだがな、胸枕。

「……しかし、休んでほしいのは本当ですし……仕方がないですね」

「え、胸枕ですか!?」

「それはしません」

　即そく答とうされた。女神様はその場にちょこんと座って、

「ほら、膝枕してあげますから。早く来てください」

「…………え？」

「なんですか、やってほしくないんですか？」

「いえ。いえいえ！　ぜひお願いします！」

　俺は綺き麗れいなダイブをかまし、女神様の膝に頭を乗っける。

「いやあ、気持ちいいですね」

「そうですか？　それは良かったです」

「胸が無いからこの状態でも女神様の顔を見られるし」

「膝から突き落としますよ」

　あれ？　なんか変なこと言った？　最高の褒ほめ言葉だったんだけど。

「ありがとうございます。快かい眠みんできそうです」

「はい。ゆっくり休んでください」

　女神様は俺の頭を優やさしく撫なでてくれる。高校生にもなってこれは少し恥はずかしいが……。今日くらいはこの優しさに甘あまえさせていただこう。

「女神様……ほんと……ありが、と……」

　俺の意識はそのまま、気持ちのいいまどろみへとゆっくり落ちていった。

　女神様が、ずっと俺の頭を撫でてくれていたことだけは、しっかりとわかった。







「……は！」

　目が覚める。気持ちのいい時間は永遠には続かなかった。いや続いたらまずいんだけど。

「今日は……土曜日……」

　ベッドの近くにあったデジタル時計で日付を確かく認にんする。

「時間は…………もう昼じゃねえか！」

　思わずベッドから飛び起きる！　八野と色々話そうと思っていたのに！

　とりあえず飯を食って、その後八野とコンタクトを取ってみるか──と、そこまで考えたところで俺は部屋の冷蔵庫の中身を思い出す。そういやからっぽだった。今日も昼飯は久地中さんとこで済ますか……。俺はスマホと財さい布ふをポケットにしまい、階段を下りる。

　喫きつ茶さクロックの扉とびらを開けると、そこには久地中さんに佐さ山やまさん、そして牧下さんもいた。

「おはようございます皆さん」

「うっす工こう輝き。傷は大丈夫か？　ぐっすり眠ねむれた？」

「はい。傷の方はもうなんとも。それに今日はもう快眠でしたよ！」

　なにせあの女神様が膝枕してくれたからな！　今度は絶対に胸枕をしてもらうんだ。興奮して眠れなくなってしまうかもしれないけど。

「おはよう工輝君」

「おはようございます牧下さん。皆さん昨日はお疲れ様でした。あの後、久地中さんが下着ドロを確保してくれたんですよね。ありがとうございました」

「ん？　お前見えてたのか？」

「はい、そのすぐ後に意識が飛んじゃいましたけど」

　女神様に大体は教えてもらったし。

「それで、あの……八野の様子はどうですか？　俺、あいつが吐はく瞬間も見たんですよね」

　俺のその言葉に、空気が変わる。どこからともなく、しん……という音が聞こえてきた。

「……心こころちゃんは今部屋に籠こもっているよ」

「塞ふさぎこんじまってる。心の奴やつ、昨日のことを気にしているみたいだ」

　佐山さんが昨日のことを思い出しながら言う。あの瞬間佐山さんは現場にはいなかったが、二人から事情は聞いていたらしい。

「あの後、八野は吐いた処理に関する礼だけ言って、早々に部屋に帰って行った。あの時のなにかがあいつを刺し激げきしたことくらい、俺にだってわかる」

「……もともと、心ちゃんは危あやういところはあったんだよ。もう少し時間をかけてやっていこうと思っていたんだが……昨日のあれはイレギュラーだった」

「危うい……？　牧下さん、何か知ってたんですか？　確かにここに入居するくらいですから、『なにか』があるとは考えていましたが……」

「心ちゃんの能力のことは君達と同じく、私はなにも知らないよ。でも、取り巻く状じよう況きようは君達よりも知っている。そうだな、こうなってしまったらさすがに話した方が良いかな。……心ちゃんは昨日、『転入手続きは親がやってくれた』って言ってたよね」

　牧下さんは話し始める。

「その時に親おや御ごさんから聴いたんだよね、心ちゃんの話。それまでは元気で活発な子供らしい子供だったのに、彼女がまだ小学生だったある日、いきなり人が変わったようにおとなしくなったらしい。人と喋しやべることを極力避さけ、学校が終わればすぐに帰宅し家で一人で本を読む。両親も『この子に超能力が目覚めた』ということにすぐに気づいたそうだ」

　牧下さんはいつものにやにやを抑おさえて話し続ける。

「でも、それを本人に問いただそうとすることは出来なかった。心ちゃんは親の前では出来る限り『普ふ段だん通り』でいようと努めていたらしいし、学校にもちゃんと行っていた。まるで『自分には何もない』と主張するようにね。親御さんも、そんな心ちゃんに話を聞くことは出来なかったらしい。それでも、現状を変えなければならない。そこで、心ちゃんを別の環かん境きように置こうと決めた」

「何な故ぜ？」

「地元では、もはや誰だれもが心ちゃんに話を聞こうとはしなかったから、という理由だそうだ。無口で、その場にいないような存在──それが『八野心』となっていた。両親も、心ちゃんに触ふれることができなかった。だから心ちゃんのことを知っている人がいない場に彼女を置いて、『八野心』の世界のリセットを試みた。『八野心』のことをなにも知らない人に触れて──心ちゃんを変えることが出来ないか、と考えたそうだ」

　親にも言えない超能力。一体八野はどのような能力に目覚めてしまったのだろうか。

「田舎いなかから人が多いこっちに越こして来たのもみなすけ荘そうに入れたのも、他人と触れあって欲ほしかったかららしい。今の心ちゃんだと、自ら他人に関わっていきそうになかったから。だから一人暮らしはさせられなかった。イヤでも他人と関われるような場所に彼女を置きたかったらしい。それにここは元々『能力にて問題を抱かかえた人』を入居対象にしていたからね。そういう側面もあって、親御さんはここを選んだんだろう。親御さんに言われたよ。『どうか、心と話してください。心と関わってやってください』ってね」

「それ、俺達は聞いていないんだが」

「言ってないんだ、当然だろう」

　牧下さんはさらりと言って、俺達三人の顔を見み渡わたし、

「まあ、正直その点に関しては心配は皆かい無むだったけどね。花か恋れんちゃんは他人への思いやりが出来て誰とでも仲良くなろうとする子だし、亮りよう君は確かに花恋ちゃん一筋だけど決してその他の人間に対して気き遣づかいが出来ない男ではないし、工輝君に至っては彼女は君の好みそのものだから放っておくはずがない。予想通り、君達は決して彼女を孤こ独どくにはさせなかったしね。私も勿もち論ろん、出来る限り彼女とコミュニケーションをとったつもりだよ」

　心ちゃんは私の好みの身長でもあったしね、と付け足す。それはいらない情報だなあ。

「心ちゃんも、最近は私達に心を開きつつあったし……前はあの作戦会議の時みたいに、軽口も叩たたいてくれなかったからね」

　来た当初の八野は、それこそ寡か黙もくを絵にかいたような女の子だった。

「今回のことさえなければ、もう少し時間さえあれば、アイツも自発的に自分のこと色々話してくれたのかな……」

　少しだけ寂さびしそうに、佐山さんがそう漏もらす。

「……俺」

「心ちゃんのところにお話に行くんだろう？」

　見み透すかしたように牧下さんが笑う。他の二人も、だろうな、といった目で俺を見る。

「まあ、ここで立ち止まるような奴ではないだろお前は。普段の行いを見てれば分かる」

「人を助けずにはいられない奴だもんよ、アンタは」

「本当は、ここにいる全員が話を聞いてあげたいんだけどね。今まで隠かくしてきた全てをいきなり全員の前で話をさせるのも酷こくだろう。大変な役割を頼たのんでしまってすまないが、心ちゃんの話を聞いてあげてほしい。彼女が背負っている何かを、君が降ろしてあげてくれ」

「勿論。言われなくてもやるつもりでしたよ」

　どっちみちやることは変わらない。少し理由が増えただけだ。

「ほれ」

　佐山さんが、なにやら小こ袋ぶくろを渡わたしてくる。

「俺と花恋で作った弁当だ。お前もあいつも、まだ何にも食べてないだろうからな。持ってって、一いつ緒しよに食ってやれ」

「……久地中さん、そういう気遣いするからお客さんにモテるんですよ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。アタシが離はなしてやんねーから」

　お、珍めずらしく佐山さんが惚のろ気けた。良いもん見させていただきました。

「んじゃ、ちょっくら行ってきます」

「おう」

「頑がん張ばってこい」

「行ってらっしゃい、工輝君」

　三人からの声せい援えんを背に、俺は再び二階へと上がっていった。







「八野ー、いるんだろー。おーい。ちょっと色々話そうぜー」

　コンコン、とノックをしてみるものの、返事はない。本当にいるのか？　でも、三人は一階に下りてきた姿を見ていないって言ってたし……。

「久地中さんが昼飯作ってくれたから一緒に食おうぜ。もう昼時だ。腹減ってんだろ？」

　……これでも反応なしか。一体どうすりゃ──と、俺が次の策を考え始めたその時、扉ががちゃり、と音をたて開いた。

「……どうぞ、入ってください」

　数時間ぶりに見た八野はどこか疲つかれている様子だった。目の下に隈くまを確認できたので、恐おそらく眠れなかったのだろう。

「おお……」

　初めて八野の部屋に入った。

　八野の部屋に入った！

　すげえ！　なんか小説いっぱいある！　なんかいい匂においがする！　女の子の部屋だ！

「こちらに座ってください」

　八野はミニテーブルの横にクッションを置き、俺に促うながす。すげえ、なんかクッションも俺が使ってるやつよりふかふかしてる！　気がする！

　お弁当の中身は至ってシンプル。栄養バランスとボリュームを考えた、久地中さんお手製の弁当。お腹が減っていたのもあってか、俺達はそのお弁当を一いつ瞬しゆんで完食してしまった。

「……」

　話のきっかけも兼かねて久地中さんはお弁当をくれたはずなのに、その思いやりを一いつ切さい無視して馬ば鹿かみたいにがっついてしまった……。二人とも無言になってしまう。ぴりぴりと空気が張り詰つめる。どう話を切り出そうか。いや、迷っていてもしょうがないか。

「なあ、八野」

「わかっています」

　俺が話を切り出すより先に、八野が口を開く。

「私の、能力の話ですよね。あの時急に様子が変わって、挙句の果てに吐いたから、ですよね。さすがに気になりますよね、そこまで来たら」

「ああ」

　俺の肯こう定ていに、八野は決心をするように胸の前で拳こぶしを作る。

「いつかは言わなきゃならないと思っていました。でも、いざ言うとなると、怖こわいですね」

「大丈夫だ」

　間かん髪はつを容いれずに、俺は八野にそういった。

「俺はお前が何を言っても、お前のことを嫌きらったりとかしないから。そういう心配は全くしないで大丈夫」

　断言できる。八野の胸とか、そういう下世話なことは一切関係なく、俺は嫌わない自信がある。距きよ離りを置かない自信がある。変わらない自信がある。俺は能力なんかで──人との接し方を変えたりなんて、絶対にしない。

　その言葉に八野は嬉うれしそうにふふっと小さく笑い、

「……では。藤坂さん。私の能力を伝えたいと思います」

　八野はそこで言葉を区切り、一度深呼吸をし──机の引き出しからチョコレートを取り出すと、口の中に放り入れた。

　何をし始めたのかわからないまま八野を見ていた俺を、八野が決意の宿った目で見つめ返してくる。

　すると。




『聞こえていますか、藤坂さん』




　どこからともなく、声が聞こえた。さすがにもう耳みみ馴な染じみがある八野心の声。

　しかし、目の前の彼女は──口を一度も開いていなかった。




『私の能力は【心の送受信】。他人の心の声とそれに乗った感情を受信し、自分の心の声を送信できるんです。しかも──受信は常時。発動条件や、終しゆう了りよう条件がわからないんです』




「……なるほど」

　合点がいった。なんとなく察しが良かったのは能力のお陰かげだったのか。

「……あれ？　お、驚おどろかないんですか!?」

　むしろ八野の方が俺の態度に驚いている気がするんだけど。しかし慌あわてふためいている様は初めて見た。可愛かわいいなあ。

「この状じよう況きようでのんきに可愛いとか思わないでください！」

「そうか。そういうの全部バレてんのか。じゃあもう口に出して言うわ。可愛い可愛い」

「止やめてください！」『止めてください！』

　心からの叫さけびだった。八野は照れて顔が真っ赤になる。あ、たまーにいきなり顔を真っ赤にすることとかあったけど、こういう訳だったのか。

「なんでそんなに落ち着いているんですか！　心が読まれているんですよ！　もっと、気持ち悪いとか、気色悪いとか、そういうこと思わないんですか！」

「なるほど、そう思われたくなかったから言わなかったのか」

　う、と八野は口を噤つぐむ。まあ、そう思うのは仕方のない事だろう。

「でも、俺は思わない。お前の能力を気持ち悪いとか、そういうことは一切思わない」

　それを言ったら俺の能力だって十分気持ちが悪い。なんだ、死んだら生き返るって。




「そのくらいのことで、俺は態度を変えたりしない。蔑さげすんだりしない。引いたりしない。遠巻きにしない。避さけたりしない。──俺は、お前の見方を変えたりなんかしない」




　俺は何も変えない。変えてたまるものか。

「……ありがとうございます。そう言ってもらえて、とても嬉しいです。……藤坂さんが最初で、良かった……」

　肩かたを震ふるわせ、八野が消え入りそうな声で言葉を溢こぼす。……もしかして、泣いてる？

「泣いてます……こんな能力、受け入れられないって、そう、思っていましたから……」

　能力がバレたからか、八野は俺の心の声に返事をよこした。

　ぽんと、八野の頭に手をやり、優しく撫なでてやる。人に頭を撫でてもらうと少しばかり落ち着くってことを、俺はあの女め神がみ様から教わっているのだ。

　八野は口で嗚お咽えつを漏らしながら、俺の脳内に直接語り掛かけてきた。

『ずっと、怖かったんです。能力を手に入れてから……ずっと……皆みんなが、なにを思っているのかが分かるんです……。仲の良かった子達がお互たがいを見下し合っていたり、悪意にまみれていたり、悪口ばかりを溜ためていたり……しかも、それが私にはわからないんです』

　八野の感情的な声が響ひびき渡る。出会ってから二週間。一度も聞いていない声。

『本当の声なのか、心の声なのか、それが私にはわからないんです。それが余計に怖くて、もしそれに返事をしたら、今度はその悪意が全て私に向くんじゃないかって。人の心を見透かすんじゃねえよとか、気持ち悪いとか、そういう考えが一いつ斉せいにこちらに向かって来るんじゃないかって……そう考えたら、なんにも喋しやべれなくなっちゃって……。それで、私は一時期塞ふさぎ込んでしまいました。学校に行くのも辛つらくて……部屋でうずくまって、現実逃とう避ひしたくて、無心で当時好きだったチョコレートを食べていたんです。そんなことをしていたら、勿もち論ろんお母さんが心配して部屋に入って来て……私のことを抱だきしめながら、「学校で何か嫌いやなことでもあったの？」って、優やさしい声で言ってくれました』

　八野は当時の情景を思い浮うかべつつ、今度は自身の口で話し始める。

「でも私はなんて言っていいのかわからなくて、言葉が詰まって……心の中で『悪口が怖くて、学校に行くのが辛い』って言いつつも、発することができなかったんです。なのに」

　八野は唇くちびるをプルプルと震わせながら、

「なのにお母さんは、『そっか』って。『辛いんだったら、我が慢まんしなくても大丈夫だよ』って……！　口から何も出ていないのに、お母さんは全てを理解していて。人の完全なる善意があんなに怖いと感じたのはあの日が初めてでした……。私は他の人々の悪意が聞こえるのが怖いと言いましたが、私だって人間です。私にだって、悪意がある。心の中で悪口を言うことだってあるんですよ……。自分の能力を通して『相手の悪意が聞こえる』ことの恐きよう怖ふを知っているからこそ、私はより恐ろしくなりました。もしかしたら相手にも、私と同じような恐怖を抱いだかせてしまうのではないかと──」

　大おお粒つぶの涙なみだを流しつつ、八野は言葉を止めない。溜めてきた全てを放出するかのように。

『その後、チョコレートをまた食べたら私の声は届かなくなりました。それでわかったんです。「送信」はチョコレートでオンオフを切り替かえられると……。訳が分からなかったです。その日まで、チョコを食べてもそんなこと起きなかったのに……。しかも、受信が分からない。私を一番苦しめている、受信のスイッチを、私は見つけられていない……！』

　心の送受信。正直、俺には発動してからの八野の苦く悩のうは想像も付かない。しかし、決して良いものなんかでは無いのだろう。無意識下で自分の悪意を聞かれ、その上相手の悪意まで見み透すかせてしまうのだから。

　そうなってしまったら。両親も、友人も、先生も、先せん輩ぱいも後輩も、見知らぬ誰だれかまで。その全てが、自分に隠かくすことのない敵意を向けてくるかもしれない。それは決して確定じゃない。でも、無いとは言い切れない。そして本当にその全員が敵意を剝むきだしにしたら──きっと、耐たえられない。だから彼女は、自分の心に蓋ふたをしたのだ。

　能力のことを全員に黙だまって、自分の気持ちを押し殺して、『普ふ通つうである』と装よそおって。

　そうやって騙だまし騙し、なんとかギリギリのままここまで保ってきた。

　八野は涙をなんとか堪こらえながら、それでも少し口角を上げて言葉を繫つなぐ。

「ここにいる人達は……みなすけ荘の人達は、優しい人ばかりでした。いきなり越こして来た私のことを気き遣づかって、他の人と変わらずに接してくれて……皆が皆のことを思いやってて……言いたいことははっきり言っていて。全員、裏表のない方でした。すごく、居い心ごこ地ちが良かった。私だって、皆さんのスキンシップを避けるのは心苦しかったんです」

　自治活動を進んでやるような連中なんだ。お人よしこの上ない。

「でも、だからこそ……私は自分の能力のことを話すのが怖かったんです。だって、『心の送受信』っていうのは、明らかに異常だから。私がもし言われる立場だったら、絶対に気持ち悪いと思うから……！　今まで相手に思っていたことの全部が、隠してきた気持ちの全てが伝わっているとわかったら……！　普通の人は、耐えられない！」

　八野は、感情に任せて声を上げる。辛そうな叫びを轟とどろかせる。

「昨日のあの瞬しゆん間かん。私がいきなり吐はいて、そして私を介かい抱ほうしたあの瞬間。恐おそらく牧下さんは感づいたんです……。私の能力のことを……。それを考えると、私はもう、会うのが辛くなってしまって……気づいたら、引きこもっていました……」

　嗚咽を漏もらす。言葉が漏れ出る。

「この家がとても居心地が良かったから！　ここの皆さんがとてもいい人達だったから！　この二週間が、とても素す晴ばらしいものだったから！　だから！」

　八野の涙は、止まらない。




「受け入れられなかったその時は！　どんなに辛いんだろうって！　この二週間は、能力が発現してからの人生で、一番素す敵てきな時間でした！　だからこそ！　その素敵な時間が、壊こわれてしまったらどうしようって！　そう考えたら、私はなにも言えなくって……！　だから、藤坂さんが私の能力を受け入れてくれたことが、嬉しくて、嬉しくて……！」




　そして俺は──八野のことを無意識のうちに抱きしめた。力強く、心のままに。八野の全てを、受け入れるように。肌はだが触ふれ合う。八野の心がダイレクトに俺にぶつかってくる。

　それでも俺は、抱きしめる力を決して緩ゆるめない。

「俺は、全部丸ごとひっくるめて、お前のことを受け入れる。だから心配すんな」

　八野の頭を、もう一度優しく撫でた。

「俺、この能力──生き返りの能力、嫌きらいだったんだよ」

「え……？」

　いきなりの発言に、八野は顔を上げて俺を見る。まあ、意外だろうな。

「昔……つっても中学二年くらいだから、そこまで昔でもないか。まあ、そん時さ、俺、いじめに遭あってたんだよ。テレビとかでよく見る感じの、結構きついやつ」

「い、じめ……」

「そ、いじめ。能力とか関係なしに、ただ単純に虐いじめられてた。なんでだろう、多分、俺に理由はなかったんだろうな。ただ、自分より格下の奴やつを作りたくて、それがたまたま俺だったっていう、それだけの話なんだろうけどさ。で、ある日耐えきれなくなって、自殺しようって決めたんだ」

「自殺……!?」

　八野が驚きの声を上げる。自殺。そこまで俺は、追い詰つめられていたのだ。今となっては馬ば鹿かなことを考えたと思う。この能力がなければ、俺は本当に死んでいたのだから。

「せっかくだから、俺を虐めていた奴の目の前で死んでやろうと思って。いじめを見て見ぬふりをしていた奴らも同罪だと思って、先生とか同級生とか、全員の目の前で死んでやろうと思ってさ。で、屋上から飛び降りた。あんまり恐怖はなかった。奴らに一いつ矢し報むくいようと、それだけだったんだろうな。狙ねらい通り、クラスの奴ら全員の前で俺は死んだんだ。消えゆく意識の中で、俺は『やった！』って思った。一矢報いた上にこんな世界からおさらば出来るって思って。でも、違ちがった。目を開けたら、俺は自宅のベッドの上にいたんだ」

　あの時の感覚は今でも思い出せる。現状を理解することができなかった。

「両親が来て、色々話してわかった。俺の能力は『生き返り』なんだってことがわかった。やっと終わったと思ったのに、地じ獄ごくはまだ続くと知った時の絶望感といったらなかった。両親は優しくしてくれたけど、どう接していいかわからない感じだった。そりゃそうだよな。自殺をしようとして失敗した息子の接し方なんて、わかるはずない」

　家族には迷めい惑わくをかけたと、今でも反省している。

「で、家にいるのも辛くて、自殺を決行した次の日に俺は学校に登校した。……正直言って、あの時が一番辛かった。皆の俺を見る目が、人間を見る目じゃなかったんだ。あれは明らかに化け物を見る目だった。当たり前だ。目の前で死んだ奴が、次の日五体満足で登校してきたんだから。……お前と同じく、俺は自分の能力が嫌いになったよ。どんな呪のろいだって思った。自分の能力が嫌で嫌で仕方がなかった。同級生のいじめはエスカレートした。能力が気持ち悪いっていうはっきりとした『理由』と、どこまでやっても死ぬことは無いっていう『安あん堵ど感かん』。その二つがいじめを増長させた」

　本当に辛い時期だった。今でも鮮せん明めいに思い出せる。ただただ、暗くて辛い毎日だった。

「そんなある日の帰り道。俺は、事故に遭いそうな子供を発見したんだ。もうほとんど助からないような、そんな状じよう況きようだった。で、自じ暴ぼう自じ棄きだった俺は、どうせ死ぬなら人を助けて死んでやろうって考えて、その子を自分の命と引き換かえに助けた。最初に死んだときはショックのせいか目が覚めるまでぐっすり寝ねてたんだけど、その時はどこか別の世界に行ったんだ。そこには、女神と名乗る女性がいた」

　これが女神様との最初の出会い。あのころから女神様は優しいオーラを全身にまとっていた。これを他人に言うのは初めてのことだ。普通は受け入れてもらえないんだけれど、八野は違う。俺の心を通して、それが噓うそではないことを理解してくれていた。

「女神様は、俺の傷が癒いえるまでの間、ずっと俺の言葉を聞いてくれた。俺が抱かかえていたドロドロした何かを、ただただ優しく受け入れてくれた。心が楽になったね。そのお陰かげで、俺はなんとか心が病まずに生きてこられたのかもしれない。それからも、何度か俺は人を助けて死んだ。別に助けようと思って死んだわけじゃない。人の命が消えるくらいなら、何度でも蘇よみがえる俺の命を消せばいい。そんくらいの気持ちだった。女め神がみ様は『人のために命が張れるなんて立派ですよ』って言ってくれたけれど」

　誰もが俺のことを否定していたあの時期に、唯ゆい一いつ俺のことを全肯こう定ていしてくれていた女神様。感謝してもし切れない。

「そんなある日のこと。ついにいじめがエスカレートして、公園で俺は殺されそうになった。皆から殴なぐられ蹴けられて、ぼこぼこにされて。『あ、死ぬなこれ……』と思った、まさにその時だった。俺が命を消費して助けた子供の親が偶たま々たまその現場を目もく撃げきして、通報してくれたんだ。それだけじゃない。他にも俺が助けた人が何人か通って、いじめっ子を確保したり、俺の応急処置をしてくれたりした。……結局、俺は間に合わず死んだわけだが」

　ずっと望んでいた人の温かみみたいなものを、あの時俺は確かに感じた。

「死んで、また女神様と会った時。俺、泣きながらそのことを必死に説明したよ。俺が助けた人達が、今度は俺を助けてくれたって。奇き跡せきが起こったんだって。それが嬉うれしくて嬉しくてたまらなかったって。そしたら女神様はぎゅっと俺を抱きしめて、こういったんだ。




『それは、藤坂さんが皆を助けたからですよ。【情けは人のためならず】。あなたがかけた情けが、巡めぐり巡って自分に返ってきたんです。藤坂さんが、自らの力で手に入れた奇跡なんです。あなたは自分の能力を呪いと言っていますが、そんなことはありません。あなたの能力は、正しく使えば、きちんと自分に返ってくる。見方を変えればいいんです。悪い方ばかりに目を向けるのではない。良い方にも、目を向けましょう。確かに今は辛つらいかもしれません。でも、下ばかり向いていては埒らちが明きません。ですから──前を向いてください。あなたの目の前には、きちんと明るい未来が広がっているのですから』




　それを聞いて、俺はさらに泣いた。女神様は、その後は何も言わずにずっと俺を抱だきしめてくれたんだ」

　言われたのは三年前だが、今でも一言一句間ま違ちがえずに言える。恐らく一生忘れない言葉。

　そう。女神様はずっと俺をその胸の中で泣かせてくれたんだ。あの時の女神様の優しさと、平らな胸の感かん触しよくは、今でも鮮明に覚えている。

「そこから俺は、自分の能力を、生き返りの能力を受け入れた。クラスの奴らの目を気にせず、文字通り命を張って、助けられる者は全て助けた。そしたら次し第だいにいじめはなくなって、俺のことを馬鹿にする奴も、避さける奴も徐じよ々じよに減っていった。高校に入ったら友達も出来た。能力を否定していたあの時には、そんな未来が待っているなんて想像も出来なかったよ」

　情けは人のためならず──これを実じつ践せんし始めたのもこの頃ころだ。

　情けは巡る。巡り巡って、そして俺に返ってきた。これは、俺が手にした情けだ。

「つまりさ。八野」

　俺は、胸の中で未いまだに泣きながら俺の話を聞いている八野に向かって言う。

　まるで、あの時の俺と女神様みたいだ。




「お前の能力も、別に悪い側面ばかりじゃないんだ。どこかにきっと、良い側面があるはずだ。見方を変えよう。俺も手伝ってやる。俺は絶対に傍そばにいてやるから。俺はお前を受け入れるから。だからお前も、自分の能力を一回受け入れてみようぜ。そこにはきっと──今まで見たことないような素晴らしいものが見えるはずだから」




　八野は、涙なみだを流しながら、それでも俺に言う。

「…………ふ、藤坂、さん……！　見捨てないで、くれますか？」

「勿もち論ろん」

「……ずっと、見守ってくれます、か？」

「勿論」




「……私の味方で、いてくれますか？」

「勿論。俺は八野心の味方だよ。当たり前だろう」




　俺のその言葉に、八野は更さらに泣いた。

　心の声が追い付かなくなるくらい、口から声が溢あふれだして。泣いて泣いて──今まで溜ためた涙が、その全てが空っぽになるまで、休むことなく泣き続けた。







「……お見苦しいところをお見せしました」

　数分後。八野はやっと泣き止やんだ。しかし俺の元を離はなれたくないのか、すぐ隣となりにちょこんと座っている。語ご彙い力が乏とぼしくて誠に申し訳ない事この上ないが、可愛かわいすぎる。何がとは言わないがヤバい。手は限りなく俺の近くに来ているものの、絶対に俺には触れない位置にある。本当は人ひと肌はだ恋こいしくて触れていたいのに恥はずかしいから触れない、という気持ちに愛いとおしさが感じられて、もうほんとヤバい。

　ちなみにあの後もう一度チョコレートを食べて、送信は今はオフ状態にある。

「なあ、質問なんだが」

「はい？」

「結局、昨日なんで吐はいたんだ？」

　心が読める、感情が乗った声が聞こえる──それはわかった。しかし、そことこれとが繫つながらない。

「あ、それはですね。藤坂さんの心の声が聞こえたからです」

「俺の心？」

「はい。死ぬ直前の心。……藤坂さんは、よく毎回あれに耐たえられますね。痛いという感情、辛いという感情、死にたくないという感情──その全てが一気に私に流れ込んできました。それで、いきなりの負ふ荷かに私は思わず……」

　吐いてしまったのか。というかあの嘔おう吐とは俺が原因だったのか……。

　いやまあ、正直慣れているわけでは決して無いのだが。なんというか、良くも悪くも鈍にぶくなってしまったのだろう。きちんと痛いし辛い。本当は一生味わいたくはない。

「ほんと悪かった」

「いえいえ、私も悪いんです。自分の能力の切り方をわかっていないから」
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「……そういえば、さっき言ってたな。能力は常時発動しているって」

　この世界に常時発動型の能力は存在しない。俺の『死ぬ』、久地中さんの『くしゃみ』、佐山さんの『ステッキ』──なにかしらの条件があって、初めて能力は発動する。

「はい、そうなんです。小学生の頃ころ、家族と一いつ緒しよに外食に行った時にいきなり発動したんです。その前も、行っていたはずなんですけど、なぜかその日にいきなり……」

「送信が『チョコを食べると発動、もう一度食べると終しゆう了りよう』ってことは、多分受信も同じような条件なんだよな。発動の仕方は久地中さんに近い。んでもって、能力が変わるのは佐山さんのに似ている」

　くしゃみをスイッチとしている久地中さん、ステッキの色で能力が変わる佐山さん。八野の能力はこの二つを合わせたようなものになっている。

　……しかし、そこに気付いたところでなにがトリガーになったのかは全くわからないが。チョコから察するに、『なにか』を口に入れることで発動可能になるんだろうけど。

「まあ、俺も一緒に探してやるよ。能力の発動条件」

「……ありがとうございます」

　俺の決意表明に、八野はにっこりとはにかむ。可愛い。さっき抱きしめた時もめちゃくちゃ柔やわらかかったなそういえば。胸の感触もとても良かった。もう一度抱きしめたい。

「て、何考えてんですか！」

「そうか、こういう事も全部聞こえていたのか」

「聞こえてましたよ！　藤坂さんが私の胸のこと考えていることとかバレバレだったんですからね！　本当に恥ずかしかった……！」

「そうかー……」

　聞こえていたんだよな、俺の八野に対するあれこれ。八野のその素す晴ばらしい胸が好きだとか揉もみたい頰ほおずりしたいとか思っていたことも全部筒つつ抜ぬけだったのか。そうか。うーん。

　じゃあもういいか。

「何が!?」

　八野が戦せん慄りつした顔でこちらを見て、非常に近かったのに急に距きよ離りを置き始める。何な故ぜだ。

「いや見られているならもう心で考えても口で言っても変わんないなと思って。という訳で揉ませてください」

　俺は綺き麗れいな土下座を決めた。

「無理に決まっているじゃないですか！　止めてください、さっきまでのカッコいい藤坂さんは一体どこへ!?　確かに私の前では変わらないかもしれませんが、それでも口には出さないでくださいよ！」

　無理かー。まあいいや、しばらくはさっき抱きしめたあの感触で繫ぎ合わせよう。

「なにを繫ぎ合わせるんですか！　やめてください！　さっきまでの感動に満ち溢れていた私の記き憶おくがなんだか汚けがらわしいものみたいになってしまうじゃないですか！」

「汚らわしくないぞ。お前は自分の能力と向き合うことに決めて、俺はそんなお前を心の底から応おう援えんすることに決めた。ただちょっとお前の感触が良かっただけだ」

「汚らわしい以外の何物でもない！」

　八野が悔くやしそうに床ゆかを叩たたく。そこまでかよ。

「そういやさ、なんでお前昨日いきなり様子も変わったんだ。吐いた原因は分かったけど、様子が変わった時はまだ俺は死んでなかったわけだし」

「そういやさで済ませないでください……」

　八野は顔を赤らめたまま、深刻そうな表情を浮うかべる。

「あの下着ドロの心の声が、初めて聞くものだったんです。あんなことをしているんだから、もっと色々な感情がうずまいているのだと思っていました。でも、違ったんです」

　そして、八野はとても真面目な顔で、




「あの人の心の中は、『巨きよ乳にゆう』しかありませんでした。捕とらえられたこの現状をどうにかしようという意識は一切なかったんです。藤坂さんを刺さしたのも、自分の意思でやっているのではなく、『やらされている』かのような、そうプログラムされているかのような、そんな心でした。それは初めて見る感情で──思わず悲鳴をあげてしまったんです」




「……それって、洗脳ってことか？」

　意識を乗っ取られた故ゆえの行動だったというわけか？

「可能性としては、十分にあり得ます。何者かが、あの人の心を改ざんした」

　八野は、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

「……お前の能力が、早さつ速そく役に立ったな」

「え？」

「俺達だったらそんなことはわからなかった。ただ精神の異常な下着ドロを捕つかまえて、それで終わりだっただろう。お前のお陰かげで、その異常な現象に気付くことができたんだ。お前の能力は、やっぱり良い能力だよ。きちんと人の役に立ってる」

「……藤坂さん」

　八野が嬉うれしそうに笑う。悪い面ばかりじゃない。八野の能力は人の役に立てる能力だ。

「私、この謎なぞを解明したいです。私の能力が、それを解とくカギになるのなら──私は、私の意思で、この力を使いたい」

　その声を聞いて、俺も思わず嬉しくなる。その調子だ。

「じゃあ、まずはあの人達に協力を仰あおがないとな」

「う……」

　いや、不安そうな顔するなよ。遅おそかれ早かれ伝えることになるんだ。

「わ、わかりました。行きましょう」

「おう」

　そして俺達は、八野の部屋のドアを開けた。







「お、帰ってきたか」

　あれから結構な時間が経たっていたのだが、喫きつ茶さクロックには三人が未だにいた。

「お弁当美味うまかったです。これ、容器です」

「サンキュ。でも……返しに来ただけってわけじゃないだろ？」

　佐山さんが、ちらりと八野の方に目を向ける。勿論ですとも。

「ほら、八野」

　軽く背中を押してやる。ちょっとの勇気を。一歩踏ふみ出せるように。

「み、皆みなさんにお話ししたいことがあります」

　その一言で、三人は一いつ斉せいにじっと八野の方に視線を向ける。

「私の能力についてです！」

　八野の体は、少しばかり震ふるえていた。大だい丈じよう夫ぶだ。後ろには俺が付いている。




「わ、私の能力は！　『心の送受信』です！　私は！　ずっと皆さんの心を読んでいました！　本当にすいませんでした！」




　ガッと勢いよくお辞じ儀ぎをして、そのまま八野は顔を上げない。

「謝あやまることはないだろ別に」

　最初に声を発したのは佐山さんだった。

「能力は自分で選んだものではないんだからさ、心が謝る必要なんてどこにもないって。むしろアタシは嬉しいよ。言いづらいことを、面と向かって自分の口で言ってくれて」

「……佐山、さん」

　八野は恐おそる恐る顔を上げる。ああ、今にも泣きだしそうな声だ。

「俺も別に構わない」

　久地中さんは八野の一世一代の告白に、それでもいつもと変わらぬ表情で応える。

「俺は基本的に花恋以外にどう思われようと知ったことではないしな。俺の心の中身を見られて八野に幻げん滅めつされようが関係ない。別にやましいことを考えてもいない。そもそも俺の心の中は花恋一色なのだから、見られても恥はずかしい事なんかない」

「それはアタシがちょっと恥ずかしいんだが」

「お前の能力は、俺に一切関係がない。全く気にならない」

「久地中さん……」

　久地中さんのぶっきらぼうな言葉に、八野の涙なみだは今にも溢あふれ出しそうだ。気にならない。その一言が、八野にとってどれだけ嬉しい一言か。久地中さん、わかっているんですか？

　そして最後に牧下さんが、八野のところまで来て、ぎゅっと抱だきしめて、一言。

「お疲つかれ様。よく頑がん張ばったね。大丈夫だ。私達は皆──君のことを受け入れるよ」

「まき、した、さん……！」

　そして八野は、また泣いた。不安に思っていた全てが片付いたのだ。でも、俺はこうなることはわかっていた。ここの人達なら大丈夫だと。だって、俺の能力ですら受け入れてくれたのだから。……牧下さんは自分の好みドストライクな身長の八野を抱きしめられて、若じやつ干かん性的興奮を感じている節があるけれど。なんかハアハア聞こえない？　大丈夫？

　八野の感動メモリーがまた汚よごれてしまったりしない？

「……牧下さん」

　八野が涙を止めて、冷めた声で名を呼ぶ。

「ハア、ハア……なんだい心ちゃん」

「もう抱きしめるの止やめてもらっていいですか？」

「いやいや、今まで辛つらかったろう？　恥ずかしがることなんてないんだよ。ほら、おねーさんに存分に甘えてくれ」

「恥ずかしいという感情は一切ないんですが。むしろ今恐きよう怖ふの感情が芽生え始めているんですが！　なんで幼い子をあやすみたいな言こと葉ば遣づかいなんですか!?」

「ハア、ハア……フ、フフフ……！　大丈夫、大丈夫だからね」

「止めてください放してください！　辛いんですけど！　私の素敵な記憶が変態どもによって塗ぬり替かえられていくんですけど！」

「おいちょっと待てどもってなんだどもって。変態は一人しかいないだろう」

「いや三人いますよこの空間には！」

「おい心、なんでアタシの彼氏だけ問答無用で変態認定喰らってんだよ。事実だが」

　逃にげようとする八野と、逃がさない牧下さん。平和だなあ。俺も後で抱きしめに行こう。

「藤坂さん不ふ埒らちなこと考えるの止めてください！　誰だれか変態から助けてください！　牧下さんのその両耳は飾かざりじゃないですよね!?　この悲痛な叫さけび聞こえてますよね!?」

「おいやめろ牧下。飯の時間だ。もう夜だぞ」

「いったい！……わかったよ。結構堪たん能のうさせてもらったしね」

　八野の悲痛な叫びを聞いてか、久地中さんが牧下さんの頭をお盆ぼんで叩いて助ける。

「あ、すいません。私、昨日の件についてお話が……」

「だろうと思ったよ。でも今日はやめよう。今日はお祝いパーティーだ。心ちゃんの歓かん迎げい会かい、まだしていなかったからね」

　牧下さんがそういうと、厨ちゆう房ぼうから佐山さんがごちそうを色々持ってきてくれた。ザンギにエビチリにボンゴレパスタ、小ぶりなピザに野菜たっぷりのコンソメスープ……見ると他にもまだまだ料理が作られていた。ちゃっかり佐山さんの好物であるロールキャベツまで準備してやがる。さすがだぜ。

「腕うでによりをかけた。食え」

「ぶっきらぼうにもほどがあるでしょうその言い方。でも食います！　いただきます！」

　俺は目の前に並ぶ御ご馳ち走そう──まずはピザに食らいつく！　美味い！　これは美味いぞ！

「八野も席に着いて食え！　今日のは特に美味おいしい！」

「はい！　ありがとうございます！──美味しい！　こんなに美味しいロールキャベツを食べたのは初めてです……！　本当に、本当に美味しいです！」

　久地中さんは当たり前だと笑って、どんどん新たな料理を追加してくる。

「心は生魚食べられる？」

「あ、はい。大丈夫です」

「ほれ、刺さし身みの盛り合わせだ」

　久地中さんは勿もつ体たいつけずに俺達の前に豪ごう華かな盛り合わせの皿をドンと置いた！

「心、わさびは？」

「あ、八野わさび苦手らしいです」

「というか辛からいものが苦手でして。両親は大丈夫なんですけど……あ、これ美味しい。味がしっかりついてる……藤坂さんもどうぞ」

　八野はそう言って俺にザンギを差し出してきた。これはチャンス！

「あーんはしません」

「先読みしやがった。ちくしょう、わかったよ普ふ通つうに食べるよ」

　駄だ目めだった。しかし俺は諦あきらめんぞ！　どうにかしてあーんしてもらうんだ！

「……」

　八野の冷ややかな視線がこちらに向いている気がしているが、無視して箸はしを進める。

　と、いきなり、

「はい工輝君キャッチー！」

　牧下さんに頭をがっちり摑つかまれた。

「いったい！　ちょ、何してんですか牧下さん！」

「工輝君の頭を捕まえたんですー。ほら、こっち向いて！」

「いやなんで……うわ、酒臭くさい！　もしかしてアルコール摂せつ取しゆしたんですか!?」

「しましたー！　もう大人なんだぞ、飲んでなにが悪いー！」

「いや駄目ではないですけど！」

　この人酒さけ癖ぐせ悪すぎんだよ！

「久地中さん！　なんでお酒をあげたんですか！」

「宴えん会かいだからな」

「ああくそ！　自分には被ひ害がいが無いからって！」

　主にターゲットになるのは俺なんですよ！

「牧下さんって酒乱なんですか？」

　俺と牧下さんの攻こう防ぼうをしり目に、八野が丁度カウンター側に来た佐山さんに問う。

「酒乱ってか……酒癖がかなり悪いんだよ。しかも絡からみ酒。でも見ている分には楽しいぞ」

　他人ひと事ごとだと思って！

「ほーら工輝君、今日は頑張ったねー。心ちゃんと話してくれて私は本当にうれしいよー」

「ありがとうございます。だから離はなれて！」

　巨きよ乳にゆうに絡まれても全く嬉うれしくない！　押し付けてくる二つの大きな肉につ塊かいが鬱うつ陶とうしい！

　助けを求めようとちらりと八野を見ると、八野は俺と牧下さんの狭間はざまにある潰つぶれたおっぱいを見て何かを思ったのか、自分の胸のサイズを気にしていた。ああ、可愛かわいい！　大丈夫、その胸が一番いい胸だから！　気にしなくていいから！　だから今は俺を助けて！

「そんな頑張った工輝君にはご褒ほう美びをあげよう！」

「ありがとうございます──!?」

　口にキスされた。

「なにしてんすか！　ちょ、よりにもよってキスって！」

「ご褒美のチューだぞ！　ありがたく思え！」

「くそう、男なら問答無用でひっぱたいてましたよ！」

　その二つの脂し肪ぼうをねじり切ってやろうか！　俺はなんとか牧下さんの顔を摑んで強制的に引き離し、八野の胸を見て癒いやされようとする。あわよくば揉ももう。

「……」

「……ん？　八野、どうした？」

「……工輝さん、私の胸、揉みます？」

「……んん？　あれ？」

　願ったり叶かなったりだが、なんか様子がおかしくね？　工輝さんとか呼ばなくね？

「私の小さい胸で満足してくれるなら、揉んでくださいよお！　皆みんな心の中で大きいおっぱいのことばっかり考えて、う、うわああん」

　なんか泣き始めた！　しかも絶対さっきまでの涙とは質が違ちがう！　駄目な涙だこれ！

「え、な、なにこれ!?」

「多分、玲れ菜なの心を読んでしまった結果、貰もらい酔よいしたんじゃねえかな……」

　佐山さんもこの現状にさすがに驚おどろいている。なにそれ!?

「さあほら！　ほら！　心の中であんなに揉みたい揉みたい言ってたじゃあないですか！」

「違う！　俺はこういう感じでお前の胸を触さわりたいんじゃない！　もっとこう、なんかいい感じな雰ふん囲い気きで触りたいんだ！　セクハラも結局は心の中だから言えることで、実際にその場面が来ると紳しん士しだから尻しり込ごみしちゃうタイプなんだ俺は！　きゃー！　やめて！　俺の手を取って問答無用で揉ませようとしないで！」

　痴ち女じよです！　この部屋には既すでに二人ほど痴女がいます！

「ほらほら！　藤坂さん垂すい涎ぜんの微び乳にゆうですよ！　ほらほら！」

「微乳じゃねえ小乳だ！　微乳は微び妙みようって言葉を連想させるから好きじゃないんだよ！」

「心ちゃんもげっとー！　ぐへへ、心ちゃんはいい身長だなあ！　撫なでまわしてやるー！」

「うう、ぐす……！　どうせ私なんて、胸の小さい人間なんて……！　もう、もう世界中の巨乳は全て萎しぼんでしまえばいいのに！」

　ヤバい面めん倒どうくさい！

　その後、久地中さんも佐山さんとイチャイチャしだして、無法地帯となってしまった。皆が酔よう中、俺だけ素面しらふなのもあって、正直かなり疲れたんだが──楽しそうに笑う八野が見られたのでよしとしよう。







　翌日。日曜日。今朝八野が昨日感じたことを牧下さんに伝えたらしいが、「すぐに行動したいんだけど、解決の報告と情報収集のために今日も狸たぬき小こう路じに行くことになっているんだよね。どうせだから、皆への情報の公開はその後でいいかな？」と言われたらしい。

　なので俺達他の住人は、牧下さんから招集がかかるまで待機、という事になっていた。情報は多いに越こしたことは無い。特にこういった大きな事件の場合は。俺個人としては今すぐにでも事件解決のために動きたいのだが、せっかく情報が手に入るというのなら、今は待った方が良いだろう。不確定な状態で動くよりかは、少しでもアタリがある方が良い。

　という訳で、いい感じに時間を持て余していた。特に用事もなかったので困っている人を助けに行こうと部屋の中で準備をしていたら、

「あ、藤坂さん。すいません、ちょっといいですかね」

　と八野がコンコン、というノックと共に訪たずねて来た。

「おう、全然構わんぞ。どうした？」

　俺がそう言うと、八野はゆっくりとドアを開け部屋へと入ってくる。キョロキョロと部屋の中を観察し始める八野。ちょっと恥はずかしいんですけど。というか俺の部屋に女の子がいるんですけど！　あの牧下さんくらいしか入ったことないんですけどこの部屋！

　やべ、一気に緊きん張ちようしてきた！　なに、八野は一体何をそんなに見ているの!?　恥ずかしいものは目の届く範はん囲いではないんですけど!?

「あ、すいません。その……男性の部屋に入るのは初めてだったので」

　照れながら言う八野に無限の可愛さを感じる！　なんだよその表情！　殺す気か！

「……聞こえているんですけど」

「今この瞬しゆん間かん、世界で一番可愛い」

「もう本当に躊ちゆう躇ちよなくなりましたね！」

　顔を真っ赤にさせながら八野は声を張り上げる。

「というか、目の届く範囲ではって……あることにはあるんですね」

「なに。見たい？」

「セクハラすら段々雑に！　見たくないですよ！」

「まあ本当に少ないけどな、そういう系の本」

「え、そうなんですか」

　なんだよその意外そうな声。俺そんなにエロ本所持してそうに見えたのかおい。

「まあ、正直」

「お前の俺に対する評価どんなんなんだよ！　マジで持ってねえよ！　つか、ああいう系はほとんど買う気が起きねえんだよ！」

　言わずもがな俺の好みは『小さい胸』なので、そういう系統のものを買おうとするんだが──大体のものは『貧ひん乳にゆう』『微乳』とかいうワードをチョイスしやがる！　腹立たしくてしょうがない！　小さい胸は貧しくも微妙でもないんだよ！　小乳と表記しろ小乳と！

「うわあ、今の藤坂さんの心は私の人生でもトップクラスに読みたくなかったですね」

「本心だからしゃあない。偽いつわる気は毛頭ない」

「そんな堂々と言う事ですか……。まあ、小さい胸にしか興味がないのは幸いですが……」

「その点については心配するな。一生小さい胸にしか興味が湧わかないことをここに誓ちかおう」

「うわあ聞こえてた!?　そこは普通聞こえないものなんじゃないんですか!?」

「この距きよ離りだったら多少ぼそぼそと言っても聞こえるだろうが。外も静かだし。ぼそりと言ったセリフが聞こえないのは小説の登場人物だけだぞ」

「小説の登場人物みたいな性せい癖へき持っている人が何を言ってるんですか……」

　お互たがい軽口を叩たたき合う。ちょっと前まではこんなに距離が縮まるとは思ってもみなかった。色々大変ではあったが、昨日の出来事があってよかったと、改めて思う。

「てか、髪かみ型がた変えたんだな」

「はい。と言っても、前髪をピンで留めただけですけどね。視界が明るくなりました」

「いいな。うん。いい。凄く可愛い。めっちゃ似合ってる。いい」

「う、あう……。その話はいいんです！　えっと、お、お暇ひまならこれをどうぞ！」

　俺は心の底から可愛いという単語を連呼する。八野は恥ずかしそうにしながら、照れを隠かくすように俺に一冊の本を差し出してきた。

「これは一昨日おととい言っていた……」

「夜星先生の『それはまるでトキワ荘そうのように』です。お貸しする約束でした、よね？」

　はにかみながら八野は俺にそう伝える。確かに借りようとは思っていたが。

「あ、もしかしてご迷めい惑わくでしたか……？」

「いや、全然大だい丈じよう夫ぶ。むしろ招集かかるまで暇だったから丁度良かったよ。サンキューな」

「それなら良かったです！　良い読書タイムを！」

　安あん堵どと嬉しさが入り交じった表情を浮うかべながら、八野は部屋を出て行った。俺としてはもう少し楽しく談だん笑しようしたかったのだが、恐おそらく俺に小説を読ませたいが故ゆえの行動だろう。

　さてさて、せっかくだし読むとしますかね。八野お勧すすめの小説を。最近全く活字を読んでなかったから、めいっぱい楽しめるか少し不安ではあるのだけれど。勇気を出して八野が持って来てくれたんだし。ちゃんと読むのが筋ってもんだ。

　そうして俺は、ページをめくり始めた。







　くっそ面おも白しろいんだが。

　さっきまでの『面白さを感じられるかどうか不安がっていた俺』をぶん殴なぐってやりたいくらいのめりこんでたんだが！　もう一冊読み終わってしまった！

　文体の癖くせは強いのにするすると読めた……凄すごいな夜星先生。

　しかしこうなると別の作品も読みたくなってしまう。参ったな。さすがに読み終わったら困っている人を助けに街へ繰くり出そうかと考えていたんだけれど。むしろ別の夜星作品買いに行くのもありか……？　いやでも金がな……。昨日の下着ドロの謝礼金が入るのはまだ先だしなあ。いつも早くても二週間くらいは入金までかかるし。学生にとってはなかなかいい額の小こ遣づかいなんだがなあ……。

　いや待てよ？　八野なら全部持っているよな。どうせ牧下さんが帰ってきたら招集かかってこの家に戻もどってこなきゃならないだろうし、だったら借りて家でゆっくり読むか？　後から読んでも面白いんだろうけど、どうせだからこの勢い、この感情のまま別の本も読みたいし。……うん、そうしよう。八野から借りて読むことにしよう。

　思い立ったら即そく行動。俺は読み終わった小説を小こ脇わきに抱かかえてすっと立ち上がり、意い気き揚よう々ようとドアを開けた──が、なにかが突つっかかって途と中ちゆうでドアが止まってしまう。

「おっと」

　ドアの向こうから大人の女性の声が聞こえた。隙すき間まから覗のぞいてみると──

「やあやあただいま工輝君。帰ってくるなり人の胸になんて仕打ちをするんだ君は」

　そこにいたのは牧下さんだった。どうやら無む駄だに胸が発達しているせいで、そのデカい脂し肪ぼうにドアが引っ掛かかってしまったらしい。

「心ちゃんじゃなくとも最近君の考えが分かるようになった自分がいるよ。全く……人によってはラッキースケベポイントだというのに、そんな表情しちゃって」

「どの胸がほざいてんですか。これのどこがラッキーなんですか」

「ドア越しに私の胸を揉んでいるようなものじゃあないか」

「仮に俺が巨きよ乳にゆう好きだとしても、この方法でその感覚を得るのは上級者すぎる！」

　そいつこそがド変態だよ！　嫌いやだろそんなのが一いつ緒しよに暮らしていたら！

「情報を集め終わったからね。招集をかけようかと思って来たのさ」

「お、なにかいい情報を得られたんですか？」

　俺がそう言うと、牧下さんは歯切れ悪そうに唸うなって、

「正直なところ、芳かんばしくはない……けど、手に入れたといえば手に入れたからね。動かなきゃ何も始まらないから、とりあえずは動いてみようかと」

　なるほど。確かにその通りだろう。情けと同じだ。自ら動かないと得られないのだ。

「というわけだから下に行こうか。もう他の皆には声をかけてあるからね」

「了りよう解かいです。ささ、早く人を助ける会議をしましょう！」

　そうして俺は牧下さんと共にたまり場と化した喫きつ茶さクロックへと下りて行く。

「今日も店を閉めることになるとは……」

　下りて早々、久地中さんの悲痛な叫さけびが聞こえてきた。可哀かわい想そうに。ご愁しゆう傷しようさまです。

「でもその分人に情けをかけられますよ！　きちんと相応のものが返ってきますって」

「うるせえ妖よう怪かい情けかけ。こっちは売り上げがダイレクトに生活に影えい響きようするんだよ……」

　恨うらめしそうな声を出す久地中さん。正直なところ俺にはそこら辺の感覚は全くわからないのだが、経営者には経営者なりの苦く悩のうがあるんだろう。

「ま、まあ亮。外回りするときにビラも一緒に配ろうぜ？　な？」

「なるほど、そういう地道な努力の積み重ねがこの店の人気を担になっているんですね」

「常連ばかりだと限りがあるしな。超ちよう人にん気き店にするつもりはアタシも亮もないけれど、それでも定期的に新規の客が来る程度には繁はん盛じようさせたいと思ってるよ」

　俺の声に、佐山さんがそう答えてくれた。この二に人にん三さん脚きやく感も客からしたら面白いんだろうな。実際見てて飽あきないバカップルではあるし。

「っと、そういえば八野。貸してもらった小説、読み終わったぞ」

「おお！　中々の速読家ですね藤坂さん！　ど、どうでしたか!?」

「最高に面白かったわ！　今まで読んでなかったのを後こう悔かいするくらいにはハマってしまった！　後で夜星先生の他の作品借りてもいいか？」

「！　それはよかったです！　ぜひぜひ！」

　俺の言葉を聞いて安堵しつつ興奮を高める八野。可愛かわいい。

「ちょ、止やめてくださいいきなりそういうこと言うの！」

「口には出していない。心で思うくらい別にいいだろ」

　そう言うと、そうですが……と恥ずかしそうにさっと顔をそむけてしまう。馬ば鹿かだなあ。そういう仕草をするからまた俺に心の中で可愛いとか思われるんだぞ！　あー可愛い！

「心ちゃんが可愛いのは認めるけれど、そろそろやめてもらっていいかな？」

　牧下さんが手をパン！　と叩き、目線を自分に集中させる。あ、すいませんでした。

「まずは心ちゃんの情報からだね。一昨日の下着ドロの心を見て、なにやら気付いたらしいじゃないか。私とかはもう聞いてしまったけれど、改めて皆みんなに話してくれないかな」

「は、はい。一昨日私は下着ドロの心を見たのですが──その心の中が異質だったんです」

「異質だった？」

　佐山さんの反復に、八野はこくりと頷うなずき、

「ええ。あの方の心は明らかにおかしかった。普ふ通つう下着ドロを行うのなら、『どんな下着を盗とろう』とか『逃にげ道の確認』とか、捕つかまったあの時であれば『どうやって捕まえようとしている藤坂さんを振ふりほどくか』といったことを絶対に考えるはずなんです」

「まあ、だろうな」

「でも、違ちがった。あの下着ドロの心には、そういったものが一つたりともありませんでした。あるのは『巨乳』というワードのみ。明らかに変です。あの場であのようなことをする人間が、それだけを考えるわけがない」

　そして八野は人差し指を立て、

「そして、私は藤坂さんと一つの仮定を立てました。もしかしたらあの下着ドロは──洗脳されていたのかもしれない、と」

「洗脳ね……」

　八野の言葉に、久地中さんが合が点てんがいったかのようにそう呟つぶやいた。

「確かに、藤坂を刺さしたときもあまり正気を保っているようには見えなかったしな」

「アタシも透とう視しで奴やつの動きを見ていたけど、そういえばあんまり人間味は感じなかったな。まるでロボットのような、決められた動きをしていた感じはあった」

　判断材料はある。本当に洗脳されていた可能性が高いなこれは。

「私も全くの同意見なんだよね。あの日の一部始終をすべて見ていたわけではないけれど、確かに『下着ドロ』なんて欲よくの塊かたまりみたいな行こう為いをしている割には、人間味を感じなかった。──だから、そういった情報がないかどうか今の今まで狸たぬき小こう路じに出向いて聞いていたんだ。丁度他の自治組織もいたから、広く聞いて回ってたんだけど」

　と、なんとなく歯切れが悪そうに笑えみを作り、

「残念ながら、それに関連した情報を得ることはできなかった。せっかくなにかを摑つかみかけたのに、ごめんね皆。特に心ちゃん」

「ああいえ、いいですいいです！　謝あやまらないでください！」

　牧下さんの謝罪に、八野はあたふたしながら答える。まあ謝られてもって感じではあるわな。牧下さんが悪いわけでも、『後自』が悪いわけでもないし。そう簡単に情報が回るわけでもないしな。この件に関しては、新たな情報を気長に待つしかないだろう。

「その代わりに別の情報を仕入れてきてね。今日はそっちを攻せめようと思う」

「別の情報？」

「『痴ち女じよ闊かつ歩ぽ』──男を惑まどわし脱ぬぐほど力が増す怪かい力りきの痴女の方だ」

　牧下さんはテーブルの上に一枚の紙を置き、仕入れた情報を俺達に伝え始めた。

「心ちゃんの情報から出た『洗脳犯』も気にはなるけど、手て掛がかりが少ない。そんな中で手に入れた最新の情報が、最近話題になっている事件──『札さつ幌ぽろを闊歩し男を惑わし脱ぐほど力が増す怪力の痴女』だ。『家族で買い物をしていたところ痴女に遭そう遇ぐうしました。その時夫と息子が痴女に見とれて以来、ずっとエロいことを考えている表情のままで、全く口をききません』みたいな痴女を見た男性が突とつ如じよとして変へん貌ぼうしたり、『人間を十数メートル吹ふっ飛ばしていた』ということがあったらしい。ということで、このプリントを見て欲ほしい」

　プリントには時刻と場所がずらりと書かれている。

「これ……所謂いわゆる『痴女の出しゆつ没ぼつ箇か所しよとその時刻』ってことですか」

「心ちゃんその通り。このプリントは今までに出た痴女の目もく撃げき証言をかき集めて行動をまとめたものだ。そういう癖なのか何なのかはわからないが、基本的に人通りが多い場所に出没している。そして、この行動をよく見てみると」

　牧下さんは札幌の地図を取り出し、

「札幌駅・大通公園・すすきの周辺。この三か所に多く出没することがわかった。というか、殆ほとんどこの三か所。たまに他の場所でも目撃されているみたいだけど……そこまで気にしていたら進めないから一いつ旦たん置いておこう」

　また凄い場所に出没しているな、痴女。通報されるリスクとか考えていないのだろうか。それほどまでに周囲に肌はだをさらけ出すという行為は快感なのだろうか。

「で、待ちの姿勢だった一昨日とは打って変わって、今日は攻めの姿勢で行こうと思う。──人海戦術を使って、痴女を探し当てよう」

「ああ、なるほど」

　下着ドロと違って、さすがに痴女は手当たり次し第だいに探し出すしかないか。

「お昼過ぎに出没しているみたいだから、時間的にも丁度いい頃ころ合あいだ。三か所に手分けして動こうと思うんだけど、どうかな？」

「いいんじゃないか？　アタシは賛成だ。情報の少ない今だと出来ることもそれくらいしかないだろうし……危険度もかなり低いし」

「俺も構わん。楽そうだしな」

　牧下さんの提案に、佐山さんと久地中さんが同意する。というか久地中さんは佐山さんがオッケーならなんでもオッケーしそうだけれど。

「私も大だい丈じよう夫ぶです！　頑がん張ばります！」

　八野も意気込んでいる。昨日の今日だからやる気に満ち溢あふれているのだろう。

「勿もち論ろん俺もオッケーです。というか俺はいつもとそんな変わらない気もしますけど」

　結局は街に繰り出して辺りを見回してチェックするだけだし。俺にとってはそんなの日常茶さ飯はん事じだ。探し当てる対象が変わっただけで。

「よし、じゃあ皆みんな了りよう承しようしたという事で。先にグループ分けもやっちゃおうか」

　牧下さんは一度俺達をぐるっと見み渡わたした後、

「すすきのは私と工輝君、大通公園は花恋ちゃんと心ちゃん、札幌駅は亮君で行こうか」

「おいちょっと待て」

　間かん髪はつを容いれずに久地中さんが口を挟はさむ。

「なぜ俺が一人なんだ。いや違う、なんで俺が花恋と一緒じゃないんだ」

「本当に君は花恋ちゃんのことになると駄だ々だをこねるね……。せっかく心ちゃんが私達に心を開いてくれたからね。探たん索さくと同時に親しん睦ぼくも深めてもらおうかなと思ったのさ」

　至って正論をぶつける牧下さん。佐山さんは元々八野と仲良くなりたがってたしなあ。こんなことでもなければ二人っきりになれることもそうないし。いい機会といえば、これ以上ないくらいいい機会だろう。本当なんだかんだで周りの事しっかり見ているなこの人。

「…………………………なるほど」

　少し考えた後、何かを吞のみ込むようにして久地中さんが班分けを了承した。そこまでか。佐山さんとは基本四六時中一緒なのだから、今回くらい八野に譲ゆずってもいいだろうに。

　俺も八野とデートはしたかったが、今回は佐山さんに譲ろう。八野にもっとここの人達と仲良くなってほしいし──なんて思っていたら、八野が少し顔を赤らめながら、

「あ、ありがとうございます、そう考えてくださって……」

　と俺に向かってそう言った。

「今いま更さらながら、難なん儀ぎな能力だなそれ……周りも周りで恥はずかしいこと考えてるのバレても全く気にしない奴らばっかりだし」

　佐山さんが俺と牧下さん、そして愛する久地中さんを見ながら言う。

「まあ本心だからな。隠かくす理由もないわけだし」

「そもそも恥ずかしいこと考えてると思ってないですし。知られても平気っていうか」

「むしろ私達のこの気持ちを恥ずかしいと捉とらえる方がおかしいくらいだよね」

「うるせえ性せい癖へき歪ゆがみ三人衆」

　そんなあなたはその中のトップと付き合っているわけですが。

「私、基本的には皆さんいい人だと思っているのですが、時たまこの人達は本当にヤバいと思うことありますよ」

「八野まで!?　おいおい心の声が聞こえるお前なら俺達の純じゆん粋すいな心を見てきたはずだろう!?　なんでそんなこと言うんだ！」

「純粋なる邪よこしまな心を出会ってからずっと見てきたからですよ！　久地中さんは佐山さん限定なんでエグイ妄もう想そうしてても耐たえられましたけど、藤坂さんと牧下さんは本当に駄だ目めですよ！　特に牧下さんなんて放送コード引っ掛かかりますよあれ！　大人でしょ!?」

「おいちょっと待て心。亮は一体アタシでどんな妄想してたっていうんだ」

「そんなこと口が裂さけても言えません！　どんな拷ごう問もんを受けたとしても、あの妄想を言葉にするよりかは幾いく分ぶんマシです！」

「ちょっとはオブラートに包んで心！　その対象が今まさに目の前にいるんだけど！」

「なんだ、知りたいのか花恋。じゃあ俺の口から伝えてやろう──」

「駄目です駄目駄目！　私まともに佐山さんの顔見られなくなる！」

　ぎゃあぎゃあと盛り上がる三人。楽しそうだなあ。

「これから事件の捜そう査さだっていうのに、全く緊きん張ちよう感無いね」

「あなたが作った場所なんですから当然ですよ。もっと真面目にやりたいのなら、まずはあなたが真面目になってください」

「残念ながらそれは無理な相談だ。最も早はや子供達を見て触ふれ合うのは私の生きがいと言っても過言ではないからね──さて」

　牧下さんはスッとその場から立ち、

「はいはい！　それじゃあ皆、そろそろ移動しようか！　痴女は待ってはくれないよ！」

　そうして、俺達の痴女大捜そう索さくが始まった。







「まあそう簡単に見つかるはずもないよね」

　捜索開始から数十分。牧下さんはいきなり身もふたもない事を言い出した。

「さすがに行動範はん囲いが広いからなあ。それに毎日現れているわけでは無いから、今日あの三か所のどれかに出没するとも限らないしね」

「俺達が今必死こいて歩き回っている意味が薄うすれていくんですが」

「そんなことはない。この歩みは無駄ではないよ」

　歩みを止めて牧下さんは俺を指さす。

「私達が外に出なければ、痴女とエンカウントする可能性も、痴女に関する何らかの情報を得る可能性も、どちらもゼロなんだからね。私達が家から出ただけで、『なにか』に関する可能性は一パーセントくらいは増加している。そこが大事なのさ」

　牧下さんはさらにずずいっと俺に指を近づけ、

「可能性は作り出すものだ。自らの手でね。そこら辺、君はよくわかっているだろう？」

「……その通りですね」

「君は可能性を作り出すことに貪どん欲よくすぎるけどね。捜索開始してからいったい何人困っている人を助けたのさ」

「ええと……」

　道に迷った外国人に、両親とはぐれた子供達、資料をどこかに忘れたサラリーマンにスマホの充じゆう電でんが切れた女学生、それから隣となりに住んでいるヤマさんもいたな。後は自転車がパンクしてしまった男子高校生に──

「いやもういいよ。モノローグだけに時間をかけたくはない」

　全員思い出す前に牧下さんに止められてしまった。大体十人前後だろう。

「まだ一時間経たってないのにその量は可お笑かしいよね。十分に二人くらいのペースだもの」

「いや、牧下さんの手助けのお陰かげですよこのハイペースは。牧下さんやっぱり子供の扱あつかい上手うまいですね。あんなびゃんびゃん泣いてた子供を一いつ瞬しゆんで泣き止やますとか」

「そりゃあ勿論、私は子供が大好きだからね」

「通報しときますね」

「おいおいちょっと待て今の一言のどこに通報要素があるというんだ」

「いやむしろついに言げん質ちを取ったと言いますか」

「言質ってなんだ言質って！　私はただ純粋に子供が好きなだけだ！　確かに身長が低い人がタイプではあるが、そこに子供は含ふくまれない！」

　往来で熱弁する牧下容疑者。ちょ、止めてください、俺も同類に思われるでしょう。

「ただ通学帽ぼう子しを被かぶっているとなお良し！」

「えーと、一一〇……」

「止めるんだ工輝君！　家賃を三倍にするぞ！」

「うわ、この大家きたねえ！　実力行使に出やがった！」

「君だって同じような誤解をされやすいんだから、少しは私の心情もわかってくれ……」

「う……」

　確かに俺も、小さい胸が好きってだけでロリコンと間ま違ちがえられるんだよな……。ロリの胸と俺の性的対象である小さい胸とは大きな隔へだたりがあるっていうのに。

　ロリの胸はまだ成長する余地がある、偽にせの小乳だろうが！　違うんだよ、俺が好きなのはもうこれ以上成長することのない、真の小乳なんだ！　それこそ八野とか女め神がみ様みたいな！　完成された小乳こそ至高！　ロリと一いつ緒しよにしてもらいたくないね！

「なんだろう、私達は本当に駄目な気がする」

「同じ屋根の下に更さらにヤバい人が住んでるから大丈夫です。あの人に比べたら俺達なんて」

「……それもそうだね。アレは本当にヤバい領域に足を突つっ込んでるし。そしてそれを彼氏にしたまま愛情を一身に受け続けてる花恋ちゃんも実は相当ヤバいしね」

「でしょうでしょう！　俺達の性癖なんてなんのそのですよ！」

　そして、俺と牧下さんは高らかに笑った。札幌一の風ふう俗ぞく街として名高いすすきのの真ん中で、性癖について話し笑い合う。はたから見たら、俺達こそ危ない奴やつらなのだろう。

「……そういえば、なんかいつもより人通り少ないですよね」

「？　そうなのかい？　私普ふ段だんはこっち来ないからなあ」

「俺は困っている人を助けるために街の隅すみ々ずみまで歩いているのもあるんでしょうけど……日曜日なんでもう少し人が多くてもいいと思うんですけどね」

　俺の言葉を聞いて、牧下さんは今一度辺りを見渡す。

「……うん。言われてみれば確かにって感じだね。日曜日の、しかもお昼も終わって活動が活発になる時間にしては、妙みように人通りが少ない」

　でも、と牧下さんは言葉を続ける。

「最近色々物ぶつ騒そうだから、じゃあないかな。能力事件も増えているしね。そういえば今朝『後自』に行ったら、結構な量の『前自』組合員もいたな。荒あら事ごとは担当じゃないから詳くわしくはわからないんだけど。普通は誰だれだって危険なことからは出来るだけ遠ざかりたいものだし、仕方のない事だよ」

「俺達は危険なことに率そつ先せんして突っ込んでますけどね」

「そりゃあ私達は普通じゃないからね。君なんて、痴ち女じよ捕ほ獲かくにしても下着ドロ捕獲にしてもウキウキで臨のぞんでいるじゃないか。普通はそこで萎い縮しゆくするものだよ」

「困っている人を助けるチャンスですからね。萎縮している暇ひまなんてありませんよ」

「カッコいいけど異常この上ないなあ。そういった点で見ると心ちゃんもそれなりに普通じゃないけどね。自治活動を普通に受け入れて、今日なんて率先して探索を行っているし」

　そう言われてみればそうだな。八野にも素質があったのだろう。

「今度一緒に困っている人を助けるデートに誘さそったら来てくれるかな八野」

「それはもはやデートと呼べるかかなり怪あやしいものだけど──！」

　言葉の途と中ちゆうで、牧下さんが息を吞む。ぴりっ、と一瞬にして空気が張り詰つめる。

「工輝君、アレ」

　牧下さんは、ある一点を指で指示した。そこにいたのは──




　──上は袖そで無なしの警察制服、下はブルマの女性だった。




　というか痴女だった。

「恐おそらく──あの人だよね。件くだんの痴女」

「いや絶対そうですよ。むしろあの人以外にまだ痴女がいたら驚おどろきですよ。なんですかあの恰かつ好こう」

「スタイルが良いせいで一周回ってスタイリッシュだよねもう。明らかに痴女なのにエロさがないとか、痴女として致ち命めい的じゃない？　というか今回の痴女って男を誘ゆう惑わくしまくっているはずなんだけど。男性ってあれに興奮するの？　あーいいや、工輝君は普通じゃないから話を聞いても参考にならない」

「で、どうします牧下さん。痴女は見つけたわけですが」

「そうだね。まあ、まずは写真でも撮とろうか。逃にげられてもいいように──!?」

　牧下さんはそう言ってスマホを構えたところで、目を見開いて口を動かすのを止めてしまった。一体どうしたのだと俺も視線を牧下さんから痴女に移すと──その痴女は、ずんずんとこちらに向かってきていた！　やべ、バレた！

「おい、そこのこそこそとあたしを厭いやらしい目でねちっこく見ているお前ら！」

「誰のことを言っているのかさっぱりわかりません！」

「人違いも甚はなはだしいね全く！」

　厭らしい目でなんか見てないし、厭らしい恰好で闊かつ歩ぽしている人には言われたくない！
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「これは不味まずい！　いったん逃げよう！」

　俺達は一目散にその場から離はなれようとして、

「おいおい、なんで逃げるんだよ」

　痴女に肩かたを思いっきり摑つかまれてしまった。速い!?　まさか……超ちよう能のう力りよく者!?

「工輝君！」

　牧下さんが叫さけぶ。俺のことはいいから、逃げて──！

　痴女は片手に地図を持ち、もう片方の手で俺の肩をぐっと握にぎった。って力強い！

「痛い痛い痛い痛い！」

「道に迷っちまってな。こっちには今日来たばっかで、どこをどう進めばいいのか全くと言っていいほどわかんねえんだ。ちょっと道案内してくれ」

　なにこの人!?　この握る強さ、人にものを頼たのむときの強さじゃなくない!?　言葉だけは下からだけど、結果的に強制してるのと同じじゃない!?

　てか痴女にしては他者に対してアクティブ過ぎない!?　体見て貰もらいたい系痴女なの!?　俺も十数メートル吹ふっ飛ばされてエロいこと考えちゃうの!?

「頼むよ。この通りだ」

「どの通り!?　痛いんですけど！　俺の肩千切れそうなんですけど！」

「あたしは耳が良くてな。さっきあの清せい楚そ風女に『困っている人を探して街を歩いている』みたいな話をしていたのは知ってんだ。お前は困っている人を助けたい。そしてあたしは今困っている。となればもう、選せん択たく肢しは一つしかねえよなあ？」

「なにその傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度!?　そして結構前から会話聞いてない!?」

「ね・え・よ・な・あ!?」

　痴女はさらに握る力を強める。痛い痛い痛い！　肩の肉が剝はがれそう！

「わかりました！　助けます助けさせてください！」

　俺のその悲痛な叫びを聞いて痴女は、

「よっしゃ。さすが、話が分かるな」

　と言って、ようやく手を放してくれた。……逃げたい。でも、逃げたら今度は本当に肩の肉を剝がされることだろう。

「大だい丈じよう夫ぶかい工輝君！」

「すいません、牧下さん……聞こえていたかと思いますが、なぜかこの痴女を道案内する羽目に」

「君は痴女ですら助けるのか……」

「……で、どこに向かいたいんですか」

　俺は地図を指さしながら、目の前の痴女に問う。なんで俺は最近巷ちまたを騒さわがせている痴女に道案内をせねばならないのだ。

「すすきのにある交番」

「自首ですか」

「なんで自首しなきゃいけねえんだよ。あたしのどこに犯罪の要素があるってんだよ」

「自分の恰好を鏡で見てください。どこからどう見ても街の風紀を淫みだらに乱してますから」

　痴女の恰好はとても奇き抜ばつだった。頭には警察帽ぼう。上はノースリーブの警察制服。しかも胸がかなりデカい。サイズが合ってないのか、制服の胸の辺りはパッツパツになっていた。

　そして──ブルマ。これに関してはもう本当に意味が分からん。どの層を狙ねらっているんだ。いかがわしいビデオだとしてもターゲット層を絞しぼれていないんじゃないか？　美味うまいものと美味いものを組み合わせたからといって、決して完成したものが美味くなるとは限らないんだぞ？

「アウトじゃねえよ。正式に許可貰ったうえでの恰好だ」

「いや正式って」

「上司がこれでいいって言ってんだから大丈夫。咎とがめられることはねえよ」

「……上司？」

　その上司は一体どんな権限がある人間なんだ？

　俺達のその訝いぶかしんだ表情から読み取ったのか、女性はごそごそと胸ポケットから何かを取り出し、俺に見せつけてきた。というかそんなにパッツパツなのに胸にもの入れられるものなのか。八野が見たら驚きのあまり気絶でもしてしまうのではないだろうか。




　見せつけてきたのは──警察手帳。

「少し前にすすきの交番に配属された。あたしは立派な警官だよ」




「……まじ？」

　女性は得意げに警察手帳をグイっ、と更に俺の顔に近づけ面おも白しろそうに口角を上げ、

「園その山やま燐りんだ。よろしく」

　と、堂々と言い放った。







「なるほどねえ。情けは人のためならずを実じつ践せんしてるってか」

　道案内をしながら、雑談の一いつ環かんとして園山さんに俺がやっている通つう称しよう『困っている人狩がり』の概がい要ようを説明する。第一印象こそ最悪極きわまりないものだったが、話してみるとこれが案外話しやすい人だった。相あい槌づちが上手うまいのか、こちらもどんどん話が進む。

　ちなみに牧下さんは俺に園山さんが件の痴女かどうか確かめるよう言って、念のため捜そう索さくへと戻もどっていった。

「で、あたしは今情けをかけられているってわけね」

「そうです。なんでもし俺が困っていたら、どうか助けてくださいね」

　まさか警官に情けをかける時が来るとは思わなかった。園山さんは警官な訳だし、市民を助けるのは仕事みたいなものなのかもしれないが。

「ああ。あたしは受けた恩はちゃんと返す義ぎ理り堅がたい女だ。それに──」

「それに？」

「そん時はあたしがお前に情けをかけることになるんだろ？　そしてお前はその情けをまたあたしに返す。情けの循じゆん環かん、情けサイクル。永久機関の始まりだ」

　にやり、と園山さんは不敵な笑えみを浮うかべる。そうか、見方によっちゃそうなるのか。

「まあ、俺は別にそれでも構いませんが。両者とも別に不利益はないですしね」

「だろだろー！」

　機き嫌げんを良くしたのか、園山さんは俺に軽い力でヘッドロックをかけてきた。ちょっと、顔に胸当たってます。視界が遮さえぎられるんで今度からヘッドロックをする際はちゃんと取り外してからしてください。

「なんだ？　おっぱい当たって恥はずかしいか？」

「いえ微み塵じんも。てか肉が顔に当たってうざいのでやめてください」

「照れてんじゃねえよう！　おねーさんの弾だん力りよくおっぱいだぞー！」

「ちょ、マジでやめてください。通報しますよ」

「あたしが警官なんだが。なんだよお前、嬉うれしくないのかよ」

　俺の冷めた声に、園山さんは若じやつ干かん引きながらヘッドロックを解除した。

「俺は胸が大きい生物に対して特になんの感情も抱いだかないんで。俺を欲よく情じようさせたいのならその胸についてる脂し肪ぼう八割方燃やしてから出直してきてください」

「なんでお前を欲情させるためだけにそんな大道芸じみたことやんなきゃなんねーんだよ」

　言ってることだけはまともだった。しかし恰好が恰好なので全く説得力がない。

「先ほども言いましたけど、そういう発言は鏡でご自身の恰好をご覧になった上でしてくださいよ。すれすれの恰好ですよ。痴女警官じゃないですか。略して痴官じゃないですか」

「いわれのない犯罪まで背負ってるじゃねえか！　やめろその略し方！」

　園山さんが心底嫌いやそうな表情を浮かべる。そう思うならその恰好やめればいいのに……。

「いやしかし、『男を誘惑しながら闊歩する怪かい力りきの痴ち女じよ』がまさか園山さんだったとはなあ。わかっちゃえばこんなもんなんですかね。情報も意外とアテにならないなあ。十数メートル吹っ飛ばすとか、よくよく考えたら有り得ないですよね」

「待て待てちげえよ。確かにこの恰好でうろついていたのは事実だがよ、あたしはその痴女じゃあねえよ。別に男を惑まどわしたりしてねえし」

「……確かに言われてみれば。結局痴女が一人見つかっただけで、男がエロいことを考えている表情を浮かべながら無口になる現象も、怪力目もく撃げき情報も何一つ解決していない……そうそう痴女なんて見ないんで、勝手に件の痴女が園山さんだと思い込んでいました。そうですよね。園山さんに男を誘ゆう惑わくできるほどの色気はないですもんね……園山さんを送り届けたらまた痴女を探しに行かなきゃ……！」

「はっ倒たおすぞ。まずあたしは痴女じゃねえし。てかなんでお前はそこまで闊歩する痴女を追ってんだよ。見たいのか？」

「その痴女が小さな胸ならぜひとも拝見したいものですが、巨きよ乳にゆうだったら糞くそくらえですね。リアルに糞食らわせますね」

「その時は痴女もろともお前のことを逮たい捕ほしてやるよ」

　割かし本気の目で応えたら、本気のトーンで返された。くそう、控ひかえとくか。

「俺の所属している自治組織の活動ですよ。えと、みなすけ荘ってとこなんですけど」

「あー、聞いたことあるわ。結構、事件解決してるよな」

　なんと。警察内部に知られているとは。地道な活動の賜たま物ものですな。

「あたしの記き憶おくでは確か、みなすけ荘って能力者多めの組織だったよな。能力で悩なやんだ経験のある奴やつを主に入れてるっていう」

「そうですそうです。さっき俺と一いつ緒しよにいた牧下さん以外は全員能力者ですね」

「てことは、お前も能力者か。どんなのだ？」

　ほれ話してみ、と促うながされる。俺は園山さんに死んだら生き返ること、死ぬ際に怪け我がが治ること、死んだらセーブポイントに強制送そう還かんされることなどを簡単に伝えた。すると、

「あたしももう二十五年生きてきて、職業も相まってそれなりに色んな能力は見てきたつもりだったが。そんな能力は初めて聞いたわ」

　と素直な感想をいただいた。自分でもかなり特とく殊しゆな能力だと思っております。

「世界はまだまだ広いんだなー。あたしは仕事上──役職上、色んな場所に行って、色んな奴らに出会ってきたんだが、それでも『死』そのものに関連する能力はなかったぜ」

「まあ、そんな能力がいっぱいあっても困りものですけどね」

　俺の返しに、「そりゃそうだ」と言って園山さんはワハハと豪ごう快かいに笑った。

「しかし、そんな強大な能力を持っているのが、お前みたいなので良かったわ」

「というと？」

「特殊な超ちよう能のう力りよく持ってる奴は、道から外れやすいんだよ。あたしは何人も見てきた。個性的ってのは決して悪いことじゃないが、強すぎる個性は人の目に留まりやすい。人の目に留まりやすいってことは、色んなことを言われやすいってことだ。羨せん望ぼうしかり、批判しかり。『能力のせいで最悪な環かん境きように置かれた』って奴もたくさんいる」

　園山さんが放つ一言一言には、確かな重みがあった。色々見てきているんだ、この人も。

　八野もそうだ。あいつこそ、『能力のせいで最悪な環境に置かれた』人間の一人である。

「そういう奴が超能力犯罪の首しゆ謀ぼう者しやになりやすい。多数派ってだけで全員では勿もち論ろんないが」

　つまりだ、と園山さんは俺の頭をくしゃりと撫なでて、

「そういう奴もいる中で、こういう風に能力を活用してくれて、過去がどうであれ、今人の道を逸それずに生きてんなら問題なんざねーだろっつー話だ。特にお前みたいな人に情けをかけたがる奴なんざ、心配するだけ無む駄だってもんだ」

　と、快活に笑った。くそう。この人ホントいう事だけは滅め茶ちや苦く茶ちやカッコいいんだから。今もノースリーブにブルマだし、交番とは逆方向に進もうとしているけど。

「ありがとうございます──あ、ここですよ。交番」

　なんだか照れ臭くさくなったところで、タイミングよく目的地に到とう着ちやくする。

「お、サンキュー。いやあ良かった良かった。あたし方向音おん痴ちだからさ、今日中に着くかどうかも怪あやしかったんだよなー」

「今日中どころか、園山さんの方向音痴具合を見るに軽く一週間はかかりそうでしたけど」

「んじゃま、この情けはちゃんと返すぜ。あたしはちょっと特殊だからこの交番に常時いる訳ではないが……まあいなかったら同どう僚りようにでも話を通してくれ」

「あ、ありがとうございます。じゃあ、手に負えない何かに出くわした時は頼たよりますね」

「ああ。つか、そのための交番ではあるんだけどな」

　園山さんはそう言うと、いきなり何かを考えるような仕草をし始める。

「ふむ……しかし、今のうちに軽いお礼はさせてもらおうかな。お前が助けを求めるのがいつかはわからんわけだし、感謝の気持ちを表すって意味で」

「え、いやいいですよ別に」

　しかし園山さんは納なつ得とくできないのか、少しばかり腕うでを組んで考え込む。その気持ちはありがたいけど、捻ひねり出すくらいだったら別にいらないんだけどなあ。

「よし」

　園山さんはなにか思いついたのか、顔をパッとあげる。そして俺の肩かたをぐっと摑つかんだ。




「キスをしてやろう。感謝のしるしだ」




「マジでやめて！」

　さっきまでの高評価を返して！　てか痴女じゃん！　さっき恰かつ好こうについてとやかく言ったときは否定してたけど、結局痴女じゃん！　しかもタチが悪い感じの痴女じゃん！

「そんなに遠えん慮りよすることでもないだろうキスぐらい。中学生ならともかく、お前ももう高校生なんだろ？　キスの一つや二つ……」

「俺にとっては遠慮することなんですよ！　やめて！　唇くちびるを尖とがらせて近寄ってこないで！」

　制止の声を無視し、園山さんはどんどん顔を近づけてくる。くそ！　がっちり肩を押さえられていて逃にげ出せない！　俺はとっさに園山さんの口を手で覆おおいキスを防ぐ。

「そこまで逃げられるとショックなんだが。キスさせろよー。感謝したいんだよー」

「遂ついに恰好だけでなく発言までもが痴女に……！　キスだけは、キスだけはご勘かん弁べんを！」

「ふーん、じゃあしゃあねえ。代わりに胸でも──」

「あ、それは普ふ通つうに嫌です。なんでわざわざ他人の脂肪を揉もまなきゃならないんですか」

「国家権力フル活用してシバくぞお前」

　そんなこと言われても。わざわざ巨きよ乳にゆうを揉む意味が分からない。てかなんで皆みんな巨乳揉んで嬉しがれるの？　揉み込んだら旨うま味みがぐっと増えたりするの？

　しゃあねえなあ、と園山さんも諦あきらめたらしく、交番の方に目をやった。

「じゃあ、あたしそろそろ行くわ。ありがとな」

「いえいえ、こちらこそ。色々話せて楽しかったです」

　俺のその言葉に園山さんはニッと笑って、交番の方を振ふり向こうと──




　したその時、園山さんの背後から警官が拳けん銃じゆうを構えているのが見えた。




「──！」

　正直何が起こっているのかわからない。なぜ警官がこんなことをしているのか──しかし、一つだけわかったことがあった。その警官は、虚うつろな目をしていたのだ。

　それがどういうことか──頭がその光景を、この状じよう況きようを吞のみ込み咀そ嚼しやくするよりも前に、俺の体は動いていた。俺は園山さんと警官の間に──銃の射線に割り込む。

　それと同時に、パァン！　という、テレビでよく耳にする甲かん高だかい音が街中に鳴り響ひびいた。

「ば、おま──！」

　頭の中をズドンと鉛なまり玉だまが突つき進すすんでいく。ワンテンポ遅おくれて、言葉では言い表すことなど到とう底てい出来ないような激痛が全身を駆かけ巡めぐる。ミシミシと、銃じゆう弾だんは俺の頭の中を強ごう引いんに突き進む。痛い、痛い痛い痛い！　それ以外の何も考えることが出来ない！

「────！」

　俺は死んだ。







「貫かん通つうでしたね」

　目が覚めた瞬しゆん間かんに、開口一番女め神がみ様からそんなことを言われた。

「まあ、あの場ではあれが正解だったでしょう」

「お、ちゃんと記憶が残っているみたいですね」

「ショックが強すぎて忘れられませんって」

　今までの死因の中でもトップクラスだったと思う。死ぬ感覚にすら慣れないのに、頭の中を銃弾がかき分けていく感覚なんてもう……！　思い出しただけでも大分きつい。

「銃で撃うたれる経験まで味わうとは思ってなかったですよ……しかもヘッドショットとか」

「能力発現のせいで治安自体が昔に比べて悪くなっているとはいえ、そもそもこのご時世で撃たれること自体がおかしくはあるんですけどね」

　女神様はプリプリと怒おこった表情を浮うかべる。はー癒いやされる。

「春は繁はん忙ぼう期なんで忙いそがしいのに、藤坂さんが死ぬ度たびに同僚に仕事任せてこっちに来てるんですよ私。本当に申し訳ない……藤坂さんも少しは死ぬの自重してください。同僚の方々も『あ、藤坂さん死にましたよ。行ってきてください』って全部私に回してきますし……」

「職場公認の仲じゃないですか！」

「これほど嬉うれしくない公認は無いですよ！　ただ雑用押し付けられているだけじゃあないですか！」

　俺は女神様以外の人にこの場で会ったことないし、本当に押し付けられているんだろうなあこの女神。俺としては非常にありがたいけど。ありがとう同僚さん。

「てか、春が繁忙期なんですね」

「はい。春先は色々と忙しいですね……守秘義務があるんで仕事内容までは言えないですけど。ちなみに夏と秋と冬も繁忙期です」

「異常なまでのブラックですね！」

「なので雑用を押し付けられてはいますが、藤坂さんと会話することで仕事から気を逸そらすことができるのはありがたいですね。気持ちがリフレッシュします」

「ああ！　女神様目が虚ろです！　神と名の付く者がしちゃいけない目をしています！」

　あー今日も残業なんだろうなーと笑いながら呟つぶやいている女神様の肩を俺がゆさゆさと揺ゆらしていると、急に目の色が元に戻もどり、

「あ、傷の修復が終わったようです」

　と、今回の女神訪問終しゆう了りようのお知らせを伝えてきた。

「今言われても！　その話された後だと帰るのが少しためらわれるんですが！」

「何言ってるんですか。あちらで待っている人も大勢いるのですから、そんなこと言ってないで生き返ってくださいよ」

「いい事言ってる感じの雰ふん囲い気き出してますけど、俺は騙だまされませんよ！　絶対この後の仕事のこと考えて憂ゆう鬱うつになってるでしょアンタ！」

　女神様は「そんなことないですよ～」と言いながらうふふうふふと笑っていた。

「それにしても、今回はこの前と比べて早いですね」

「まあ、今回は重傷でこそあれど、怪我の範はん囲いは小規模でしたからね。ラブドールの時なんか、頭から落ちたので脳天がぱっくり割れていたり、首はぽっきり折れていたりでそれなりに時間がかかってしまったんですが」

「ラブドール？　なんのことですか？」

「あなたがこの前助けようとしたものの総そう称しようです。男性が好みます」

　前回ラブドールの話をした際には汚けがらわしい汚らわしいと言っていたのに、自分からラブドールの説明始めやがった。

「このいやらし女神め……」

「人をいかがわしいビデオのタイトルみたいに呼ぶのはやめてください小乳魔ま人じん。あと、藤坂さん、ちゃんと更こう新しんもしといた方がいいですよ。今ポイント変わったままですから」

「あ、そういえばそうでしたね。また牧下さんに頼たのまなきゃ」

「さてそれでは、そろそろ本当に現実に帰っていただきましょうか。園山さんも心配していますし、他のみなすけ荘の面々は今もまだ痴女探たん索さくを続けていますし」

　そうか、そう言われればそうだな。さすがに園山さんのところに顔を出しといた方がいいだろうし、別行動した分、自治活動に戻って牧下さんの手助けしないといけないし。

「わかりました。じゃ、行ってきます！」

「戻ってくる気満々じゃないですか。……行ってらっしゃい」

　女神様に手を振られながら、現実世界へと帰っていった。








三章　「一度で良いから見てみたい　痴ち女じよがお外を歩くとこ」









「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　あれから一週間。またしても俺は死んでいた。

　死んだばかりの俺に対して女神様はいつもと違ちがって心配そうにこちらを見ている。

「正直、体中が痛いです……というか、軽いトラウマが」

　今回の死は撲ぼく殺さつ。強い力で殴なぐられ、明らかに俺は意思を持って『殺された』。虐いじめられていた頃ころを思い出して、少しばかり身み震ぶるいしてしまう。

「そういえば、八や野のは!?　女神様、八野はどうなりましたか!?」

「……わかりません」

　女神様は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたように顔を顰しかめる。そんな……！

「藤ふじ坂さかさんが逃がした後、少しの間逃げ続けていたんですが……その後は。ごめんなさい」

「……いえ、女神様が謝あやまることじゃないです。くそ、一体どうして──」

　どうして、こんなことに。俺は今朝のことを思い返す。あれから一週間。八野もすっかりみなすけ荘そうに馴な染じみ、楽しく暮らしていた、その矢先の事だった。







　園その山やまさんを助けようとして交番の警官に撃たれたあの日から一週間が経たった。あれから特に事件に関して進展はない。俺も八野も普通に学校に行ってたし、久く地じ中なかさんと佐さ山やまさんは普通に喫きつ茶さ店てんを営業していたし、牧まき下したさんは普通に店をサボってふらふらしていた。

　やったことと言えば、死んだ次の日に生存報告のため園山さんのところに顔を出したくらいか。園山さんは最初俺の顔を見たときこそ驚おどろいていたものの、その数秒後には全てを受け入れて謝罪をしてきた。園山さんは悪くないのに。なんだかこちらも申し訳ない。

　その後園山さんはすぐに業務のため交番を出て行ってしまったのだが、そのとき俺を撃ったあの警官の話を聞くことが出来た。今は留置所で過ごしているそうだ。しかし、園山さんを撃とうとした動機は一いつ切さい語らず、ただひたすらに「おっぱい」というワードとバストサイズを口から垂れ流しているらしい。どうやら以前の下着ドロと同じく、何者かに洗脳されてしまっているらしかった。しかしまだ元げん凶きようは特定できていない。

　そして日曜日。牧下さんに招集され、みなすけ荘の住民は喫茶店に勢せい揃ぞろいしていた。

「洗脳事件からは手を引こうと思う」

「え……!?」

　牧下さんの突とつ然ぜんの言葉に八野は絶句してしまう。俺も驚きを隠かくせない。

「今まではあんまり大きな被ひ害がいはなかったけど、一週間前、工こう輝き君が射殺されてしまっただろう？　あのレベルになったらもう駄だ目めだ。いや、もっと言うと下着ドロの時に工輝君が殺された時点で手を引くべきだったのかもしれない。躊ちゆう躇ちよせず人殺しさせるほどの洗脳──これはさすがに私達の手に負えない」

「俺は賛成だ。自分の力をわきまえずに首を突っ込んだ結果死ぬ、なんて馬ば鹿からしい」

「アタシも。確かに洗脳事件は気になるけどさ、さすがにアタシ達がどうこうできるレベルを超こえている気がする」

　牧下さんの意見に大人組が同調する。……確かに、言っていることはもっともだ。俺以外は皆みんな、殺されたらきちんと『死ぬ』。

「やる気を出していた工輝君と心ちゃんには悪いんだけどわかって欲ほしい。みなすけ荘の大家として、自治組織のリーダーとして──住民を死の危険に追いやることは出来ない」

　牧下さんの言葉を聞いて、俺と八野は黙だまり込んでしまう。正論だ。正論過ぎて──反論のしようが無い。

「……わかりました」

「俺も……了りよう解かいです。みなすけ荘としてはもう関わりません」

　俺達二人の言葉に牧下さんは「ありがとう」と頷うなずき、

「じゃあ他に私達が手を出せそうな能力案件はないみたいだし、今日は解散！」

　と言って会議が終わった。各自撤てつ収しゆうしていく。久地中・佐山カップルは喫茶店の営業再開準備を、八野は部屋に戻ろうとしていた──ところを、俺が止める。

「え、藤坂さん？」

「あの反応から見るに、お前も納なつ得とくしてないんだろ？　ちょっと来い」

　そう言って俺は八野の手を取りながら移動を開始する。八野もやっぱりまだ洗脳事件に未練があったのか、戸と惑まどいながらも俺についてきてくれた。

　向かった場所は──牧下さんが経営する古書店。

「牧下さん。一つ相談があります」

「洗脳事件のことだろう？」

　最初からわかってましたと言わんばかりに牧下さんはずばり言い当てた。

「いやわかるよさすがに。『みなすけ荘としては』なんて言った時点で個人的に関わる気満々だったじゃあないか」

「う……」

　牧下さんははあ、とため息を吐つき、

「心ちゃんもそうなのかい？　工輝君に無む理り矢や理り連れてこられたとかじゃあない？」

　その言葉に八野は少しだけ考えた後、

「違ちがいます。私は自分の意思でここにいます。私は、この事件を解決したい」

　八野のその目を見て、牧下さんは観念したのか何枚かの書類をカウンターの上に置いた。

「今日も狸たぬき小こう路じに行って、洗脳事件に関するなんらかの情報が出ていないか見てきたんだよ。そこで──とても重要な情報を手に入れてね。今回の事件の核かく心しんに迫せまったと言ってもいいと思うよ。まず一枚目。ここに書かれているのは、全員この街の不良だ」

　そこにいたのは何ページにも連なって書かれている、名前付きの不良の写真。この街不良多すぎだろ。人口自体多いから仕方がないっちゃあ仕方がないが。

「この三人は知ってます。この前少年をカツアゲしようとしていたから追い払はらったんで」

「あ！」

　と、八野がいきなり声を上げた。

「この人、もしかして──」

　八野が、数多くいる不良写真の中の一枚を指で示す。こ、これは！

「下着ドロだ……！」

「そう。これは間違いなく先日私達が捕つかまえた下着ドロだ。で、次はこっち」

　言われた通り、視線を次の資料──写真の方に移す。

　写真の中央には胸むな元もとがぱっくり開いた、富ふ豪ごうがパーティーで着るみたいな性的なドレスをまとった女性が一人。そして周りにはその女性を守るかのように数名の男性が立っている。

「っ……！　もしや……！」

「そう──これは痴女だ」

　痴女の写真だ、と牧下さんは大真面目に言う。

「やはり園山燐りん以外にも痴女は存在した。恐おそらく、今起きている痴女に関連する事件は燐さんではなくこの写真の痴女による犯行だ。燐さんには色気がなさ過ぎた」

　ぼろくそ言われているが性せい癖へきを抜ぬきにしても俺も同感。筋肉のある引き締しまった体をしていたのでアスリートみたいな綺き麗れいさは確かにあったが、少なくともあれで街の男性皆を虜とりこには出来そうもなかった。

「……でね。この痴女の周りにいる男性達──この人達も、十分に関係あるんだよ」

　牧下さんがそう言うと同時に、

「──！　藤坂さん、これ！」

　八野が一枚の写真を俺に見せた。その写真に写っていたのは、痴女と──

「──下着ドロだ！　なるほど、さっきの名めい簿ぼにいた連中。こいつらが痴女の付き人になってるってことですね」

「そういうこと。写真毎ごとに護衛の男性が違うってのがまた恐ろしいよね……しかも不良だけじゃなくて、一いつ般ぱんの男性もいるみたい」

「この写真には、俺を撃うった警官が……！」

「そして写真の男達はもれなく皆エロいことを考えている顔をしている。偶ぐう然ぜんにしてはあまりにも出来すぎている……。前にしてくれた心ちゃんの話から考えると、もしかしてって思わないかい？」

「この街の男性達がこの痴女に洗脳されているってことですか……!?」

　俺の言葉に牧下さんはこくりと頷いた。

「窃せつ盗とう事件と痴女闊かつ歩ぽ事件は繫つながっていると見て間違いなさそうだね。で、最後にこっちの痴女の目もく撃げき者のリスト。私としては、目撃者が女性ばかりなのも気になっているんだけどね……。どうだい？　知っている人はいるかい？」

　もう一枚、紙を渡わたされる。が、残念ながら俺が見知った顔はいない。ここで行き詰づまるのかと思った矢先、八野が、写真付きのプロフィール画像の中からある一人の女性を示す。

「この方、この前私が本を買った書店で働いていました。大通の大きな書店です」

「ナイスだ八野！　丸大ビルの通りにある例の本屋だな！」

　俺と八野が事件への繫がりを発見し盛り上がる中で、

「……そうかい。たどり着いちゃうのか、君達は」

　牧下さんがそう呟つぶやいた。牧下さんの思おも惑わくとしては、ここで俺達に行き詰まって貰もらう予定だったのだろう。まあ、行き詰まったとしても俺が足を使って意地でも見つけ出すが。

「降参だよ。私は止めない。みなすけ荘としては動かないが、これから先は個人の活動だ。ただ、無む茶ちやだけはしないでね」

　なんだか少しだけ嬉うれしそうに牧下さんはそう言った。恩に着ます！

「よし、じゃあ早さつ速そく行くか八野。もたもたしている時間が惜おしい」

「はい！」

　ぐっと力がこもった返事がきた。可愛かわいい。やる気出している八野可愛い。

「ちょ、やめてください今から緊きん張ちよう感出していくぞって時にそういう事考えるの！　禁止です！　私のことそういう風に見るの禁止！」

「そんな！　じゃあ俺は今後一切八野のことを考えられないじゃないか！」

　口に出したらさすがに恥はずかしがるかと思って色んなことを心の中にとどめて置いていたっていうのに！

「あ、そういや先週は特に気にしてなかったけど、セクハラだけじゃなくて俺の八野に対する熱い思いも全て聞かれていたのか!?　ここでご飯食べるとき胸を大きくしたいからか注文するとき毎回『キャベツ多めで』っていう八野愛いとおしいとか、牧下さんが腕うで組ぐみするたびに胸が強調されるのを恨うらめしそうな目で見ている八野可愛いとか、若じやつ干かんマニアックなところまで全部聞かれていたのか!?」

　普ふ通つうの可愛いとか大好きとか胸も見たいとかなら全然恥ずかしくないんだけど、そういうのはちょっと恥ずかしい！

「いや恥ずかしいのは私の方ですよ！　なにいきなり私の恥ち部ぶさらけ出してるんですか！」

「え、なになに？　心ちゃんは私が腕を組むたびにそんな目で見ていたのかい？　仕方がないだろう胸が重いんだから。私は腕組みで胸の重みを軽減しているのさ」

　そう言いながらなぜか自じ慢まんげに牧下さんは腕組みを始める。

「止やめてあげてください牧下さん！　胸が強調されるのが嫌いやなのか、八野は自分で腕組むことなんか全くないんですから！」

「どこまで見てるんですか藤坂さんは！　牧下さんも、今すぐ腕組みやめてください！　今すぐ解ほどかないと今ここで牧下さんのエグい低身長に関する妄もう想そうをお伝えしますよ！」

「そこまで!?　わかったよやめるよ。そこまで気にしなくていいと思うんだけどなあ」

　そうそう、気にする必要なんかこれっぽっちもない。これほどまでに完成された胸が果たしてこの世界において八野以外に存在するだろうか。いやない。

「あ、でも一つだけ約束して欲ほしい。目立った行動だけはしないこと。今の札さつ幌ぽろは見た目はいつも通りかもしれないけれど、裏でなにがあるかわからないからね。事件が終息するまでは出来るだけ慎しん重ちように、目的だけを達成して欲しい」

　牧下さんは俺を指さして、

「特に工輝君は要注意。洗脳された警官に撃たれたことで相手方に顔が割れてるかもしれない。君だけだったら死んでもなんとかなるかもしれないけれど、今回は心ちゃんも側そばにいるんだ。とにかく目立たず慎重に目的だけを見み据すえること。これを肝きもに銘めいじて欲しい」

「はい！」

「わかりました」

「人助けも……やるなとまでは言わないけど、なるべく控ひかえること」

「うぇ……まあ、善処します」

　俺達のために心配しながらも折れてくれた牧下さんの手前、さすがに嫌ですとは言えなかった……。大だい丈じよう夫ぶかな俺……フラストレーション溜たまらないかな俺……。

「ごめん、長々と申し訳ないけどあと一つ。今、ちょっと自治組織周りが物ぶつ騒そうになっていてね。実は『前自』の中の、主力級の組合員が何人か意識不明の重体になっている。何者かによってやられたらしい。おかげで活動停止になったところも出てきている」

「え……!?」

　意識不明の、重体……!?

「ここ数日の間にやられたみたいでね。刃は物ものや銃じゆうの類たぐいは使われておらず、ひたすら殴おう打だの痕あとがあるらしい。犯人の特定を急いでいるようだが、なかなか証しよう拠こが出てこないみたいだ。ちょっと前から『前自』がバタバタしていた理由はこれらしい」

　牧下さんは真面目な表情で、俺達に忠告してくる。

「君達が首を突つっ込もうとしている事件に関連しているかはわからないけど、用心は怠おこたらないでくれ。警官にまで手が伸のびているんだ。どこまで洗脳が広がっているかわからない」

「はい、わかりました」

「……うん。それじゃあ、行っておいで。くれぐれも、気を付けてね」

「はい。行ってきます！」

　牧下さんの言葉に元気よく返事をして、俺達は本屋へと向かった。







「………………」

「……イライラするのもわかりますが、今は我が慢まんしてください」

　俺の心を読んだのか、八野が苦笑いしながら窘たしなめてきた。いや、わかるんだけどさあ。一週間前は十分に二人のペースで人を助けてたってのに、今回は滅め茶ちや苦く茶ちや困っている人を見殺しにしているんだぞ!?

「いやまあそうですが……というかものの数分でそこまでイライラするとは……牧下さんも全部駄だ目めとは言ってなかったですし、適度に発散していきましょう」

　八野は仕方がないなあ、という顔をしながら俺にそう提案した。よし、じゃあそれで。ふう、これで少しはイライラも収まるだろうか。

「そういや八野、人混みの中だが大丈夫か？」

　大通に向かって歩きながら俺は八野に問いかける。漫まん画がとかだとそういう能力を持っているキャラはあんまり人混みに出たくないイメージがあるんだが。

「はい、大丈夫です。むしろ、これだけ多いと楽っていうか」

「楽？」

「人が多いと心の声や感情を一種の雑音と同じ扱あつかいとして処理しているみたいで。うるさくはありますし、嫌な声も聞こえて辛つらくはあるんですが……藤坂さんが思っているほどではないと思います。むしろ、部屋で一対一とかの方がダイレクトで心が分かるので……」

「マジかよ。だったら先週とかヤバかったんじゃないの？」

　俺の溢あふれ出る愛が直球ストレートで伝わってしまったんじゃない？

「伝わりましたよ、藤坂さんの私への愛」

「お、おお」

　ちょっと動どう揺よう。さっきみたいに軽くあしらわれると思ってたんだが。

「だからこそ、二人っきりで落ち着いて話せたんだと思います。強きよう烈れつな悪意がある方と二人っきりは、さすがに私もどうなるか……」

「どうなるんだ？」

「最悪の場合は、心が吞のまれてしまうかも知れませんね……私が私で無くなるかも……」

　不安そうに目を細める八野。なんだろう、抱だきしめていいだろうか。

「いや駄目ですよ。ここ街中ですよ。駄目に決まっているでしょう」

　なんだよう。あの感かん触しよくをもう一度味わいたいのに。

「でも、能力関係なしに単純に人混みが辛いのはありますね……」

　私田舎の方の出身ですから、と八野は恥ずかしそうに呟いた。

「俺もこっちには引っ越こして来てるからな。最初札幌の人混みを見た時は驚おどろいたよ」

　初めて見たあの景色は恐らく忘れることは無いんだろうなあ。俺の住んでいたところはそれでもまだ都会寄りではあったんだけど。

「それも凄すごかったですが、私としてはイオンに驚きを隠かくしきれませんでしたね……あんな大きなイオンモールがこの世にあるのか、と初めて見た時は茫ぼう然ぜんとしてしまいました。地元のイオンでさえかなり大きいと思っていたのに……」

　完全に田舎いなか者だった。確かに身近にあったのより更さらに大きいものがあった、ってのはわかりやすく都会を感じるが。駅前とかも凄いけど。初めて見上げた時は高すぎて首が折れるかと思った。すすきのは常時明るくて何時が昼で何時が夜かもよくわかんねーし。

「札幌駅もサッポロファクトリーも異常に広いしな。こっちに越してきてから結構経たつけど、未いまだに迷っちまうわ」

「私は一生覚えることが出来ないと思います……そもそも藤坂さんはさも当然のようにサッポロファクトリーと言ってますが、私は未だに怖こわくて近づけませんからねあそこ」

　サッポロファクトリー。工場ではない。札幌の大型商業施し設せつだ。食料品から本から服から、行けば大体揃そろう。しかしその構造がなかなかに複雑なのだ。何棟とうかに分けられているし、入り口は多いしで正直迷う。

「よく行けますね……オシャレすぎてハードル高くないですか？」

「その発想がもう完かん璧ぺきに田舎者だぜ八野。そして俺もまだそのハードル越えられてない」

「丸まる井い今いま井いもなんか滅め茶ちや苦く茶ちやデカいし……地元の丸井今井なんて私が子供の頃ころに閉店しましたよ。地下鉄の方はなんとかわかりかけてきましたが……それでも最寄りの東西線だけですね。しかも東西線ちょっと不便ですし……」

「わかるわかる。『さっぽろ駅行かないの!?』ってなるよな。あんなんもう罠わなだぜ罠」

　札幌の地下鉄は東西線・東とう豊ほう線・南北線の三種類あるのだが、なぜか東西線だけ札幌駅で止まらない。全ての線が交わるのは大おお通どおり駅なのである。

「まあ地下歩道歩けば良いだけなのでいいんですけどね……。学校は徒歩圏けん内ないにあって良かったです。こんな人口が多い街で電車通学とかもう考えただけで……」

「ほんとそれ。俺もあの高校受かって心底ほっとしているわ」

　二人して田舎者だった。都会は本当に怖いぜ。

「あ、そういえば……私、あの日──能力が発現した日のこと、少しだけ思い出しました」

「！　本当か！」

「はい。回転寿ず司し屋に行ったんです。ちょっといいとこの。お父さんがボーナス入ったから、少しお高めのお店に行こうという話になりまして」

「少しお高めの店、で行くのは良いところとはいえ結局回転寿司屋なのか……」

　何な故ぜだろう。どことなく一いつ般ぱん家庭の悲ひ哀あいみたいなものが感じ取れる。

「止めてくださいよ悲哀感じるの！……ボーナス入ったからって、百円寿司じゃない回転寿司屋に行ったんですよ。大トロが五百円って表示を見た時はびっくりしました。お寿司が回ってくるのはちょっとした衝しよう撃げきでしたね……」

　八野は数秒懐なつかしさに思いをはせていたが、徐じよ々じよに表情を曇くもらせていき、

「超ちよう能のう力りよくは恐おそらくもう少し前から発現はしていたのでしょうけれど、わかったのは、確か会計の時だったと思います。お母さんが支し払はらい金額を見て心の中で『うわっ！』と言っていたのが聞こえて。幻げん聴ちようかな、と思ったら、その後の車の中で家族全員無言だったはずなのにひっきりなしに声が聞こえてきて……そしてそこから……」

　肩かたを抱いて、八野はそこで言葉を詰つまらせてしまった。もういい、わかったから。

「しかし、そうか回転寿司か……。こりゃ本当に回転寿司行くのも手だな」

　ですね、と八野も肯こう定ていする。手がかりがそれしかないのなら、とりあえずは当時の再現をしてみるのが良い。俺的にも引っ掛かかっている部分がいくつかあるし。

「今日の夜でも行ってみるか！　豊とよ平ひらのトリトン行こうぜトリトン。八野夜空いてる？」

「い、いきなりですね……」

「思い立ったが吉きち日じつってやつだよ。で、どうよ」

「勿もち論ろん空いてますよ。夜に遊ぶようなお友達もいませんし……」

　先ほどまでとは違ちがう感じで空気が重くなる。そうなんだよなあ、こいつぼっちなんだよなあ。能力のせいで人から遠ざかってただけで、仕方がないっちゃあ仕方がないんだけどさ。小学校の途と中ちゆうから高校一年生までってことは、もう結構なぼっちだよな。セミプロぼっちくらいにはなってるんじゃないのだろうか。

「どうせ今は派手な活動は出来ないんだ。下手に手を広げず、洗脳事件とお前の能力に時間かけようぜ」

「それはありがたいです。……しかし、本当に運が良かったですね。私がよく行く本屋の店員さんが目もく撃げき者だったなんて。神様が私にチャンスでもくれたんでしょうか」

「だったらいいけどな」

　一応、今度向こうに行ったら女め神がみ様にお礼の一つでも言っておこうかな。あの人そういう感謝されること結構好きだし。

「……あの。前々から気になっていたのですけど。女神様ってどんな人なんですか？」

「前々からって……ああそうか、八野は心が見えるから、俺が何度か女神様のことを考えていた時の心も全部見えていたのか」

「そうなんです。この前のお話から、とてもいい人──いい神様？　なのはわかるのですが、どうせなのでもっと詳くわしいことを知りたいと思って」

　女神様のことか……。八野が興味を持ってくれて、少し嬉うれしく思う。あの人を知っているのは俺だけで、死ぬまで誰だれにも話すことは出来ないと思っていたから。

「まず胸が小さい」

「そこですか！」

　何を言っているんだ、これが一番大事だろう。八野の胸が地球一なら、女神様の胸は天界一だ。いや天界の他の神様見たことないけど。

「あとは身長もそれなりに低い。八野と同じか、もう少し低いかな？　髪かみは白はく髪はつで、それがまた神秘的でいい」

「いや、外見もいいんですが、どちらかというと内面を知りたいんですが」

「なんというか、『女神』を体現したような人だと俺は思っている。底なしの包容力がある。聞き上手であり、話し上手。そうだな、家事とかはわからんが、性格的な面では女性としては完璧に入る部類の人じゃないかな」

　俺の女神様に対する高評価に八野は少し羨うらやましそうに、

「素す敵てきな方なんですね……一度会ってみたいです」

「俺も皆みんなに会わせたいけど、それはさすがに叶かなわないかな……」

　皆を死なせなきゃいけなくなってしまう。

　その後も俺と八野はそれなりに会話を弾はずませながら歩いた。そんな楽しい時間に比例するかのようにどんどん大きくなる人を助けたい欲よつ求きゆうをなんとか抑おさえようとしていると──

「あ、ちょっと待った八野」

「え？　なんですか？」

　俺は一か所を指さし、八野に示す。

「あそこに──困っている人がいる」

「適度に発散していいと言った途と端たんに……」

「いや俺はこれでも我慢した方なんだ。わかってくれ八野。もう限界なんだ。俺は人を助けたくて仕方がないんだ」

「いや目が怖い目が怖い！　大だい丈じよう夫ぶですって止めませんから！　その代わり目立つようなことはしないでくださいよ。私も一応監かん視し役としてついて行きますから」

　ということで八野を連れて、俺は困っている人の方へと歩き出す。やったぜ！　今日初めての情けかけだ！

「どうしました？」

　爽さわやかに困っている女性に声をかける。まずは第一印象が大事だ。

「っ……！」

　おい、後ろで笑ってんじゃねえよ八野。

「困っているように見えたのでお声がけしたんですけれども……」

　女性はいきなり話しかけてきた俺達に戸と惑まどっていたものの、俺のその一言を聞いて、

「実は、その、ちょっと目を離はなした隙すきに娘むすめが居なくなってしまって……まだ小さいのでそこまで遠くには行っていないと思うんですが……」

　女性──ママさんは今にも泣きだしそうな目でオロオロと慌あわてふためく。そりゃ大変だ。事故や誘ゆう拐かいの危険性だって考えられる。早さつ急きゆうに見つけないと。

「なるほど、わかりました。俺達も一いつ緒しよに探します。な、八野」

　同意を求めて八野の方を見る。すると、八野は何か考えているような素そ振ぶりをした後、

「ええと、ママさん。娘さんの名前を教えてください」

「え？　ええと、曜ようといいます。熊くま田だ曜」

「や、八野？」

「大丈夫です藤坂さん。もし近くにいるなら、これが一番いいはず。──念のために、と思っていたんですけどね。まさか使うことになるとは」

　八野はそう言うと、手て提さげ鞄かばんから何かを取り出し、口の中に放り込んだ。

『曜ちゃーん！　どこにいるのー!?』

　すると、頭の中に直接八野の声が鳴り響ひびく！……まさか、お前！

「その通り。さっき食べたのはチョコレートです。普ふ通つうに大きな声で叫さけんでいても、人混みの中ではかき消されてしまいますからね。この方法だと確実に曜ちゃんに伝わります。……返事がありました！　こっちです！」

　八野は俺の手を取り信号を渡わたって反対車線へと走り出した。

「無む茶ちやなことすんなあお前は」

「時間をかけるとその分目立ってきます。藤坂さんは目を付けられていますけど私はまだ大丈夫ですから、これくらいはしても問題は無いはずです。短時間で確実な方法ですよこれは。あ──いました！」

　そう言って八野はチョコを食べて能力を止めつつ、ある一点を指さした。示していたのは一本の街路樹。その枝に──

「曜ちゃん！」

「マ、ママぁぁぁああああ！」

　小さな子供がしがみついて、ひっくひっくと泣いていた。

「どうしてそんなところに……！」

「ね、ねこちゃんがおりれなくなってたからあ、たすけてあげようとおもってえ……！　ねこちゃんはおりれたんだけど、こんどはようがおりれなくなってえ……！」

　なるほどな。自分を犠ぎ牲せいにして猫ねこを助ける。いい精神をお持ちじゃねえか。

「いやそんなこと考えている場合ですか！　藤坂さん、お願いしてもいいですか!?」

「勿論！」

　言うや否いなや、俺はすいすいと木に登り、曜ちゃんを抱だっこする。

「もう大丈夫だぞ曜ちゃん。一緒に下りような」

「おにいちゃん……ひっく。うん！」

　泣きながら笑顔を向けてくる曜ちゃん。俺でよかったな曜ちゃん。これが牧下さんだったら君は今唇くちびるを奪うばわれていたぞ。

　難なく俺は木を下りていく。こんなこともあろうかと木登りの練習をしといてよかった。

「いや色んな場面を想定しすぎでしょう藤坂さん……」

　呆あきれ笑いを浮うかべながら返答する八野。いや心にまで突つっ込むんじゃねえよ。

　地上に着くと同時に、曜ちゃんは泣きながらママさんの方へと駆かけて行った。

「こら！　勝手にウロチョロしちゃダメでしょ曜ちゃん！」

「ごべんなざい～！　でも、ねこちゃんもこまってたからあ～！」

「……ママも目を離しちゃってごめんね。ママも曜ちゃんも気を付けようね」

　ああ、なんかほっこりするなあ。いいなあ家族。両親と妹は元気にしているだろうか。

「お二人ともありがとうございました。なんとお礼を申し上げればいいか……」

「いえいえ、お礼なんていいですよ。曜ちゃんが無事で何よりです」

「すいません、本当にありがとうございました。ほら、曜ちゃんも。お兄ちゃんとお姉ちゃんにお礼言おうね」

　ママさんにそう言われた曜ちゃんは、俺達の方をまっすぐ見て、

「おにいちゃんおねえちゃん、たすけてくれてありがとうございました！」

　と大きな声で伝え、ぺこりと一礼した。なに、礼を言うのはこちらの方だ。人助けが出来てすっきりした。まあ、言ってもわからないと思うので口には出さないけど。

「どういたしまして～」

　俺はしゃがんで、曜ちゃんに手を振る。隣となりでなぜか八野がぼーっとしていたので肘ひじでつつき、「ほら、お前も」と小声で言う。八野はびくり、と体を揺ゆらした後、「あ、はいっ」と言って俺と同じようにしゃがみ、曜ちゃんの目を見てこう言った。

「どういたしまして、曜ちゃん。猫ちゃんが可哀かわい想そうだったのもわかるけど、ママも心の底から心配してたんだから、あんまり無茶しちゃ駄だ目めだよ」

　八野は朗ほがらかな笑えみを浮かべながら、曜ちゃんの頭をゆっくりと撫なでる。

「うん！　ありがとうおねえちゃん！」

　本当にありがとうございました、とママさんはもう一度深々と頭を下げ、曜ちゃんと手を繫つないでその場を去っていった。角を曲がるまで何度か曜ちゃんがこっちを向いて手を振ってきたので、俺と八野はずっと手を振り返していた。

「……藤坂さん」

「おう」

「人助けって、いいものですね」

　八野はそう言って俺に笑いかけた。嬉しくてたまらないんだろう。自分の能力で人を助け、そして感謝の言葉を述べられたことが。自分の能力が、人の役に立ったことが。

　だから、八野に向かって俺も笑いながらこう返した。

「だろ？」







「あ、着きました。ここですここです」

　お店の入り口の前に立つ。交差点の一角に建っている立地の良い本屋だ。

「よし、じゃあ行くか……と？」

　俺は意い気き揚よう々ようと自動ドアをくぐったところで、八野がもじもじしていることに気が付く。

「どうした？　なんかあったか？」

「えっと……すいません。緊きん張ちようしちゃって、その……お花、摘つんできていいですか？」

「いいぜ。一階で本見ながら待っているからゆっくり摘んでこい」

「言い方がなんだかアレですが、ありがたく行かせていただきますね」

　早口でそう言い、八野は足早にお花がたくさん咲さいているトイレにお花を摘みに行った。

　八野を待っている間、キョロキョロとアテもなく本を漁あさっていると、

「いらっしゃいませー」

　と、不意に後ろから店員の声が聞こえた。

「……って、あれ」

「や、一週間ぶりだね。おにーさん」

　振り向いたその先にいたのは、前に助けた少年のお友達だった。

「おお、一週間ぶり。まさかこんな早くにまた会うとは……つか、あれ？　んん？」

　なんか違い和わ感かんがあるんですけど。恰かつ好こうは確かに店員なんだが、微び妙みように細部が違ちがうというか……似ているけど明らかに違うというか。

「ん？　どうかしたおにーさん。僕のことジロジロ見ちゃって」

「お前ここでバイトしてんの？　それにしてはなんとなく服が違う気がするんだけど」

「ああ、違う違う。これはコスプレだよコスプレ」

　僕コスプレが趣しゆ味みなんだよねーと言いながら、少年はくるくると回って俺にワイシャツプラスエプロンという衣い装しようを見せつける。こらこら、お店の中なんだから落ち着きなさい。

「……いや、やっぱおかしいだろ」

　俺は今一度少年の体をじっと見つめる。いやん、とかなんとか言ってるけど無視だ無視。

　前は学ランだったからわからなかったが、この男にしては線が細い感じといい、男にはないなだらかさを持った胸といい、こいつもしかして──

「いや、もしかしなくても女の子かお前!?」

「そーだよー。あれ、気づいてなかった？」

　気づくか！　ファーストコンタクトから紛まぎらわしすぎるわ！

「アブねー良かったー！　お前のせいで『あれ？　俺もしかして男もいける口なのか？』とか思っちまったじゃねえか！　なんだよ胸が小さいコスプレ趣味の僕っ子かよ！」

「いやおにーさんここ公共の場だからね。お店の中なんだから落ち着きなさい」

　そっくりそのまま返されてしまった。

「そういえばまだ名前言ってなかったよね。僕は海うな原ばら。海原空そらって言うんだ。よろしくね」

「海に陸に空と、いい名前持ってんじゃねえか。俺は藤坂工輝だ。よろしくな」

「あはは、よく言われる」

　俺の言葉に、海原は快活に笑い返してくれる。良い子だ。そして良い胸だ。

「つか、店員じゃねえってことはお前も本屋に用事か。なんか買おうと思ってんのか？　人と来てんだけどよ、そいつが今お花を摘みに行ってんだよな。暇ひまならなんかオススメの本紹しよう介かいしてくんね？」

　俺の言葉に、海原はなぜか歯切れが悪くなって、

「うーん……実は僕、別に本を買いに来たってわけじゃないんだよね。だから期待にはちょっと応えられそうにないかも」

「なんだ、そうなのか。じゃあなんでまた本屋に」

「ううん……なんていうかこう、一言で言うのは難しいんだけど……」

　海原は指を空中でクルクルと回しながら、

「おにーさんはさ、ドラマとか映画とか見てるときに『ここはこうした方が絶対に面おも白しろいでしょ！』って思ったことない？」

「なんだよ藪やぶから棒に。まあ、なくはないな」

　誰だれもが人生に一度は思ったことがあるんじゃないだろうか。

「それをしに来た、って言えばいいのかな。僕は面白い事が好きだからさ。自分が介かい入にゆうすることでより面白くなるなら、そりゃもうやるしかなくなるよね」

　わかるんだかわからないんだか曖あい昧まいな、えらく抽ちゆう象しよう的な答えだった。

「そういうもんかね」

「そういうものさ。少なくとも僕にとってはね。僕は面白い事のために生きていると言っても過言じゃない──まあ、だから楽しみにしているよ、おにーさん」

「は？　俺？」

「そう。おにーさんは今回の面白劇場の主要人物だからね。僕も期待を寄せているよ」

「何言ってんだ、お前」

　突とつ如じよとして訳の分からないことを話しだす海原。一体何だって言うんだ。

「そうだ、更さらに面白くしてみようかな。多分今回はもうどちらに転んでも僕側にはメリットしかないだろうし……うん、そうしよう！」

「おい、話を一人でポンポン進めんなよ。俺も会話に混ぜてくれ」

「ごめんごめん！　でも、余よ裕ゆうそうに見えるかもだけど、僕にもあんまり時間はないんだよね。彼女が摘み終わったら僕が詰つみに入っちゃうかもしれないし」

「え？　おいちょっと、海原お前──」

「じゃあ、ネクスト海原ズヒーント！」

　謝あやまりつつも、俺の言葉を無視して海原は楽しそうに声を弾はずませる。




「『壊こわれた？　と思った時は一回主電源から落としてみるのもいいかも！』」




「ただの電化製品への対処法じゃあねえか！」

　急いでいる中伝えることがそれかよ！

「ええー不満？　結構重要なヒント言ったと思ったんだけどなー」

「不満っていうか、それ以前の問題だよ！　一体何がしたいんだおめーは！」

「じゃあ出血大サービス！　ヒントをもう一個あげよう！　欲ほしがりさんなんだから！」

「話聞けよ！　なんだそのウザいノリは！」




「『いくら嫌きらいでも、探せば一つはいいとこあるよ！』」




「人付き合いの仕方の基本じゃあねえか！」

　俺もよく実じつ践せんしているわ！

「うん。これでようやっとおにーさん側の可能性ができたってところかな？　あんまり一方的だと楽しくないもんね。優位にあるあいつらが勝って更なる高みに立つのもよし、逆境の中にあるおにーさんが勝って僕にエンターテインメントを見せつけるのもよし……最高の二択たくだ！」

「おい、お前、何言って──」

「さあ、そろそろタイムリミットみたいだ。また会えたら会おうね、おにーさん」

「な!?　ちょっと話を──」

　聞かせろ、と俺が言い切る前に、海原はばちこんとウインクを一つかまして人混みの中へと消えていった。

　一体何だったんだあいつは。前に会った時と印象が違いすぎる。前はもっと好青年、いや女の子だったか。まあなんかもっといい感じの子だったのに、今回は全くの別人だった。

　もっと異質な、日常に溶とけ込んでいるはずなのに異物のような──。

「あ、いたいた藤坂さん」

　そこまで考えたところで、海原と入れ替かわりで八野がひょっこりと顔を出す。

「すいません、大事な時にお待たせしてしまって」

「……いや、いいよ」

　さて、海原の事が頭に引っ掛かかるが、八野の言う通り今は大事な案件の真っ最中だ。とりあえずまずは目先のことに集中しなければ。

「今日もシフトが入っていればいいんですが……あ、いました。あの方です」

　八野が指を差したその先にいたのは、一人の女性。ちっ、胸が大きいな……牧下さんほどではなくても、それに近いところまであるんじゃないか？

「藤坂さんはまず胸を見るんですね……」

　八野の軽けい蔑べつを含ふくんだ目線を浴びる。いやまじでその目で見るのはやめてください。

「牧下さんいなくて良かったな。あの店員さん、牧下さんの好みドストライクじゃねえか」

「身長ってことですか？」

「ああ。ロリ巨きよ乳にゆうは牧下さんが大好きなジャンルの一つだぜ……」

　一度牧下さんの自室に入ったことがあるのだが、真面目な本が並ぶ棚たなの一角がロリ巨乳物で占せん拠きよされていたのを思い出した。牧下さん、もしここに来てたら絶対あの店員さんに抱だき付きに行ってただろうな。

　目標であるサイドテールでロリ巨乳の店員さんは、ちょうどやっている作業が終わった様子。よし、今日仕事の後、話が聞けるか交こう渉しようしに行こう。

「あのー、すいません」

「はい、なんでしょうか」

　八野と二人でその店員さんにアタックする。俺が話す役、八野が観察役だ。

「今お仕事中ですよね。お仕事っていつ頃ごろ終わるでしょうか」

「え？　ええと……今日は早上がりですが……？」

「あ、すいません。僕は藤坂工輝といいます。こちらは八野心。少しお話を伺うかがいたいので、よろしければ仕事の後少しだけお時間頂けないでしょうか……？」

「……私は門かど倉くら莉り子こと言います。お話の内容にもよりますが……」

　門倉さんは、警けい戒かいするような目でこちらを見てくる。まあ、ですよね。

「ええと、僕達能力に対する自治活動を行っていまして。それで、最近噂うわさになってる痴ち女じよの目もく撃げき者である門倉さんのお話を聞かせていただきたいなと。お時間は取らせませんので」

「はあ……。まあ、いいですよ」

　お、よっしゃ。成功！　うまくいったぜ、と心の中で喜んでいると、後ろで焦あせったかのように八野が服の裾すそをくいくいと引っ張っている。ど、どうした。

　その様子に嫌いやな予感がしたので、俺は懐ふところから一枚の紙を取り出し、

「では、こちらに電話番号とメールアドレスが書いてありますので、終わり次第連れん絡らくをいただければと思います。すいませんがよろしくお願いいたしますー」

「はい、わかりました」

　門倉さんはにっこりと笑顔で俺達を送り出してくれた。そそくさと本屋を出ると、八野が俺を引っ張ってずんずんと歩き始める。さっきからなに、どうしたの!?

「駄だ目めです。恐おそらくあの人から有益な情報は得られないかと思います」

「……なにか見えたのか？」

　八野は声を震ふるわせながら、

「はい。藤坂さんが『痴女』と発した瞬しゆん間かん、門倉さんの心の中が叫さけびだし、恐きよう怖ふの感情で染まっていました。『暴力による痛み』……そして、染まっていくと同時に心の中が下着ドロと同じように変化していったんです」

　八野は歩みを止めない。出来るだけ遠くに向かおうとしているみたいだ。

「私達は今回の事件を『洗脳能力』を持つ者一人の犯行だと考えていましたが、恐らく関わっているのは二人です。『巨乳』と『暴力による痛み』……それにまつわる能力に違ちがいありません──!?」

　と、いきなり八野が足を止める。あまりにも急だったので、思わずぶつかりそうになってしまった。

「どうした八野!?」

「あ、あれを……！」

　八野は前方のある一点を指さした。

　何者かが、こちらに向かって歩いて来る。気が付けば土曜の昼間にもかかわらず人混みは無くなり、入店時にはいなかった大勢の見知らぬ男達がエロいことを考えている表情を浮うかべながら向かって来る者から俺達までの道を作り上げていた。……よく見ると、この前の不良三人衆もいやがる。まさか──!?

　その何者かの輪りん郭かくが徐じよ々じよにはっきりしてくる。胸むな元もとのパックリ開いたドレス、無む駄だに妖よう艶えんな雰ふん囲い気き、そして周りに仕えるのは今朝写真の中で見た男性達。




「ち、痴女だ……！　痴女が闊かつ歩ぽしてきやがった！」




　そう。そこにいたのは、最近巷ちまたを騒がしている──闊歩する痴女その人だった。

　痴女は俺達の目の前まで来ると、




「あらあら、なんだと思えば子供の二人組じゃない」




　と、無駄に舌なめずりをしながら俺達をそう評した。

「……！　藤坂さん、彼女が『洗脳』の主導者です！　周りの男達を洗脳しているのもあの方です！　く、声が……！」

　八野が必死の形相でこちらに教えてくれる。

「……ふうん？　その子の能力、本当だったみたいね」

　胸と太ももを見せつけながら、女性はこちらに近づいてくる。

「……使える能力を持つ人がいる、って言われてたからどんな人かと思えば、こんな子供だったなんて。女の子の方は館たち川かわに任せればなんとでもなるでしょうし──心を読む能力は使えるから手て駒ごまにする、とか言ってたかしら」

「館川ぁ？　お前、一体何を──!?」

「ふ、藤坂さん。彼女達はヤバいです！　彼女達の計画は危険です。逃にげましょう！」

　あの女の心の声を聴いたのか、八野は顔面蒼そう白はくになりながら俺に語り掛ける。

「──ああ、こりゃ確かに、聞き込みとかしている場合じゃなさそうだ！」

　俺達の周りには既すでに洗脳された男性達が「ちしまさま……おっぱい……ちしまさま……おしり……」と呟つぶやきながら、まるでゾンビのようにその場に立っていた。あのプリントを作った当時から更さらに被ひ害がい者しやが増えたからか、それとも表に出てないだけで被害者は更にいたのか、書かれていたよりもかなり多くの男性達がこの場に集まっていた。

「確かもう一人の男の子もこの状じよう況きようを打開できるような能力ではなかったはずだし。電話越ごしでは切せつ羽ぱ詰つまった声出しといて、全く門倉は心配性なんだから……まあ、あの子は私が関わっていないお人形だから仕方がないか」

　その一言を聞いた瞬間、八野が俺の手をぎゅっと握にぎってきた。

「そんな……そんなこと……!?」

「あら、丸聞こえかしら。能力が常時発動している……？　まあいいわ」

　そういうと、痴女は俺の方を見み据すえて、胸を強調させなんだかエロい表情をし、




「ねえボク、こっちに来てお姉さんと良い事しない……？　とっても気持ちよくしてあげられるわよ……？」




　とかなんとか抜ぬかしてきた。

　なんだあのポーズ。喧けん嘩か売ってんのか。買うぞ。八野は何かに気付いたのか、少しだけほっと胸を撫なで下ろしている。撫で下ろすってなんだかエロいな。

「あ、あれ？」

　俺の反応がない事、むしろ隣となりの小乳女子に気を取られていることに気付き、痴女は少しだけ驚おどろいたような声を出した。

「ボ、ボク？　そっちのツルペタな女の子じゃ味わえない刺し激げきをお姉さんが与あたえてあげられるわよ？　今まで味わったことのないような快楽を教えてア・ゲ・ル」




「いやちょっと何言ってるかわからないんですけど。とりあえずその胸にぶら下がってる肉強調して見せびらかすの腹立つんで止やめてくれません？　刈かり取りますよ？」




「刈り!?」

　痴女は初めてそんなこと言われたと言わんばかりに顔を顰しかめる。よっしゃ、なんかわからんがダメージを与えられたみたいだ。

「どうして!?　どうしてあの男の子には通じないの!?　……ま、まさか!!　それならあの男の子に私の能力は通じない！」

　痴女は俺をきっと睨にらみつける。なんかしらんがいけそうか!?

「ちっ、皆みんな！　あの二人を捕つかまえて頂ちよう戴だい！　捕まえた子にはご褒ほう美びをあげるわ！」

「やっぱ無理そうか！」

「逃げましょう！」

　八野の手を引いて俺達はその場から離はなれようとする。しかし、相手は洗脳された奴やつばかり。ためらいなく俺達に殴なぐりかかって止めようとしてくる。

「藤坂さん右の路地です！」

　八野の指示を聞き、迷うことなく右に曲がる。理由はわからんが、八野の言う事はとりあえず全部信じるぜ！

　曲がった先には、洗脳されてそうな人間は、誰だれ一人ひとりとして見つからなかった。

「……次、二番目の信号を左です！」

「あいよ！」

　言われた通りに曲がる。今度もやはりそれらしい影かげは見当たらない。

「耳を澄すませて、洗脳された人達の声を聴いているんです」

　八野が後ろからそんなことを言った。声を聞く……!?

「はい。洗脳された人達の心の声は、昨日言った通り特とく徴ちよう的なものばかりです。巨乳とかお尻しりとかおっぱいとか、今日なら『ちしま』とか。そういった声を聴き分けて、これらが聴こえない道を選んでいるんです！　次、そこの十字路を右です！」

「オッケー！　さすがじゃねえか八野！　お前の力、めちゃくちゃ頼たよりになるぜ！」

　俺のその言葉に、少し嬉うれしそうなフフッ、という笑い声が後ろから漏もれ出す。その音さえありゃ百人力だ！

　俺は十字路を右に曲がって──

「はいストップ」

　と。俺はいきなり後ろに吹っ飛ばされた。

「よっと」

　そして、状況を把は握あくする間もなく、背中にもう一発。

「ぐあ！」

　地面に体をぶつける。なんだ、一体なにが起こった!?

「藤坂さん！」

　八野の叫び声が聞こえる。なんとか顔だけ上げると、そこには一人の少年がいた。

「……お前、あの時の……!?」

「また会えたね。優しいお兄さん」

　そう。目の前にいたのは不良達から助けた──気の弱そうなあの少年だった。
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「あの時は本当に余計なお世話をありがとう。せっかく不良狩がりをしていたのに、お兄さんのせいで時間を無駄にしてしまった」

「不良……狩り？」

「そう、不良狩り。気が弱そうにしていると、俺のことをカモだと思う哀あわれな不良が釣つれるからさ。そいつらと裏路地に行って、俺の能力で殺す寸前まで追いつめて、心を折るんだ。そうすると洗脳がやりやすいからね。本当に、あの時はうまくいきそうだったのに……お兄さんのせいで二度手間になったじゃないか！」

「ぐっ!?」

　徐々に語気が強くなり、言い終わるとともに俺は強い力で肩かたを殴られた。くそ……！

「な……！　あ、あなたが館川……！」

　俺達の会話の最中に心の声を聞いた八野がそう漏らす。

「へえ！　本当に心が読めるんだ！　そりゃあいい！」

　館川は嬉しそうに笑い、八野の方に向かい始める。

「八野！　ここは俺が食い止める！　だから逃げろ！」

「…………はい！」

　一いつ瞬しゆん躊躇ためらったものの、八野は視線を俺から前に変えて走り出す。そうだ、それでいい。

「逃がさないよ」

　少年──館川が八野を追いかけようとする。しかし、そんなことはさせない。

　俺は館川の足を摑つかみ、精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうを試みる。

「あー、お兄さんも偽ぎ善ぜんマンか。面めん倒どうくさいなあ」

「ぐぁ！」

　不快感を一いつ切さい隠かくすことなく、館川は俺の顔面に蹴けりを一発入れた。だから何だってんだ。

「……なにが目的だ。なんのために街の人達を洗脳している」

「……人々を俺が支配して、この街を平和にしたい」

「……あ？」

「茅ち島しま──お兄さんも会ったろう？　あのセクシーな女性さ。彼女の力を使って男達を洗脳して、俺の力でその他の人々を心ごと屈くつ服ぷくさせて、多くの人間を支配していきたい」

　館川は子供のように目を輝かがやかせて、自身の夢を語り始める。

「今、超ちよう能のう力りよくのせいで世間の治安はどんどん悪くなっている。この街も同様にね。だから、俺が治してあげたいんだよ！　俺は自分が世界を変えられるほどの人間だとは思っていない。でも、この街くらいなら──俺の力でどうにかできる。そう思ったんだ。俺はこの街で生まれ育って、愛着もあるしね。誰だってそうだろう？　自分の住む街は、他人に誇ほこることができる、素す晴ばらしい街であってほしいじゃあないか！」

　その目は、その語りは。純じゆん粋すいな小学生みたいで──正直、気持ちが悪い。気味が悪い。

「本当は力を知ってすぐにでも行動に移したかったんだけど、いかんせん自分自身の身体能力が貧ひん弱じやくだったからね。しばらくの間は自己研けん鑽さんの日々だった。結果計画の始動は遅おそくなってしまったけど……まあ、確実性を取るには仕方のない事さ」

　計画性に富んだ犯行ってことかよ！

「そして今、この街の人々は少しずつ、しかし確実に俺の支配下に置かれていっている。俺の下にいる限り、彼らは犯罪を起こす気になんかならない。俺はただ、皆が安心して暮らせる街を作りたいだけなんだ」

　確かに、先週牧下さんとすすきの駅周辺を歩いた時、街に妙みような違い和わ感かんがあった。あの時には既に、この男は街の人々へ洗脳を着実に施ほどこしていっていたという事だ……！

「……そんなこと言っている割には、不良以外の──善良な一いつ般ぱん市民にも手を出してるみてえじゃねえか。門倉さんは、なんでてめえみたいなのに協力してるんだよ」

「ああ。彼女は不良狩りを目もく撃げきしてしまったからね。茅島の能力の対象外であるそういう目撃者は俺の力で屈服させて、俺の言うことを聞くお人形にしているんだ。皆が安心できる街にするためには、善人悪人問わず思想も統一すべきだと思ってね。それに、君みたいな嗅かぎまわる輩やからを捕まえるのにも重宝するんだよね」

　俺の姿を見て余よ裕ゆうだと思ったのか、館川は楽しそうに俺の質問に答えていく。

「ちなみに、目撃者や被害者を全て隠いん蔽ぺいしなかったのも作戦だよ。少し泳がすことによって、君達みたいな異分子が見つかりやすくなるからね」

「その結果が『前自』の被害者達か……！」

「ああ、彼らね。そうそう。正義感に駆かられて向かって来る奴って結構多いんだね。正直そこは見くびってたよ。まあ……全員そこまで強くなかったけど」

　俺と同じく街と住人の安全のために動いている方々を痛めつけるのは少々心苦しかったけど多少の犠ぎ牲せいは仕方がない、と館川は何でもないように締しめくくった。……頭、おかしいんじゃねえの？

「なんで下着ドロなんてやらせた……？　お前が言うその目的には合がつ致ちしねえだろ……むしろ、お前が犯罪行こう為いを促うながしてんじゃねえか……」

「お、それもわかっているんだ、凄すごいね。ああもしかして、一週間前に一人捕まったって報告があったんだけど、それはお兄さんの仕し業わざかな？　そうそう、あれは俺達が命令したんだ。俺の能力のため、それから、茅島の洗脳にどこまで従順になれるかの実験のためにね。今後この街の住人全員を支配下に置くためにはやらなきゃいけないことだったからね」

「園山さんを殺そうとしたのも、お前か？」

「ああ、お兄さんが守ったんだよね。びっくりしたよ、まさか体を張って助けるだなんて。警官に殺させるってのはいいアイデアだと思ったんだけどなあ。まあ生き返りなんて能力を持っているならそんな行動取るのもわからないでもないけど。カッコいいね。でも俺の理想の街にはそういう思考の人はいらないかな。園山燐然しかり、自治組織の連中然り、過度な正義を振ふりかざす奴ってのは今後邪じや魔まになるだけだから」

「……なんで俺の能力を知っている？」

「いくら俺らが行動力に満ち溢あふれているとしても、二人でやれることには限界がある。そこに協力者が現れてね。俺らに歯向かいそうな危険因子や、自治組織の主格の能力を教えてもらっていたのさ。お兄さんや八野心の能力は、出会ったあの日のうちに聴いていたよ」

　そんな早くから目を付けられていたのか……くそ！

「それにしても」

　館川は俺の顔面を片手でがっと摑み、握にぎりつぶすかのように力を加えてくる。

「ぐぅ……！」

「時間とかタイミングとか能力とか、色々練った作戦だったから自信あったんだけど。あれならあの園山燐を殺せると思ったんだけどなあ」

「……そ、園山さんは平和を守る立場だぞ。お前の物言いだと、殺す必要はない、だろ」

「さっきも同じようなこと言ったでしょ。自分の正義が確立されている人間は御ぎよしにくい。それに加えて能力的にも身体的にも俺より強い。その時点で、それは計画にとっての脅きよう威いだ。基本的に俺は人を殺したくないんだけど──あのレベルはそうせざるを得なかった。平和を守る立場の人間を殺すのは確かに俺からしてみても辛つらいものがあるが、仕方がない」

　仕方がない。人を殺すのを、仕方がないで済ますのか、こいつは。

「なんでそこまで園山さんを敵視するんだ……!?　あの人は、一体……」

「あー、お兄さん知らないのか。うーん、教えてもいいんだけど……」

　館川はほんの一瞬だけ考える素振りを見せたが、

「そろそろ俺もあの子を追わなきゃだから、それはまたの機会があったら話してあげるね。洗脳した人達が探してくれてるだろうから、見つかるのも時間の問題だろうけど──あ」

　館川は俺の髪かみを握り、




「ボロボロだから大だい丈じよう夫ぶだろうけど、このままここに居られて、通報でもされたら厄やつ介かいだし。そうだなあ、死んでも生き返るんなら問題ないか。殺そう」




「──!?」

　ぞくりとした。館川のその思考回路に。こいつは──ヤバい。

「ええと……あったあった」

　おもむろに、館川は懐ふところから大きめのカップのブラジャーを取り出した。

　いやどういうことだよ。どんな変態だよ。それでどうやって殺すつもりなんだよ。

「頭に被かぶれば変身でもすんのかよおい……！」

「ああー、惜おしいね。これは俺の能力さ。下着を持っている間、俺の腕わん力りよくは格段に上がる」

　館川はブラをぐっと握り締める。

「だからさっき言ったろう？　能力のために下着ドロをさせていたってね。下着はいくつあっても足りないのさ。一回使ったら下着もろとも一定時間で消えちゃうから、使いまわしが出来ないんだ」

　洗脳の後こう遺い症しようで盗とってくるのはブラばかりだったけど、と館川は心底がっかりしたように呟つぶやいた。そこで色気づいてんじゃねえよ……！

「さてと」

　館川は冷ややかな目で俺を見る。

「制限時間もある。そろそろ殺すね。じゃあ、ばいばいお兄さん」
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　そして館川はまるで淡たん々たんと作業をこなすかのように、俺の顔面めがけてブラを握り締めたその拳こぶしを振り下ろした。

　俺は死んだ。








四章「情けは俺のためにある」









　回想を終える。不安だ。八や野のは一体どうなった。館たち川かわと茅ち島しまは？

「藤ふじ坂さかさん落ち着いてください」

「……わかってます。でも、それでも……」

　気になってしまって仕方がない。早く生き返って、みなすけ荘そうにそれを知らせないと。

「……ごめんなさい。こんな時に、私は力になれない」

　本当に申し訳ありません、と女め神がみ様が謝あやまってくる。

「そんなことないです。やめてください」

　焦しよう燥そう感を覚えながらも、俺は女神様の頭を上げさせる。女神様はなにも悪くない。

「…………」

　それよりも早く傷は癒いえないのか。戻もどったらまず皆みんなになんと話そうか。八野は逃にげ切ることができただろうか。頭の中で色々なトピックスがぐるぐると巡めぐり続ける。すると、

「落ち着いてください」

「め、女神様？」

　女神様が、そっと俺を抱だきしめてくれた。小さいながらも柔やわらかさを持った胸が俺の頭を包み込む。いや、包み込むというのは比ひ喩ゆ表現であって決して包み込まれてはいないのだが。包み込むことすらままならないサイズではあるのだが。

「焦あせっていては、出来ることも出来ません。一度落ち着いて、頭を冷やして冷静になって物事を判断してください。大丈夫、藤坂さんならできます。でも、どうか焦らないで。ペースを乱さないでください」

「……女神様」

　その声が俺を癒やしてくれるんですよ。女神様はその後なにも言わずに数分間俺を抱きしめ続けてくれた。女神様の心音を聴きいていると、心がどんどん落ち着いていくのが分かる。

「……女神様、ありがとうございます。おかげさまで大分落ち着きました」

「いえいえ」

　慈いつくしむような、神々しくも儚はかない笑顔を女神様は俺に向ける。

「傷は癒えました。いつでも戻ることが可能です」

「わかりました」

　俺は肩かたを回し、やる気を整える。

「よし！」

　女神様は、いつものように指を鳴らす。突とつ如じよとして門が現れた。

「ちょっと頑がん張ばってきます」

「はい。行ってらっしゃい。──頑張って」

　女神様は俺の背中をトン、と優やさしく押してくれる。

　そのまま俺は勢いよく門をくぐり──生き返った。







　生き返った先は喫きつ茶さクロックのカウンターだった。ああ、そうか。そういやセーブポイント更こう新しんしてなかったな。

「藤坂……!?」

　俺が現れる瞬しゆん間かんを見ていたのか、久く地じ中なかさんが驚おどろいたように俺を見つめる。と、隣となりから佐さ山やまさんが駆け寄ってきた。

「工こう輝き!?　アンタ、なんで……まさか！」

「……そのまさかです。俺は殺されて──転送されて戻ってきました」

　心配そうな顔を向ける二人。何事かと、古本屋の方から牧まき下したさんも顔を出す。

「お、工輝君。帰ってきた──わけではなさそうだね」

　俺達の表情を見て、瞬時に何事かを察した牧下さん。さっそく事情を説明しなければ。

「そうだ、八野！　八野は帰って来てますか!?」

「八野？　いや、八野はまだ帰って来てないが──」

「そんな……！」




「──た、だいま、帰りま、した」




　久地中さんの答えに俺が絶望感を味わおうとしたまさにその時。入り口から、息を切らした八野が入ってきた。

「八野！　無事だったのか！」

「はあ、はあ、はあ……はい、なんとか……。なんとか振り切ることができました……」

　はあはあと言いながらも目立った外傷もないようだ。八野のその姿を見て俺は安あん堵どする。

　何事か、と久地中さんら三人は顔を見合わせる。そうだ、説明しないといけない。八野が帰ってきたからといって、決して問題が解決したわけではないのだ。

「あのですね──」

　俺は三人に先ほど遭そう遇ぐうした全てを詳しよう細さいに話した。本屋でのこと、茅島という女が洗脳をしていたこと、館川という男──その全てを。それを聴いた三人は少しばかり表情を強こわ張ばらせる。そんな中、最初に口を開いたのは久地中さんだった。

「藤坂、お前も手を引け。これ以上この事件に関わるとろくなことにならない。八野が捕つかまったなら話は別だが、現にこうして帰って来ているわけだし」

「う……」

　久地中さんの言っていることはもっともだ。あのレベルは俺の手には負えない。

「アタシも同意見。工輝を殺した仇かたきをとってやりたいとか、一発ぶん殴なぐりたいとか、まあ思うところは色々あるが──これ以上首を突つっ込んだら更さらなる被ひ害がいを食らいかねない」

　元ヤン故ゆえの過激な発言を織り交ぜつつ、佐山さんも久地中さんの意見に同調した。

「私も……同意です」

　八野も意見は同じのようだ。……あれだけ今回の事件を解決したいと決心していたのに……と思ってしまったが、まあこれが普ふ通つうの反応だろう。八野は俺とは違ちがって死ぬし、心を読むことでのダメージもデカい。深追いさせてはいけないだろう。

　俺としても、勿もち論ろんのことだが、八野を死なせたくなんてない。

　ちらりと八野の方を見る。不安そうな表情で周りを見み渡わたしていた。

「牧下さんはどう思いますか？」

「私かい？　私も元々手を引いた方がいいと思っていたからなあ。今回の騒そう動どうからは離はなれた方が良いとは思うんだけど……心こころちゃんが狙ねらわれている、っていうのは気がかりだし」

　牧下さんに話を振ふってみる。こういう時、一番正しい判断を下せるのはなんだかんだでこの人だ。しかし牧下さんの中でも『事件解決』と『住人をこれ以上巻き込みたくない』という二つがせめぎ合っているのか、なかなか答えを出せない。確かにこのまま放っておいても、あいつらの目的が八野の奪だつ取しゆである限り平へい穏おんは訪れないだろう。しかし、かといって事件を解決するには力が足りない。『前自』も何人かやられている今、そっちに頼たよることも難しくなっている。そして、ついには腕うでを組んで考え込んでしまった。釣つられて俺達四人も腕を組んでしまい──。

　と。

　唐とう突とつに俺は八野の前に向かう。

「？　藤坂さん、どうかしましたか？」

「ちょっと失礼」

　そういうと俺は、状じよう況きようをよく理解していない八野の方に手を差し出し──




　そのまま胸をドアノブを握にぎるように摑つかんだ。




「ふわあああああ!?」

「やっぱりだ！　誰だれだお前は！　久地中さん！　申し訳ありませんが一いつ旦たん店に鍵かぎをかけてください！」

「わかった！」

　八野は悲鳴を上げ、女性陣じんは何が起こったのか理解できていない御ご様よう子す。




「こいつは偽にせ物ものですよ！　恐おそらく、『自分に対する他人の認識を変える』のような能力です！　残念だったな偽物！　八野の胸は──握るほどない！」




「！」

　偽物が愕がく然ぜんとした表情を浮うかべる。やはりか！

「そもそもさっきからちょいちょいおかしかったんだよ！　八野なら俺が心の中でセクハラしたらすぐに赤くなるし、腕を組む人間には親の仇を見るような視線を送るし、そもそも胸が小さいから腕組みなんかしないんだぞ！　似せるならもうちょい頑張れよ！」

「なんか心が若じやつ干かん可哀かわい想そうに思えてきたわ……」

　ぼそりと佐山さんが呟つぶやいた。

「さて、とりあえず逃げられないように──」

　手を取って縛しばろうと、未いまだに擬ぎ態たいを解とかない偽物の腕を摑もうとした、その時だった。

「や、やめてください！　暴力は……殴るのだけは……！」

「うお!?　いや別に殴ったりはしないって。ちょっと逃げられないようにするだけで」

「ごめんなさい……暴力だけは……ごめんなさい……ごめんなさい……」

　偽物は虚うつろな目で謝罪を繰くり返す。な、なんだ？　一体どうしたっていうんだ？

「恐らくその館川とかいう男の仕し業わざだろう。先ほど言っていた妖よう艶えんな巨きよ乳にゆうでは洗脳できない人々を、暴力によって無む理り矢や理り支配しているんだ」

　牧下さんはそう言うと椅い子すからスッと立ち上がり、偽物の方へと歩き出す。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

　あそこまでいくと、さすがに可哀想だ。彼女も被ひ害がい者しやの一人に過ぎないのだろう。

「任務失敗した……殴らないでください……ごめんなさいごめんなさいごめんなさい──」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　謝罪の言葉を羅ら列れつするばかりの偽物に対して牧下さんはそう優しい声こわ色いろでささやき、そのまま──強く抱きしめた。

「ここには君に暴力を振るうような人間はいないから、大丈夫。今まで怖こわかったね。ここは安全だから。落ち着いて、私達に事情を話してほしいんだ」

　母性の塊かたまりだ。普ふ段だんはアホ経営者なのに、ここぞという時は凄すごいんだよな。やっていることは、さっき女め神がみ様が俺にしてくれたことと全く同じなんだから。

　ひっく、ひっくと泣き声が聞こえ始める。……偽物が出しているものだ。牧下さんの言葉に安堵したのだろう。牧下さんは、そのまま少しの間、偽物を優しく抱きしめ続けた。

「……少しは落ち着いたかな？」

　泣き声が弱まったところで、牧下さんは偽物に優しい口調でそう問いかける。

「抱きしめて分かったけど君の身長、心ちゃんよりちょっと小さいね。もう大丈夫だから、出来ることなら能力を解除してほしい」

「……はい。わかりました」

　偽物はしゅるり、と服の上着を脱ぬいで、

「ごめんなさい……」

　その声はどこかで聞いたことのあるもので──

「──門かど倉くらさん！」

「……藤坂さん、すいません」

　八野に扮ふんしていたのは、あの時の本屋の店員、門倉莉り子こだった。服装は今日の八野のもの。胸のサイズが合っていないのか、全体的にきつそうだ。

「……」

　門倉さんは、申し訳ないというように目を背ける。

「ごめんね。本当はもう少しゆっくり時間をかけて君の心を和やわらげて、そこから話を聞きたいんだけど──今は残念ながら時間がない」

　牧下さんは口調も表情も声色も、全部優しいままに門倉さんに語り掛かける。自分好みの低身長だっていうのに、いつもと違って息を乱さない。佐山さんがコーヒーを淹いれ、彼女の目の前に置いた。

「君が知っていること、それを教えてほしいんだ。そうだな──門倉、莉子ちゃんだっけ？　まずは君の能力を聴きこうかな。それ、心ちゃんの服だよね？」

「……は、はい。私の能力は、『他人の服を着ることによって、他者の私に対する認識をその服の持ち主に変える』能力……。館川は『この女を捕とらえたと気づかれると面めん倒どうだから、それまで変装して時間を稼かせげ』と言い、私を送り出しました」

[image: ]

　捕らえられた……！　八野！

「その服が八野のものってことは……！」

「あ、あの女の子は今、恐らく下着姿かと……」

　許せねえ！　館川の野や郎ろう、そんな至福の時間を独り占じめしやがって──じゃなくて、八野を辱はずかしめやがって！

「表情が煩ぼん悩のうと怒いかりでおかしなことになってるぞ」

　久地中さんに突っ込まれる。そ、そんなことないですよ。

「莉子ちゃんが言いなりになっていた理由は、さっき言った洗脳方法で合っているかな？」

「はい。館川は人々を支配するため『不良狩がり』をし、そしてその目もく撃げき者のうち、女性は殴って心を屈くつ服ぷくさせて、洗脳に限りなく近い状態──所謂いわゆる、操あやつり人形にしていたんです」

　館川自身がそう言っていたから間ま違ちがいはないはず。俺の説明に門倉さんはこくりと頷うなずく。

「……わ、私は茅島によって洗脳された男性に捕らえられ、館川に心から屈服するまで殴られ続けました。何度も、何度も何度も……！」

　暴力による支配。痛みと恐きよう怖ふを植え付けることで、自身の駒こまにする。本当に、最低だ。

「……そして、気がつけば私の心は折れ、支配され、館川達の駒の一つになってしまった」

　そういう門倉さんの顔色は悪くなる一方だ。許せねえ。

「なるほど。心ちゃんもそうやって心ごと支配するつもりなのか──悠ゆう長ちように構えている時間はなさそうだ」

　牧下さんは目を細め、

「その組織の頭。館川と茅島の能力は──館川が下着を握っている間強くなる、だっけ？」

「正確には『一定時間、下着を握っている間だけ攻こう撃げき力が上がる』です……。運動神経が上がるのではなく、単純なダメージ量のみが増加する……」

　そういや言っていたな、しばらくは自己研けん鑽さんの日々だったと。身体能力を上げることで、より強いダメージを与あたえようとしていたのか。

　門倉さんはおもむろにシャツを脱ぎ、下着姿の上半身を露あらわにさせる。

「……なんだよこれ」

「ひでえもんだ」

　佐山さんと久地中さんが各々感想を漏もらす。門倉さんのお腹には──殴られたことによってできた、無数の痣あざがあった。

「私よりもっとひどい状態になった方も大勢います。折れるまで何度も何度も、休む暇ひまも与えず殴り続ける……そうやって、人を『恐怖』を使って自分の駒にしていくんです」

　門倉さんは泣きそうな顔で言う。なにが安心して暮らせる世界、だよクソ野郎……！

「聞く限りだと、茅島の方は『自分に欲よく情じようした人間を操る』って感じかな？」

「はい……。詳しよう細さいはわからないのですが……恐ろしい能力です。茅島はかなりセクシーな体形ですので、男は全員彼女によって手て駒ごまにされていました」

「なるほど……どちらとも厄やつ介かいな能力だな」

　みなすけ荘そうで動くなら、注意するのは館川だけで十分そうですけどね。俺も久地中さんも、あの女に欲情なんか一ミリもしないだろうから。

「他に頼ろうにも、『前自』も今は主力級が欠けているからね……一応要よう請せいはしてみるけど、早めに動いてくれるかどうか」

「そういうことなら、俺と藤坂の二人が行こう」

「亮りよう君」

「俺と藤坂ならその洗脳は通用しない。俺の能力で気配を消せば、八野を救出できる可能性も高いだろ」

　久地中さんのその提案に、牧下さんは少し考え込む。と、そこに、

「アタシも行く」

　佐山さんが名乗り出た。

「花か恋れん……駄だ目めだ。危険すぎる」

「大丈夫だよ。館川とかいう野郎はさすがに厳しいかもしれないが……ただの不良ならいける。アタシも今ちょっとイライラしてんだよ。行かせろ」

　佐山さんのその言葉に久地中さんは少し考え込み、

「……わかった。だが無理はするな。俺はお前に傷でもついたら──」

「大丈夫だっての」

　自信たっぷりの笑みを浮かべる佐山さん。それを見て、久地中さんは言葉を引っ込める。

「いいのかい？　これは『みなすけ荘』の活動じゃない。強制じゃあないんだよ？」

「構わん」

　牧下さんの確認に、久地中さんは間かん髪はつを容いれず答えた。

「これは個人的な活動だ。同じ家に住む奴やつに何かあって、それが喫きつ茶さ店てんに悪い意味で影えい響きようしてしまったら困る。俺と花恋のバラ色結けつ婚こんライフが台無しだ」

　久地中さんの言葉に続いて、佐山さんもにやりと笑いながら言う。

「アタシも個人的な活動だよ。まあ、活動っていうか、友達助けに行くだけなんだけどな」

「そうか。じゃあ私も個人的に活動を行おうかな。心ちゃんは私の好みドストライクの身長だからね。まだ堪たん能のうしていないのに、いなくなって貰もらっちゃあ困る」

　そんな風に好き勝手言い放つ三人を見て、こんな時なのに笑いがこぼれてしまう。ああ、良い家だ。この家に住めて良かった。

「……皆みなさん、ありがとうございます。じゃあ早さつ速そく行きましょうか、八野のところへ──って、そういや肝かん心じんの居場所が分からないですね」

　今から闇やみ雲くもに探したところで時間の無む駄だだ。どこかそれっぽい場所……も思いつかない。

「門倉さん、何か知っていますか？」

「……さ、サッポロファクトリーの映画館です。あそこで館川は八野さんを洗脳する。そういう計画になっています」

「ファクトリー……中央区だね。映画館なら二階か」

「ファクトリー……？」

　なぜわざわざ人目の付くところに行ったんだ……？　ファクトリーは、複数の棟とうからなる大型商業施し設せつ。少なくとも、人を攫さらった奴が行くところではない。ド定番かもしれないが、廃はい工こう場じようみたいな、人気の全くないガチファクトリーみたいなところに行くのが定石なんじゃあないのか……？　一体何を企たくらんでいる？

「ファクトリーか、わかった。俺が車を出すから全員乗り込め。時間が惜おしい」

「了りよう解かい！」

　久地中さんがカギを操作し、車のエンジンをかける。佐山さんも準備はいいようだ。

「あ、すいません久地中さん。冷蔵庫開けさせてもらいますね」

「ん？　構わんが一体何が必要なんだ？」

「いやちょっと……八野の能力を止めなきゃいけないかもしれないんで……」

「？」

　話を聞いた限り、恐おそらく八野の能力の発動条件はこれな気がする。確証は無い──が、可能性が少しでも存在するのなら、持っていくに越こしたことはない。

　間違ってたら後で謝あやまればいい。本当はもっと時間がある時にゆっくり検証したかったんだが……そうも言ってはいられない。奴らは八野の能力を悪用しようとしている。それだけは阻そ止しせねば。せっかくあいつが能力をいい方向にとらえ始めたっていうのに……！

「あんなことを言った手前申し訳ないけど、私は莉子ちゃんとここで待機しているよ。私が行ったところで足手まといにしかなりそうにない。彼女を一人にしておきたくないしね」

「むしろ助かりますよ。いつ奴らの手先が来るかわからないんで、気を付けてくださいね」

「そっちこそ。気を付けてね」

「はい！」

「準備は出来たか？　出来たなら行くぞ」

　久地中さんが俺を呼び出す。どうやら佐山さんは既すでに乗っているようだ。

「今行きます！」

　俺は冷蔵庫から取り出したある物をポケットにしまい、上着を羽織る。

　待ってろよ八野。今──助け出してやる。




　　　　＊　＊　＊




　子供と一いつ緒しよに出で掛かけていた帰り道。突とつ如じよ、私は事件を目撃してしまった。

　前まえ髪がみをピンで留とめた女の子が、複数名の男に捕つかまえられて、車に押し込められる瞬しゆん間かんを。

　咄とつ嗟さの判断で娘むすめを抱だきしめ物もの陰かげに隠かくれた私を、我ながら褒ほめてやりたい。

「…………！」

　まだ震ふるえが止まらない。恐ろしい。事件を目まの当たりにするのが初めてなのもあるだろうが、それ以上に──

「……ママ。いまくるまにのってたのって──さっきのおねえちゃん？」

「!!」

　娘──曜ようちゃんが不安そうな目で私にそう尋たずねた。曜ちゃんもわかっているのだ。先ほど曜ちゃんを見つけてくれた、親切なお姉ちゃんが事件に巻き込まれたことを。

「曜ちゃん……」

　私は弱々しく曜ちゃんの頭を撫なでる。はあはあと呼吸が荒あらくなる。

　でも。

「今度はママ達が恩返ししなきゃね……」

　曜ちゃんを助けてくれた彼女を、見放すことなんて出来ない。

　でも、私になにが出来る？　能力も持っていない、一いつ介かいの主婦の私に。

　どうしようどうしよう、と曜ちゃんと共にその場でキョロキョロしていると──




「おい。どうかしたかそこの母娘おやこ。なんか困ってることでもあるのか？」




　と、後ろから凜り々りしい声が聞こえてきた。

　恐る恐る振ふり返ると、そこにいたのは──。




　　　　＊　＊　＊




「……なんの変へん哲てつもない、いつものファクトリーだな」

　車を目的地近くの駐車場においてから数分後。俺達はファクトリーの目の前に来ていた。人通りは多く、今もファクトリーには続々と人が入店していく。休日だしそりゃそうだ。

　俺達三人は久地中さんの能力を使い、まずは付近に敵がいないか探たん索さくしていた。

「不気味なぐらい周りは普ふ通つうだな……本当にここにいるのか不安になっちまうくらいだ」

　佐山さんが目つきを更さらに鋭するどくしながら感想を述べる。

「……でも、少し妙みようですね。入店している人々は大勢いるのに、店から出て来る人は一人もいない。退店する人が大勢いないのはおかしい！　とまでは言いませんけど、さすがに一人か二人は出て来てもいいんじゃあ……」

「となると、やはり問題は中だろうな。花恋」

「あいよ」

　佐山さんは腰こしにぶら下げたステッキから黄色のものを手に取り、目を凝こらして一階の様子を確かめ始める。

「……中もぱっと見いつもと変わらなさそうだぜ。でも、こう、なんていうか……」

　佐山さんは目を凝らしながら、

「客に覇は気きが無いように見える。いつものファクトリーはもっと活気づいてるような気がするんだが」

　……どういうことだ？　男性客ばかりなら茅島の洗脳で話が終わるが、客全員ならそういう訳にもいかない。館川の洗脳（という名の暴力）も聞いた感じだとそれなりの時間を要するみたいだし……もっと大がかりな『何か』が中で行われているのか？

「ああでも、ぱらぱらと不良も交じってるな。きょろきょろ辺りを窺うかがってるみたいだから、あいつ等は恐らく茅島とかいう奴の息がかかった奴らだろう」

「十分だ。結局のところ、行ってみるしかないようだな」

　さて、後はどう乗り込むかだ。見えてはいないものの、どうせ洗脳で向こうは大勢、こっちはたったの三人。戦力としてはあまりにも差が開きすぎている。

「俺の能力で進むか。この人混みだ、気配を消せば殆ほとんど気付かれないだろう」

　久地中さんの案に乗り、俺は右手、佐山さんは左手をそれぞれ握にぎる。

「左だけだったら最高なんだがな」

「いきなり振り解ほどいたりしないでくださいよ……？」

「アンタら結構余よ裕ゆうあるなオイ」

　佐山さんは青色のステッキに持ち替かえ、

「遠くはアタシが見とくから工輝は近くを索さく敵てきしといてくれ。亮はアタシらの先導を頼たのむ」

「任せろ」

　しかし、映画館に近い入り口から入ろうとしたものの、

「ドアが開かねえな」

「映画館に近い出入り口を封ふう鎖さしてんのかもしれん。仕方がない、別の入り口から入ろう」

　出で端ばなを挫くじかれてしまった。気を取り直し、俺達は映画館に近い棟からファクトリーの内部に進入していく。

「これは……」

　ファクトリーの中に入った瞬間、俺達の目に映り込んできたのは、異様な光景だった。

　客はいるのだ。いつもと遜そん色しよくないほどに。しかし──声が聞こえない。

　よくある『がやがや』という擬ぎ音おんが全く発生しないほどに──無音だった。

「気味が悪わりいな……人が人じゃないみたいだ」

　佐山さんが小さい声で言う。確かに。歩いて買い物をして、行動だけ見れば普通の人なのに、そこに人らしさが感じられない。まるで、人形のようだ。

「気にしても仕方がない。俺達に害は無いようだし、今は無視して先に進むぞ」

　そう言って久地中さんは俺達の手を引っ張る。そうだ。この状じよう況きようも何とかしたいが、まずは八野を助けなければ。

　覇気の無い目をして機械的に日常を描えがく客を横目に、俺達は目的地に向かう。

　久地中さんが階段の方に向かったその時──




『ぐぁ……うぅ……あぁ……あぅ……』




「ぐぅ……!?」

　頭に直接何かが響ひびいた。痛み・悲しみ・苦しみ──負の感情が痛々しい叫さけびと共に頭にガンガン訴うつたえてくる。

「つっ……これは？」

「我が慢まんできないこともないけど、気持ちが悪くなる……！」

　二人も足を止め、その場に立ちすくんでしまう。

　この感覚……頭に直接伝わってくるこの感覚……そしてこの声は……!?

「まさか──八野!?」

　忘れるはずもない、八野が勇気を出して、俺に感じさせてくれたものだ。そして、その叫びが終わったと同時に、別の言葉が頭に流れ込んできた。




『無言で……買い物を……しろ……仲間外れは……排はい除じよせ……よ……』




　八野の声で、しかし明らかに八野ではない『何か』の命令が心の中に響き渡わたる。なんだよこの気味の悪い感覚……！　体の内側から攻せめられているみたいだ……！

「……どういうことだ？　八野の『送信』は、ここまで広こう範はん囲いに及およぶものだったのか？」

　久地中さんが顔を顰しかめながら尋ねる。

「わかりません……でも、この声は間ま違ちがいなく八野のものです。八野が危ない──早く助けに行かないと……！」

　重い足を、気合でなんとか前に出す。こんなところで止まってられない！

「一人で行こうとするな。手を離はなしたら元も子もない。──いくぞ」

　久地中さんはあくまでも冷静に、一歩ずつ確実に歩みを進める。しかし握っているその手からは汗あせがにじみ出ていた。負の感情を我慢しているんだ……あの久地中さんでさえも。

　最後に放たれたあの言葉。そして、内側から侵しん食しよくされていくあの感覚。もしかして、いや絶対に。あの言葉は館川から放たれたものだ。ということは、これは──八野を使って、洗脳を行おうとしている……？　八野。一体お前は──何をされているんだ。

　階段を使い二階へと上がる。一階と同じように多くの一いつ般ぱん人が無音で日常を描いていた。

「多分これも館川の仕業だよな……一体何を考えてるんだ？」

　佐山さんの疑問を聞いて、俺は館川が言っていた一言を思い出す。

「……あいつは、『皆みんなが安心して過ごせる街を作りたい』って言ってました。もしかしたら今、ファクトリーでは──館川の『街作り』が行われているのかも……」

「定期的に流れる『負の心の送信』と『命令』は、それに関係があるってことか」

　久地中さんの言葉に俺は首を縦に振る。多分八野は『何か』を館川からされていて、それによって生まれた負の感情と、囁ささやかれた言葉をそのまま送信している。しかしどうやって？　『心の送信』はチョコを食べると無差別に送信されるものの──ここまで広範囲をカバーできるものではなかったはずだ。

　考えながら俺達は、映画館へと歩みを進めた。




　　　　＊　＊　＊




　仕事が終わった。今日も疲つかれた……。しかし、プレゼンが成功してよかった。あの時資料を忘れて、そのまま失ってしまっていたら……ゾッとする。いやいや、でも結果大成功だったんだ。そうだ、今日は何か美味おいしいものでも食べて帰ろう。

　なんてことを考えながら帰路についていると、なにやら凄すごい場面に出くわした。




　小さな子供を連れたお母さんが、頭には警察帽ぼう、上半身はノースリーブの警察制服、そして下にはブルマを穿はいた女性に絡からまれていた。




　なんだアレ!?　思わず声を出してしまいそうになる。危ない危ない。

　危険そうなものには手を出さない方が良い。僕は腕うでっぷしも強くないし……。

　そう思って、立ち止まっていた足を帰り道の方へと動かそうとしたその時。一週間前、見ず知らずの僕を助けてくれた少年の事を思い出した。僕が資料をどこかに忘れてしまい、一人で慌あわてふためいて必死に探していた時、一人だけ僕のことを助けてくれた少年。

「…………」

　気が付くと、僕の足は母娘と痴ち女じよの方へと向かっていた。僕も彼のように、誰だれかを助けてあげられるだろうか。そんなことを考えながら、三人の方に近づく。すると、その会話の内容が聞こえてきた。

「誘ゆう拐かい？」

「そうなんです！　娘むすめを助けてくれた女の子が、不良の集団に連れていかれてしまって」

「おねえちゃん、なきそうなかおしてたの！　ちじょのおねえちゃん、たすけてあげて！」

「その年で痴女って言葉知ってんのかよ、末すえ恐おそろしい子供だな……。あー、助けたいのはやまやまだが、なんかもう少し情報ねえか？　名前とか、見た目とか……。さすがになんの情報もなしに闇やみ雲くもに探すのは難しいぜ」

「ええと……名前は確か……一いつ緒しよにいた男の子に『八野』とか呼ばれていたような……？」

「男の子」

「はい。私達を助けてくれた時は、男の子と二人で行動していたんです。私が曜ちゃんを捜していたら、まずはその男の子が声をかけてきてくれて。積極的に人を助けようとしていた、良い方だったのですけれど……」

「ふうん……」

　その言葉を聞いて、僕の鼓こ動どうが速くなる。

「あ、あの」

　思わず声をかけてしまった。三人が僕の方を見る。

「も、もしかしたら僕も、その男の子に助けてもらったかもしれません」




　　　　＊　＊　＊




「おい、着いたぞ」

　考えがまとまる前に、映画館に到とう着ちやくした。もういい。考えたってしょうがない。要は助けてしまえばいいのだ。

「ちょっと待て。乗り込む前にアタシが中を確かく認にんする」

　そう言って佐山さんはまたもステッキを持ち替える。ただでさえ悪い目つきを更さらに悪くして、映画館の内部を透とう視ししてみると──

「案の定、エロいこと考えてそうな不良がうじゃうじゃいるな」

　ですよね。途と中ちゆう何度か八野の心の声が響いてきたものの、一階・二階と映画館に来るまでの道のりは正直言って手て薄うすだった。主犯がいるこの場所に警備を固めたんだろう。

「じゃあ、後はどうやって侵しん入にゆうするかですね。映画館とは言ってましたが、具体的な場所は言ってなかったですし。いずれかのシアターの中かとは思うんですが」

「まあ、正面突とつ破ぱで総当たりだろ」

「え!?」

　佐山さんの思いきった発言に思わず驚おどろいてしまう。

「さすがにあの量だと気配を消したところで気づかれんだろ。亮の能力はあくまで『気配を消す』だけであって、姿そのものを消すわけじゃねえんだし。場所に関してはアタシがまた透視を使って一シアターずつ見るしかねーよ」

「いや、ですが……」

「それに、洗脳系の能力なんてのは大本を倒たおせば解けるもんなんだよ。その茅島とかいう痴女を倒せば敵も一いつ掃そうできる。アタシが先せん陣じん切ってやるから心配すんな」

「いや何言ってるんですか。心配しかないんですが」

　不安しかないんですけど。これ、失敗は出来ないんですよ？

「佐山さんが危ない事言ってますよ？　久地中さんもなんとか言ってくださいよ……」

「……赤系のステッキは持っているのか？」

「勿もち論ろん」

　久地中さんの質問に対して、佐山さんはにやりとしたり顔で応えた。赤系のステッキの能力は確か──『動体視力を上げる』だったか？

「……わかった。花恋の案で行こう」

「ええ!?」

　あの久地中さんが!?　佐山さんが怪け我がでも負おうものならその根源を世界から存在ごと無くすことだって辞さない、と真顔で言えるレベルで過保護なあの久地中さんが了りよう承しようした!?　さっきの質問、そんな重要なものだったの!?

「なに驚いてんだ藤坂。俺だってそんなこと許可したくないが、それが一番成功の可能性が高いんだから仕方がないだろう」

「成功の可能性が高いってどういう」

「お前も聞いたことぐらいあるだろう。花恋は元々──」

「てか、悠ゆう長ちように作戦会議してる時間が正直勿もつ体たいねえよ。行くぞ！」

　久地中さんが言い終わる前に、佐山さんは先陣切って映画館の中に飛び込んでいく！

「ぼーっとしてんな工輝！　来てんぞ！」

　佐山さんの声と同時に、俺の目の前から不良の攻こう撃げきが飛んでくる──も、間かん一いつ髪ぱつでなんとか躱かわす。俺は不良の攻撃をなんとか躱しつつ、他の二人を見やる。久地中さんは一人一人、冷静に不良に対処していた。さすが。佐山さんは──

「佐山さん、前！」

　佐山さんの目の前から数人の不良が一いつ斉せいに襲おそいかかってきた！　このままじゃ殴なぐられる、そう思い俺は思わず叫んでしまう。しかし、次の瞬しゆん間かん俺が見たのは──




　──その不良達にカウンターで顔面にパンチをめり込ませる、佐山花恋の姿だった。




　佐山さんは不良の追つい撃げきを全て躱し相手を翻ほん弄ろうさせる。そして、

「どらァ！」

　不良のこめかみを狙ねらって、魔ま法ほうのステッキを思いっきりフルスイングした。不良は気を失い、その場に倒れ込む。魔法少女が絶対に使わない方法でステッキ使ってるよあの人。

　しかしどゆこと？　佐山さんあんなに強かったのか？

「そういや、花恋の伝説聞いたことなかったかお前」

　状じよう況きようがいまいち吞のみ込めていない俺に対し、久地中さんがぼそりと教えてくれる。

「佐山さんの伝説……？　いえ、元ヤンと、何かしらの伝説を残したことは知っていましたが、その内容までは……」




「花恋の伝説はな──この地区一帯を仕切っていた大規模不良組織を、たった一晩で壊かい滅めつさせたってやつだ。その時も魔法少女ステッキを振ふり回して、千人ほどの不良をなぎ倒してな。ついた異名が『魔法少女☆フィジカル佐山』」




「なんですかそのひと昔前の少年漫まん画がみたいな伝説!?」

　あの人そんな伝説抱かかえていたのか！　だから今元ヤン時代の話を聞こうとすると恥はずかしがった後にはぐらかすのか！　異名が絶ぜつ妙みように恥ずかしダサいし！

「今日は動体視力を上げてるからな。元からの強みであるスピードに加え、回かい避ひ能力も格段にアップしている。一撃はそう重くはないが、手数の多さで圧あつ倒とうする。単純な力を増ぞう幅ふくさせる能力持ちには勿もち論ろん劣おとるが──ただの不良にはあいつは負けん」

　と信しん頼らいしきった声で久地中さんは言う。

「……だったら、あんなに過保護にならなくてもいいんじゃあ？」

「花恋が殴って腕を怪我したらどうする。あの花恋のすべすべとした肌はだに傷だぞ？　お前は俺がそれを許せるような人間だと思っているのか？　それに相手がどうなっても知ったことではないが、そいつが変ないちゃもんを付けてきても面めん倒どうくさい。だからいつもは花恋に無む茶ちやしないよう言っていたんだ」

「ああ、そういう……」

　なんとも久地中さんらしい理由だった。……なにはともあれ、頼たのもしい！

「おい！　話してないでお前らも来い！　道はアタシが開けてやる！」

　なんかとってもカッコいいセリフを吐はきながら佐山さんが俺達を呼び出す。俺達は佐山さんの後ろについて、後ろや横から来る男達をなんとか撃退していく。じわりじわりと、だが確実に前へと進んでいく！
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「そこまでよ」




「っ！」

　シアターの方に近づいた瞬間、グッズ売り場の方からひどく冷たい女性の声が聞こえてきた。闊かつ歩ぽする痴女──茅島だ。

「あーあ。結構配置したつもりだったんだけど。まさかこんなに倒されちゃうなんて」

「うるせえ。そこをどけよ痴女」

　佐山さんは一歩も退ひかずに茅島に向かって静かに言う。

「まあ恐おそろしいこと。目つき悪いわよ貴女あなた。もっと可愛かわいい顔しないと男にモテないわよ。その年でそんな可愛らしいステッキ振って。それで媚こびでも売ってるつもりかしら？」

「……」

　ちょっと痴女何言ってんだよ。俺の隣となりにいるお方が静かに怒おこっているんですけど！

「ふん、大勢に好かれても嬉うれしくないね。アンタがどれだけの男に好かれてるのか知らねーが、アタシゃ毎日それよりも重い愛頂いてるんだよ！」

「減らず口を……皆みんな！　こいつらを叩たたきのめして！」

　佐山さんの啖たん呵かを聞いた茅島が、そう言いながら上着をがっと脱ぬいだ。すると──途と端たんに四方八方から屈くつ強きような男どもが俺達に向かって一斉に群がってきやがった！

「攻撃が遅おせえよ！」

　しかし佐山さんは怯ひるむことなく能力を駆く使しして攻撃を躱し、ステッキを用いて男達をなぎ倒していく！　カッコよすぎる！　魔法少女絶対ステッキそんな風に扱あつかわないけど！

「藤坂、俺達は援えん護ごに回るぞ。下手に前に出てしまって花恋の戦せん闘とうの邪じや魔まをしたくない」

　久地中さんは冷静にそう言って、佐山さんの戦いのサポートを始める。俺もやりたいけど、そこまで綺き麗れいに役割分担できるのはアンタらカップルくらいですよ！

　佐山さんが大半の男を、男子二人で零こぼれ男を叩きのめしていく。これは──イケる！

「な、なによこれ……私の男達が……！　あんな色気のない女に！」

　茅島がこの惨さん状じようを見て、顔を青ざめながら思わずそんなことを言ってしまう。

　というか、言ってしまった。

「……色気のない？」

　この人の前で佐山花恋に対するマイナスなコメントは禁句なのに。

　しかし、そんなことを知る由よしもない茅島は、佐山さんに対しマイナス評価を繰くり返す。

「あんな乱暴な女のせいで、私の理想が潰つぶされていくなんて……！　あんな暴力女のせいで！　く、皆！　あいつらを止めたら、今までで一番凄すごいことをしてあげる！　だから、立ち上がって私を守って！」

　その一言で、男達はゾンビのようにゆっくりと立ち上がる。欲よく望ぼうに訴うつたえかけることで、より強い指示が出せるようになっているのだろうか。

「うわ、こいつらさっきよりもしつこくなりやがった！　顔もキモい！」

　前では佐山さんがレベルアップした不良に手こずり始めていた。加勢したいが、俺も自分に向かって来る男をいなすので精せい一いつ杯ぱいだ！

　と。俺と佐山さんが苦戦していると──俺の隣を男が凄い速さで吹ふっ飛んでいった。

　ちらりと横を見ると、

「乱暴……？　暴力女……？」

　そこにいたのは、もうなんていうか、怒いかりによって鬼おにと化していた久地中さんだった。

「うぉりゃあ！」

　佐山さんが男を一人また殴り飛ばす。細くはあるが、ついに茅島への道が開く。

「よっしゃ、もうひと踏ふん張り──」

「俺に行かせろ。お前らは俺が前に進むのを邪魔しようとするゴミを掃はいてくれ」

「──、ああ！」

　もはやガチギレ状態の久地中さんを見て、佐山さんが恋する乙女おとめと野や獣じゆうの両方を併あわせ持ったみたいな凄い笑えみで返す。なんすかその笑顔。その二つって共存出来たんですね。

　久地中さんは久地中さんでもう完全にヤバい顔しているし。

「……あら、いい男が来たわねえ！　お兄さんとってもイケメン、私好みよぉ！　どう、私と熱いひと時を過ごさなぁい？」

　茅島は久地中さんを欲よく情じようさせようと、吐と息いきが多いエロがかった声で洗脳しようとする。が、目の前で男がバッタバッタと倒されていくのを見て焦あせっているのか、その顔に前見たような余よ裕ゆうはない。

「なんだそりゃ、誘ゆう惑わくか？」

　しかし久地中さんはそんな言葉には耳を貸さない。

　全く動じない久地中さんを見て、茅島はとうとう表情に余裕を失う。慌あわてて懐ふところから──拳けん銃じゆうを取り出しやがった!?　洗脳した警官から奪うばったのか!?　さすがにこれはやべえって！

「わ、私凄いテクを持ってるのよぉ？　彼女じゃ味わえない快感、興味なぁい……!?」

「花恋が関わってない事こと柄がらなんざ微み塵じんも興味が湧わかねえな」

　銃口を久地中さんに向け、茅島は必死に言葉を紡つむぐ。それでも全く怯むことも気にすることもなく、ズンズンと久地中さんは茅島の方へ歩みを進める。

「あ……！　なんで、私で欲情しないのよあんたらはぁ！」

　茅島は錯さく乱らん状態になりながら、パァン！　と引き金を引く──ものの、久地中さんに怯おびえてしまった彼女の手はひどく震ふるえ、焦しよう点てんが定まらない。

「俺を欲情させたいんならな──」

　茅島は浅く呼吸を繰り返しながら、銃口を久地中さんの方に向け直す。しかし、目の前にたどり着いた久地中さんは、茅島の構える拳銃を摑つかみぐっと彼女を自分の方に寄せ、拳こぶしを高く振り上げ──

「この美び貌ぼうで、世界中の男を従えられると思ったのにぃ……！」




「──その顔と体つきと服装と髪かみの色と髪型と声と口調と考え方と生年月日と戸こ籍せきを花恋と同じものに変えてから出直してこい！」

　──思いっきり顔面をぶん殴った。




「あ……が……！」

　自身の美貌を最大の武器としていた茅島が、鼻をへし折られてその場に倒たおれ気絶した。

　なんというか……さすが久地中さんって感じだ。愛が重いぜ！

「おい、周りを見ろ！」

　佐山さんの声を聞き、周りを見み渡わたす。どうやら先ほど佐山さんが話した考えは当たっていたようだ。周りの不良は洗脳が解けたのか、ぱたぱたとその場に崩くずれ落ちていく。

「こっちはなんとかなったか……いくぞ」

　そう言って、俺達はシアターがある奥の方へと走り出す。後は──館川だけだ。

　佐山さんの透とう視しを使って、スクリーン一つ一つを丁てい寧ねいに調べながら進む。徐じよ々じよに八野の心の声が大きくなってくるのが分かる。近い。もうすぐそこのはずだ……！




　　　　＊　＊　＊




　年を取るのは嫌いやだね。通院なんて時間の取られる行こう為いをさせられちまう。しかしお陰かげで腰こしの痛みが引いているのだから、しないという選せん択たく肢しは取ることができない。腹立たしいよ。若い頃ころはもっと元気に動き回れたっていうのに。

「爺じいさんもあまり無茶しないでおくれよ。アンタの作る野菜は美味おいしいが、それで体を壊こわしちゃ元も子もないんだから」

「……善処するよばあさん」

　とか言いながらも俺は結局帰ったらまた野菜の世話をしてしまうのだろう。老後の楽しみはあれくらいしかないんだ。

　そういや、久地中が野菜の作り方を教えてくれとか言ってきてたな。あの野や郎ろう、喫きつ茶さ店てんで美味うまい飯出すためなら努力を惜おしまねえからな……しゃあねえ、今度比ひ較かく的てき作りやすい野菜でも教えてやるか。佐山の嬢じようちゃんも一いつ緒しよにな。早く結けつ婚こんすればいいのによ。子供は早くに作っておいた方が良い。最低でも高校卒業までは子供に金がかかるんだからな。

「藤坂君にもなにかお礼をあげなきゃね。この前作ったお漬つけ物ものでもいいかしら」

「いいだろ。あいつはばあさんの作ったもの大体好きだぞ」

　一週間前、家の前で腰をいわしてたらまたもや藤坂の坊ぼう主ずに助けられた。あの男はなにかに憑つかれてんのかと疑っちまうくらい人助けをする。まあ、だからこそ信頼を得ているんだろうがな。世間話を盗ぬすみ聞きしていたら、あいつに助けられたって話をよく聞くぜ。

　そんなことを思っていたら、ばあさんに「なにか嬉うれしいことでもあったんですか」なんて言われちまった。

「……ん？」

　気が付けば、なんだか近くが賑にぎやかだ。人だかりができていた。

「お祭りでもやってんのか？」

「……いえ、今日は特に何もなかったはずですけど」

　俺とばあさんの二人は、なんとなく賑やかな方向に進路を変へん更こうした。どうやら、一人の女性を中心に、人が集まって来ているらしい。中心の人物は、頭に警察帽ぼう、ノースリーブの警察制服、下はブルマという随ずい分ぶん奇き抜ばつな恰かつ好こうをしていた。

「俺もその男の子に助けられたよ。自転車のパンクを直してもらった」「あたしも！　落とした家の鍵かぎ探してくれた！」「僕も！　迷子になった時お母さんを探してくれたんだ！」「あーしも。ナンパされてたところ助けてくれたんだよね～」

「だーうるせえ！　助けてくれた話はもういいから！　その助けまくってる男の子の連れが誘ゆう拐かいされたらしいんだわ！　誰だれかそいつらの情報持っていたら教えてくれ！」

　真ん中の痴ち女じよがそう叫さけんだ。……連れが誘拐された？　連れが誰かはわからんが、その男なら容易に想像つく。この街でそんなに人助けをしている奴やつは、恐らく一人しかいない。

「おい」

　俺は何十人もの人をかき分け、中心の痴女に声をかける。

「その男が住んでる家なら知ってる。教えてやるが、ついてくるか？」




　　　　＊　＊　＊




「いた。このシアターだ」

　佐山さんは小さな声でそう告げた。俺と久地中さんも扉とびらの前に立つ。

『あ、あ、あ、ああ……！　ああああああああ！』

「……！」

　さっきよりもより鮮せん明めいに八野の声が脳内を巡めぐる！　これはヤバい！　外で一体何をされているんだ！　この扉を開けたその先に八野が待っている。早く行かねば──！

「待て、焦るな工輝」

　佐山さんが先走って行動しようとした俺の腕うでを取る。

「目の前にいるんですよ!?　すぐに助けに行かないと！」

「そうしたいのは山々だけどな……心は縛しばられて一人の男と壇だん上じようで向き合ってる。アタシは館川ってのがどんな顔をしているのか知らないけど、もしあれが館川だってんなら、この角度から見えるのは館川と心の二人だけだ。心は手足を縛られて、館川の方を見続けている」

「二人だけ……？」

　いったい何を企たくらんでいるんだ……？　人もいないところで、二人っきりで……？

「──！　ヤバい！」

「どうした!?」

　八野が今日言っていた。『強きよう烈れつな悪意がある方と二人っきりは、さすがに私もどうなるか』『最悪の場合は、心が吞のまれてしまうかも知れませんね』と。人気のないところで二人っきり、しかも映画館みたいな防音施し設せつってことは、言い換かえれば雑音が全くないってことだ。その中で長時間、悪意に塗まみれた人間の心を見続けていたら──！

「最悪の事態です！　館川は恐おそらく暴力や能力によるものではない、八野の『心の受信』を逆手にとって、自分の心を見せ続けて八野の『心そのもの』を自分の思想に染めるつもりです！」

「な!?」

　無音の中、たった一人の心を、強きよう烈れつな思いの籠こもった心を長時間見せられれば──最悪人格そのものの書き換え、そうでなくても八野の心そのものがおかしくなってしまうことは避さけられない！

　この八野の声は、館川の心を見た故ゆえの、恐きよう怖ふから来る叫びだったってことかよ！

「……イチかバチかですが、俺に策があります」

「……もしかして、さっき冷蔵庫から取り出していたアレか？」

「そうです。これを八野の口の中にぶち込む。もし成功すれば、八野の能力の発動を止めることができます。そうでなくても、意識を館川の心からそらせることはできる」

　俺はカギとなるものをポケットの中で握にぎり締しめて言う。

「でも、どうすんだよ。あれじゃあ不用意に近づいたら館川の反はん撃げきにあっちまうぞ」

「久地中さんの能力を使って、気配を消して入る。方法としては、それしかないかと……」

「でも、扉は閉まっている。開けたらその時点で『誰かが入ってきた』ということが認識されてしまうぞ。気配を消しても意味がない」

「だから──ごめんなさい久地中さん」

　先に一度謝罪する。そして俺は佐山さんの方を向き、

「佐山さん。囮おとりになってくれませんか」

「囮？」

「……理由を聴こう」

　久地中さんは案の定、不ふ機き嫌げんさを隠かくさずに俺に問うてくる。

「簡単です。佐山さんが大きな音を出しながら扉を開ける。そして佐山さんが注意を引いている間に、俺と久地中さんが手を繫つないで侵しん入にゆう。近くまで行ったら、俺が八野のとこに一人で飛び出して行って、八野にこれを食べさせる。今、恐らく八野は館川の心だけを受信している状態でしょうから、それを妨さまたげようと思います。それに、俺の見立てが正しければ、これを食べさせたら八野の能力を止めることが出来るかもしれない。どうです？」

　本当なら限りなく近くまで久地中さんの能力を使って接近したいが、館川に気付かれ能力を使われてしまったら大変だ。俺は死んでも最悪なんとか生き延びるが、主に久地中さんがヤバい。この人は生身の普ふ通つうの人間なんだから。

「なるほどな……いいだろう。ただし条件がある。花恋、危険だと思ったらすぐに逃にげろ。そしてあまり接近しないようにしろ」

「アタシも正直お前らを危ない目に遭あわせたくないんだけどな……了りよう解かい」

「ご協力ありがとうございます。では……」

　話が纏まとまり次し第だい、俺と久地中さんは手を取り合って一いつ旦たん隅すみに隠れる。

「本当に危険だと思ったらすぐに避ひ難なんするんだぞ。わかったな！」

「わかったって……じゃ、行って来る」

　そう言って、佐山さんは──シアターの扉を勢いよく開けた。




「誰だ」




　シアターに響ひびき渡わたる、一人の男の声。

「テメエが館川か」

　佐山さんは、ドスの利いた声で返事をしつつシアターの中へと足を踏ふみ入れる。そのまま、俺達が隠れている場所とは反対の方向へ進んでいった。

　館川の視線は予想通り佐山さんを追う。それを見て、俺達も足を踏み入れる。まず目に入ったのは館川の姿。そして次に目に入ったのは──縛られている、下着姿の八野だった。八野は佐山さんが入ってきたのもわからないくらいに憔しよう悴すいしきっていた。

「……！」

　思わず声を出してしまいそうだったが、ぎりぎりで踏みとどまる。今声を出してしまったらそれこそお終しまいだ。あの野郎……八野をこんな姿にしやがって……！　俺は八野の下着姿を目にしっかりと焼き付けながら、移動を続ける。

「お姉さんは一体誰かな？　警察？」

「そんな大層なもんじゃねえよ。そこの、心の同居人みたいなもんだ」

「へえ、そうか。門倉さん、バレちゃったのか。まあ元々そんな期待はしていなかったけど──こんなに早かったとは。想定外だった。じゃあ貴女あなたはあれだ、死に損ぞこないのお兄さんに助けを求められて単身ここに来たってわけだ」

「死に損ない？」

「そう、死に損ない。だってそうでしょう？　どうあがいても死ねない。死に損なってる。今回も、大人しく殺されてたら楽に終わっていたのにね。あんな能力のせいで、何度も死を味わっているんでしょ？　正直頭おかしいんじゃないあの人。──ああいや、頭はおかしいのか。女性を一人でこんなところに向かわせるような人間だものね！」

「テメエ……！」

　ぎり、と佐山さんは歯ぎしりをする。俺達は、八野にもう少しのところまで来ていた。

　後はタイミングだけだ。

「アタシを誰だと思ってんだよ。この街を平和にしたいとかほざいててしらねーのかアタシのこと。伝説の不良・魔ま法ほう少女☆フィジカル佐山だぞ？」

「フィジカル佐山──!?　お前、あの佐山花恋だっていうのか？」

　その一言を聞いた瞬しゆん間かんに、館川は目つきが鋭するどくなる。

「じゃあ、見み逃のがすわけにはいかないね。この街のために、不良は消さなければいけない……！」

「……なるほど、だからあの痴女は不良を操っていたのか」

　佐山さんは話を振ふって、俺達が辿たどり着くまでの時間を稼かせぐ。

「痴女……？　ああ、茅島のことか。そうか、お前がここにいるってことは、茅島は負けたってことか……」

　館川はどこか寂さびしそうにそう呟つぶやいた。

「じゃあ、速すみやかに計画を進行して、彼女を介かい抱ほうしてあげなければいけないな」

「他の人間は雑に扱あつかうみてえだが、あの女に対しては違ちがうんだな」

「茅島は俺の行動を理解してついて来てくれた最初の人間だからね。彼女は昔、ある男性に乱暴をされてね。それが能力の暴発か、単に男の飽あくなき性せい欲よくかはわからないんだけど。その時から男を憎にくしみの対象として見ていたらしい。そんな時俺の行動を知り、俺の人間を支配して街を平和にするという思想に理解を示し、共に行動するようになったんだ。彼女は俺の良き理解者なのに……君達のせいで今後生きていくうえで後こう遺い症しようなどがないかどうか……心配だ」

　性的な暴力を受けたせいで男を憎み、しかし男を支配するためには性的な欲よつ求きゆうを搔かき立てなければならない、なんて皮肉もいいところだけどね、と館川は佐山さんに向かって茅島の話をそう締めた。

「しかし、そんなことを聞いてしまったら、いよいよ君を速そつ攻こうで倒たおさなければならない。普通の人間ならまだしも、あの『佐山花恋』にやられたとなったら話は別だ。どんな怪け我がを負わされているかわかったもんじゃあない」

　まあ、痴ち女じよをやったのは佐山さんじゃなくて今俺の手をもの凄すごい力で握りしめて怒いかりをなんとか抑おさえ込んでいる男性なんだけど。

「本当なら君も他の人達と同じようにしてやりたいんだが──八野心を使って発信した俺の心を受信してもまだそこまで動けるということは、どうやら相当精神が強いみたいだね。仕方がない。ちょっと気絶してもらうよ」

　そう言って、館川は懐ふところからブラを取り出して、佐山さんの方へ足を踏み出し、一歩、二歩、三歩、四歩──今だ！

　俺は久地中さんの手を離はなし一気に八野の方へと駆かけ出す！　意識を全て佐山さんに向けていた館川は不意を突つかれたかのようにこちらに顔を向ける。もう遅おそい！　ざまあみろ！

「八野ぉぉぉぉぉおおおおおお！」

　そして俺はポケットから一つのチューブを取り出し、それを八野の口に目め掛がけて突っ込もうとした、その時──




「!?　な、なんだ!?」

　俺の両りよう腕うでが、背後から何者かにガッと抱だきかかえられた。




「くっそが……あ！　どんな力してるんだよ!?」

　びくとも動かねえぞ!?

「やっぱり来たんだね、お兄さん」

　背後から、館川の楽しそうな声が聞こえてくる。館川は久地中さんの方を一いち瞥べつし、

「そっちの人の能力でそこまで近づけたのか。いやあ、保険をかけておいて正解だったよ」

　首だけを動かして背後を見る。両腕に二人の映画館従業員ががっちりと抱きついていた。

　更さらにもう一人の映画館従業員が俺が持っていたチューブをシアターの端はしに投げ飛ばした。くそ！　アレが無けりゃあ八野は止まらない！

　館川はゆっくりと俺の方に近づきながら、

「どうだい。びくとも動かないだろう？　支配の方法を今までよりもグレードアップしてみたんだ。俺が茅島の効果対象外の人間をお人形にしている話はしたよね」

「グレードアップ……？　ただ殴なぐって屈くつ服ぷくさせた訳じゃあないのか……？」

　そういえば確かに、俺を押さえている従業員は男性だ。なんで洗脳が解とけていないんだ？　男の洗脳は茅島が担当していたはず。そして、その茅島を俺達が倒した今、男の洗脳は解除されているはずだ。

「八野心を手に入れたから、色々な方法を試ためしていたんだ。こちらの従業員の皆みな様さまはそのうちの一つ。ボコボコに殴って心を弱らせた後、八野心の力で俺の思想を送信して『支配』してみたんだ──その結果がこれさ」

　館川は従業員の肩かたをぽんと叩たたいて、

「俺の言うことを聞く、完全な操り人形が完成した。急造の割にはよく出来たみたいだね。なによりなにより」

　くくっ、と面おも白しろそうに館川は言う。圧あつ倒とう的優位だからこその所行だ。

　俺は再度力を入れて従業員達を振り解ほどこうとするも、やはり上手くいかない。

「無む駄だだよ。この人達は皆みんな死ぬ気で君を押さえているんだ。振り解くのは至難の業だよ」

「な……に……!?」

「『隠れて状じよう況きようを把は握あくし、俺以外の人間が八野心に近づいたら全力で止めろ。さもなければ距きよ離りに応じて骨を折る』って命令してあるのさ。勿もち論ろん、全員一本ずつ骨を折った後に、ね。痛みを知った彼らは、次は味わわないために必死になって行動しているわけさ」

「殺さなかったら何をしても良いってのかよ……！」

「渋しぶ々しぶだよ」

　館川は即そく答とうする。

「俺は平和な街を作り上げたいからね。殺人なんて起こってはいけない。本当は傷つける行こう為いもやりたくはない。心苦しくて仕方がない。でも、怪我は治るからね。渋々さ」

「頭おかしいよお前！」

　これだけ非道なことをしておいて、まるで普通であるかのように話している。未いまだに『街作りのため』と言っている。駄だ目めだ。こいつはここで止めなきゃ駄目だ！

「どぉうらぁぁぁあああああ！」

　俺は力を振り絞しぼって、八野に近づこうとする。

「それでもまだ頑がん張ばるんだねお兄さん。仕方がない。一発殴って──!?」

　足を一歩、力ちから尽ずくで踏み出す。首をちぎれそうなほど伸のばす。

　八野の顔が目の前に来る。鼻先が当たる距離。

　そして俺は──




「八野ぉぉぉおおおおお！　いただきまぁぁぁああす！」

　虚うつろな目をする八野にキスをした。




「何をしているんだお兄さん！」

「ぐふぁ！」

　館川はすぐさま俺を八野から引き離し、顔面を殴って俺をシアター後方に吹ふき飛ばした。

　痛え！　が、これで良い！　最悪の事態は免まぬかれるはずだ！

「……!?　～～～～～～！!?!?？!?!?!?」

　館川の心を見せられ続けて頭は朦もう朧ろうとし、虚ろな目をしていた八野は、だんだんと目を見開いていき、同時にどんどん顔が赤く染まっていく。

　向こうでは久地中さんと合流した佐山さんが「あいつ……！」と声を漏もらしていた。仕方がないですよ、緊きん急きゆう事態なんですから。

「なにするんですか藤坂さん！……あれ、藤坂さん!?　佐山さんに久地中さんも!?　どうして……」

「謝罪は後で頭が擦すり切れるほどする！　起きたみたいだな八野！」

　ここでこの疑問が出るってことは──！

「俺達はお前を助けに来たんだよ！　大だい丈じよう夫ぶか!?　意識はしっかりしているか!?」

「あ、ありがとうございます……！　はい！　まだ気持ち悪くはありますが、我が慢まんできないことは無いです……！　むしろ今は恥はずかしさで意識を飛ばしてしまいたい……！」

　流石さすがに館川の心を読みすぎたのか、まだ辛つらそうに顔をしかめつつも、しかし嬉うれしそうに八野は俺に笑え顔がおを向ける。ごっつぁんです！

　笑顔はすげえ可愛かわいいし、なにより下着姿がまぶしすぎる！　肌はだ綺き麗れいすぎじゃない!?

　許すことは絶対ないが、その点だけは感謝するぜ館川！　八野最高！

『……藤坂さん、今私、最高の感動ポイント、なんですけど……！』

「ああ、俺も今感動しっぱなしだ」

『絶対、感動の種類が、違うんですけど……！』

　息を切らしながらも八野は心の声を駆く使しして俺に突っ込んでくる。

「広義で言えば会えて嬉しいっていう俺と同じ感情だろ！」

『狭きよう義ぎで言えばこれほどかけ離れたものはありませんよ！』

　どうやら意識は大分回復したようだ。ツッコミもキレキレだ。

「ふざけたことしてくれるね、お兄さ……ん！」

　俺と八野の間に館川が立ち塞ふさがり、鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように映画館従業員をぶん殴った。気がつけば、数名いた従業員は全てその場にうずくまってしまっている。あいつ……！　多少思い通りに行かなかっただけで全員潰つぶしやがった……！

「お前、さっきまで密室で八野に一体何していた？」

「その子を仲間に加えようとしていたんだよ」

　館川は狂くるったような笑みを浮うかべ、こちらを見つめる。

「藤坂さん……。さっきまで私は、無理矢理チョコレートを食べさせられた後、この方の過去、そして今行っていることについての思想や、被ひ害がい者しやの方達を屈服させている時の状況──それらを絶えず、事細かに心に刷り込まれていたんです。正直、藤坂さんが意識を逸そらしてくれなかったら、本当の意味で支配されるところでした……！」

　縛しばられたままの八野が、身を乗り出して俺達に伝えてくる。思った通りだったか。

「心の送受信と聞いた時、この方法はすぐに考え付いたよ。ここみたいな雑音もなにもないところで、俺の心を見せ続ける──終わった時、その子は『八野心』なのかな。それとも──『俺』なのかな!?」

　頭を搔きながら、館川は俺達を睨にらみつけてきた。

「俺には夢がある。この街から、『悪』を全て消さなきゃならない！　真の平和を作り上げなければならない！　そのためには──八野心。君の力が必要なんだ！　君と茅島、そして俺──三人の力を合わせれば、この街は世界で一番安全な、最高の街へと変へん貌ぼうする！」

　館川は余よ裕ゆうを持って俺達に語りかけてくる。八野が自分の側にいる、というのもあるだろうが、それ以上に、自分の力に自信を持っているのだ。そしてなにより──あっちは死ぬ心配がない。こちらは全員『人を殺す』という恐きよう怖ふがある。奴やつにはそれがまるでない。だから、奴は躊ちゆう躇ちよなく人を殺せる。ハンデがデカすぎる。

「『夢』のため、俺は歩みを止めない！」

　館川は高らかに言う。

「今この街には、力なき弱者達が数多く存在する。俺はその弱者達が、安心して過ごせる街を作りたい！　自分に危害を加えそうな連中がそこらを歩いていたら、びくびくしてしまって楽しく過ごせないじゃないか。だから俺は、街を支配することにしたんだ。正直、俺と茅島の力を使えば造作もなかった。人々はどんどん俺達の支配下に置かれた」

　館川は今まで自らが行ってきたことを、自じ慢まんするかのように俺達に語り続ける。

「だが、二人で行うには限界がある。茅島の能力は完全な洗脳だが、俺の方は心を折って無理矢理支配下に置いているだけだからね。もしかしたら反逆の意思を持つ者が現れるかもしれない。どうしたものかと考えていたところ、一人の能力者が俺達の前に現れて、ヒントをくれたのさ。そしてそのヒントを頼たよりに探し当てたのが──君だ、八野心」

　館川は八野を指さして、言葉を発し続ける。

「君の能力を使えば、俺の計画は更に完成に近づく！　君を媒ばい介かいに俺の心を送受信することで内側から住人を支配する！　俺の思想を持ち、俺の言うことを聞く住人達の完成だ！　俺の力と茅島の力、そして君の力を合わせれば、完かん璧ぺきに街を支配できるだろう！　それでも抵てい抗こうする奴らは、残念だが、本当に残念だが、殺してしまうことになるかな。やすり掛かけと一いつ緒しよさ。綺き麗れいな球体を作るためには、でこぼこを削けずり取らなきゃならないだろう？」

　綺麗な球体は、理想の街。でこぼこは異分子。こいつは、そんな軽い意識で、まるで授業の一いつ環かんみたいに人を傷つけていやがる。

「……でも、おかしいだろ。確かに八野は『心の送信』も持っているが──ここまで広こう範はん囲いじゃなかったはずだ」

　思わず俺は呟つぶやいてしまう。一体なぜ八野の声があんなに発信されていたんだ。あの時──俺に八野が初めて能力を打ち明けた時。あの時も『心の送信』をしていたが、一階には届いていなかった。それくらいのはずなんだ。

「ああ、君は──君達は知らないのか。八野心の真の能力を」

「私の、真の、能力……!?」

　館川の言葉に、当事者である八野さえも困こん惑わくする。あいつは何を知っているんだ!?

「そうだな……これから八野心にはこの能力を十分に発揮してもらわなければならないからね。今のうちに教えてあげよう」

　館川は俺達を見下すように、得意げに語り出す。

「八野心。君の能力は『心の送受信』」

　楽しそうに。

「心を受信し、心を送信する能力」

　そこで館川は一呼吸置き──




「そして、その能力は更さらに伸ばすことができるんだよ」




「!?」

　どういうことだ!?

「受信も送信も特定の条件をクリアすることで、その能力を伸ばすことができるんだよ。条件は──感情の動き。心が強く震ふるえれば震えるほど、八野心は広範囲に能力を使うことができる」

「感情の、動き……！」

　八野は能力が発現して以来、ずっと心を閉ざして生きてきた。だから多少の増減はあったかもしれないが、能力の効力が大おお幅はばに変化することが無かったのか。

「感動でも、それこそ恐怖でも何でもいい。心が強く揺ゆれ動けばいいんだ。だから俺は──俺の心を見せることで、恐怖で八野の感情を揺さぶった。八野心の能力がどこまでの効果を発揮するか様子見も兼かねた実験だったんだが──結果として、この大きなファクトリー全体にまで効力が発揮されたらしいじゃないか。より強く感情を刺し激げきしたら……それこそ君達全員を潰したりしたら、一体どこまで効力が及およぶのか……今から楽しみでしょうがないね！」

「じゃあ、ファクトリーの中で機械的に日常を描えがいていた客達はまさか……！」

　佐山さんのその言葉を聞き、館川は狂きよう気きの笑みを浮かべる。

「そうか！　そっちも成功か！　お兄さん達もこの施し設せつにいたなら聞こえていたと思うけどさ、八野心に恐怖を与あたえると同時に『無言で買い物を続けろ。仲間はずれは排はい除じよしろ』って命令してみたんだ。どこまで支配下に置けるかのテストってやつさ。この空間に邪じや魔まが入ってほしくなかったから、俺が指示した行動以外のことを行う『異分子』をファクトリーのお客さんに消してもらおうと画策したんだ。そこの人の能力のせいでお兄さん達には躱かわされてしまったみたいだけど」

　館川はそこで言葉を区切り、なにか考えるような動作をして、

「しかしお兄さん達は一いつ般ぱん人よりも精神が強いから洗脳が利ききづらいみたい……まだまだ課題はいっぱいありそうだ」

　館川は楽しそうに声を弾はずませる。

「まあいいさ。徐じよ々じよに馴ならしてあげればいい。そうしたら最終的には──俺の正義が完全に理解できるだろう！」

『そんな……私の能力のせいで、そこまで被ひ害がいが……!?』

　館川の言葉を聞いて、八野は心からショックを受けてしまう。俺達にも八野の絶望がダイレクトに伝わってくる。呼吸が荒あらくなる。先程館川の思想を見続けていたせいでただでさえ心に負担がかかっていたというのに、更に強きよう烈れつなダメージを負ってしまった……！

　自分の能力のせいで、大勢の人間が辛い目に遭あっている。『負の感情を与えたくない』という一心で人との接せつ触しよくを避さけていた八野に、この現実はあまりにも重すぎる。

「大丈夫だよ八野心！　絶望する理由なんて一つもないんだ！　そうすることで弱者は存在しなくなる！　俺達が支配することで、人々は全て平等で、安心安全な生活を送ることができる！……君達は、俺の大義を邪魔するつもりかい？」

「弱者を救いたいって言ってたけどよ……莉子はアンタに怯おびえてたぞ。大層なことを言って、結局テメエが弱者を作ってんじゃねえか！　なにが安心安全な街づくりだよ！」

　佐山さんは叫さけぶ。

「犠ぎ牲せいなくして大義は為なせない。彼女達は尊い犠牲になったんだ。大丈夫。俺と八野心による『支配』が実証されたんだ。君達との戦いを終わらせ次第、彼女達も支配する予定さ」

「……意味わかんねえ」

「わからなくてもいいよ。弱者を作る側だった君に、もとより弱者の側だった俺の気持ちが分かるはずがない」

　佐山さんの呟きに、館川は途と端たんに真顔になりそう返した。

「そう、俺は弱者だった。元々俺は、あいつら不良に虐いじめられていた、無能な強者に支配されていた弱者の一人だったんだ。でも──」




「いや回想とかいいから」




「────」

　俺のその一言に、館川はおろか他の三人も絶句する。いや空気読めよ悪役の見せ場だぞみたいな空気が満ち溢あふれる。

　でも俺は構わず続けさせていただきます。

「自分語り始めようとしてんじゃねえよ。他の人達は知らんが、俺はお前の志とか毛ほども興味ねえんだよ。てか自分語りも最初の一文で大体予想は付いたよ。どんな風に言ったところで結局は『弱者だったんだけど報復できる能力を持っていることが分かったから、それを駆く使しして強者ぶってる奴らを～～』みたいな感じだろどうせ。正直どうでもいいよ」

　ちくしょう、腹が立つ。

「お前がどんな崇すう高こうな考えでやってんのかはよくわかんなかったよ正直。でも結果どうなってんのかは大体察しがついた。要するにあれだろ。『いじめられっ子だったけど、強い力を持ってたからいじめっ子に転身しました』ってそれだけだろ。マジどうでもいいよ」

　強い力が～とか弱者が～とか、挙句の果てには支配して～とか言っているけど、お前がやっていることは気弱そうな奴を殴なぐってパシリに使ってるしょぼい不良そのものじゃねえか。持って来させるものがパンからブラに変わっただけじゃねえか。

　いらいらする。目の前の男に、俺は今無む性しように腹が立っている。




「『八野を辛い目に遭わせた』──だから俺は今ここにいる。だから俺は、お前を絶対許さねえ。お前をここで──終わらせる」




　俺のその一言を聞き、館川は苛いら立だちを隠かくさずに俺の方を向く。前殺されたときのあの感じから察するに、こいつは気に食わない奴を真っ先に殺そうとするだろう。ということは、しばらくは俺を殺すことに集中するはずだ。

「ふうん。じゃあ、やってみなよ。俺をここで止めてみな」

　そう言って、館川は上着の前をガバッと開ける。そこには、まるで暗器のように無数のブラが隠されていた。いやただの変質者じゃねえか。館川は拳こぶしにブラを巻き付けて、ゆっくり俺の方に向かって来る。上等だ、来いよ妖よう怪かいブラ着用。

「八野」

「は、はい」

　俺は椅い子すに縛しばられたまま心配そうにこちらを見ている八野に、優やさしく声をかける。

「遅おそくなって、辛い思いさせて悪かったな。なんとかするから。全部終わったら寿す司し食いに行こうぜ」

「え？　一体、何をするつもり……なんですか？　相手は館川、です。あの男から……聞きましたよ。藤坂さん、一回、殺されたらしい、じゃないですか!?　無茶しないで、早く、逃にげて……！」

「悪い。それは出来ねえ」

　そう言って俺は、奥にいる八野に笑いかけながら、館川と対たい峙じする。

「もうちょい我が慢まんしてくれ。すぐに終わらせるからよ」

「言ってくれるねえ。いいよ。お兄さん、あなたは俺がまた殺してあげる」

　俺は館川の目を見み据すえ、一歩足を踏ふみ出す。

　館川はブラを更にキツく拳に巻き付ける。

「中二病ど真ん中みてえなセリフ言ってんじゃねえよ。痛い事この上ないわ」

　俺達は二人とも拳を握にぎり締しめ──




　同時に、その拳を相手めがけて勢いよく放った。




「くっ！」

　俺の拳が館川の頰ほおをかすめる。しかし、

「そんなもんかいお兄さん！」

「ぐぁ！」

　能力により更に強烈になった館川の拳が俺の顔面を直ちよく撃げきする。くそっ、一発が重い！

「まだまだ！」

　動きを止めず、館川はその掌てのひらで俺の頭を鷲わし摑づかみする。そして──

「死ねよ！」

　館川は力いっぱいに俺の頭を床ゆかに打ち付けた。

「ぐぁ……う、ふ、藤坂さん！」

　死の痛みを受信してしまった八野が、それでも俺を案じてくれる。悪い、吐はきそうなほど辛いだろうに。俺は大だい丈じよう夫ぶだ、心配すんな。

　そう思いながら──俺は死んだ。




　　　　＊　＊　＊




　私は無力だ。

　ここぞという時に何もしてやれない。力になってあげられない。前に立つことができない。どんな目に遭うとしても、それでもすぐに皆みんなの元へ駆かけ付けたい。

　私は無力だ。

　そう──思っていた。

　いつの日か、ぶっきらぼうだが意外と律義な彼が言った。『お前が後ろでどんと構えているから、俺達は迷うことなく動ける』と。

　いつの日か、心の優しい萌もえの塊かたまりみたいな不良の彼女が言った。『アンタがきちんと心配してくれるから、アタシ達はやる気が出るんだよ。心配させらんねえって気になるからな』と。

　いつの日か、私し欲よくのために人を助ける奇き怪かいな彼が言った。『安心するんですよ。帰ってきたときに顔見ると、帰ってきたなーって思えるんで』と。

　だから私はここにいる。

　牧下玲れ菜なは──家にいる。

「だ、大丈夫でしょうか皆さん……私もなにかできれば……！」

　近くでは、莉子ちゃんがオロオロとせわしなく動いている。

「大丈夫だよ莉子ちゃん。私達が行ったところで、なにも出来やしないんだ。最悪死んでしまうことだって考えられる。死にたくないだろう？　だったら私達の仕事は、ここでどんと構えて、彼らを心配することだよ」

　無力は罪ではない。私がここにいて、彼らを心配することで、彼らが奮い立つのであれば、私はいくらでも心配してあげよう。

　そう言って、未いまだに半泣きになりながら「でも……」と呟つぶやいている莉子ちゃんの目の前で、私はふんぞり返って座る。待つのは辛いが、もう慣れた。胸が張り裂さけそうなほどに、まさに死ぬほど心配だが、私は彼らを信じている。

　すると、カランコロン、とドアベルが鳴って店のドアが開いた。あれ、客かな？　おかしいな、クローズドの看板を出しといたはずなんだけど。




「ここか、みなすけ荘そうってのは」




　声が響ひびいた。とても凜り々りしい声だった。

「あなたは……」

　思わず声を漏もらしてしまう。そこには、頭に警察帽ぼう、ノースリーブの警察制服に、下にはブルマを穿はいた一人の女性が──




　園その山やま燐りんが、立っていた。




「あの男よ、人を助けすぎだろ！　確かに情報が欲ほしいとは言ったけど、こんなに集まるとは思っていなかったよ！　しかも一番欲しい八野？　とかいう女の子の情報は手に入んないしよ……。おい、その八野って女の子が住んでるって聞いて来たんだが、本当か？」

「……あ、ああ」

　園山燐の後ろでは大勢の人々が話し込んでいた。呆あつ気けにとられながらも相あい槌づちを打つ。

「あれ、あんた見たことあるな。あの時藤坂と一いつ緒しよにいたよな。えーと、牧下、だっけか。まあいい、本題だ本題。その八野ってのが誰だれかに誘ゆう拐かいされたって話をそこのママさんから聞いてな。なんか知ってることあるか？」

　そこまで聞いて、思わず笑みが漏れてしまう。つくづく思うけど、やっぱり君の活動は間ま違ちがっていないね。

　最高だよ。

「ああ、知ってるとも」

　そして私は、立ち上がる。背筋を伸のばして、大おお仰ぎように。

「案内するよ。座りっぱなしだと、寿じゆ命みようが縮むらしいからね」




　　　　＊　＊　＊




「準備は完かん了りようしています」

　死んですぐに女め神がみ様は俺に向かってそう言った。

[image: ]

「ありがとうございます。さすが女神様」

「……最小限の傷を、無む理り矢や理り動けるレベルにしただけです。体に非常に負担がかかります。また無理をしたら、どうなるかわかりませんよ」

「わかっています。でも、もう選んでしまったんで」

　俺のその言葉に、女神様は少しうつむいた後、

「……気を付けて。行ってらっしゃい」

「行ってきます」







「あっけない！　お兄さん、あっけないよ！」

「ふじっ……！」

「入り口にいる皆さん。次は皆さんの番だ。本当は殺さずに皆支配されてくれればいいんだが、そう優しくはなさそうだし。悪いけど死んでもらう。皆殺せば──きっと八野心も俺についてきてくれるだろうから」

「外道が……！」

「花恋、早まるな！」

「おっと待てよ──うぁ!?」




「待つのはてめえだ」




　入り口に進もうと足を出そうとする館川の後頭部を、俺は思いっきり殴なぐりつけた。

「な……！　なんでお前がここにいる!?　死んで転送されたはずじゃあ!?」

「藤坂さん!?」

　館川と八野が驚おどろきの声を上げる。

「何な故ぜってんなもん決まってんだろ。セーブポイントを更こう新しんしたんだよ」

「更……新……？　まさか！」

　そういうと、館川は八野を見る。そう、そのまさかだ。

　俺が生き返る場所は、ある特定の行動をすることによって更新される。そう──キスだ。他人と唇くちびるを合わせると、その場所が次に死んだ時のリスポーン地点となる。酔よった牧下さんにキスされた後、生き返った場所がカウンターだったのもそのせいだし、園山さんのキスを拒こばんだのもそのためだ。交番前にいちいちリスポーンしてられない。

　あのキスは決してやましい気持ちがあったからではないのだ。唇は柔やわらかかったが。

　俺は八野の心配そうな視線を背中で感じ取りつつも、館川と向かい合う。八野の拘こう束そくをすぐにでも解いてやりたいが、この男はそんな隙すきを与あたえてくれない。

「よそ見してんじゃねえよいじめっ子。──かかって来いよ」

「……後こう悔かいしても遅おそいぞ！」

　館川はまた服の裏から取り出したブラを巻き付け俺を殺しにかかってくる。俺も応戦するも、ダメージなんてほとんど与えられない。そりゃそうだ。俺は伝説の不良でも都市伝説でもない。攻こう撃げき力なんて全然ない。そもそも喧けん嘩かをしたことすらほとんどない。場数なんて全然踏んでいない。でも、俺は決して館川を前に行かせない。

　さっきの話を聞いて、わかったことがある。

　こいつは、館川は──中二の頃ころの俺の、別ルートだ。

　人を助けることを知ることのなかった俺。情けをかけることを知ることができなかった俺。なにより──女神様と会うことのなかった俺。

　あの時虐いじめられていた俺に、もし別の能力が宿っていたなら。そして、あの時の人間全員が憎にくかった、捻ひねくれた俺がそのまま成長した姿。そういう、ＩＦの俺だ。

　だから余計にむしゃくしゃするんだ。あの時の俺を見ているようで。

「まだまだいけるぜ館川……！　てめえの気持ち全部乗っけてぶつかってこい！」

　全部受けて、その上で俺が立ってやる。この俺を見せつけてやる。

　これはもう、殺し合いなんかじゃ全然ない。ただの我が慢まん大会だ。

　俺が連続する死による痛みによって壊こわれるのが先か、館川が能力の長時間の行使と攻撃によって疲ひ弊へいし倒たおれるのが先か。

「さあ、根競べと行こうぜ……！」

「上等だよ！」

　館川はぐっと一気に距きよ離りを詰つめて俺の腹を殴る。くっそ、一体どっからこんな力湧わき出てんだよ、細マッチョが！

「ぐっ……！　なんの！」

　俺の腹にめり込んだ館川の腕うでをがっと握にぎる。

「なに!?」

「これでも喰らえや！」

　俺はその腕を思いっきり下に引っ張り、膝ひざを館川の顔面にぶち当てた。

「がっ……！　どぉらぁ！」

　いったか!?　と思ったがそんな訳はなかった。館川は真下から俺の顎あごめがけてアッパーを繰くり出し──

「死ね！」

　そのまま上に吹ふき飛ぶ俺の顔面にムーンサルトキック。俺は死んだ。

「まだまだぁ！」

　まだ負けてねえ！　俺はすぐさま生き返る。

「しつこい……！　お兄さん、頭おかしいんじゃないの!?」

「言われ慣れててなんにも感じねえよそんな罵ば倒とうは！」

　再度俺は館川に向かって走り出す。

「何度やったって変わんねえよ！」

　その俺を、館川は蹴けりで沈しずめて、人中を思いっきり殴る。俺は死んだ。

「藤、坂さ、ん……！」

　八野の声が聞こえる。ぼやけた視界でそちらを見ると、自分も相当辛つらいだろうに、それでも俺を心配してくれる八野の顔が。

　──八野の奴やつ、大だい丈じよう夫ぶなのか？

　ふと、そんな疑問が頭をよぎる。あいつは俺が一回死んだのを見ただけで吐はいてしまった程だったんだ。こんなに何度も死ぬところを、ちょっと前までは館川のイカレた思想を受信していたのに、それでもまだ正気を保っていられるのか!?　感情を強く揺ゆさぶられたら能力だって暴発しちまうだろうし……!?

『大丈夫です』

　俺が立ち上がるのを躊躇ためらっていたその時、不意に頭の中に声が響いた。

「はあ、はあ、はあ、はあ……！」

『私は大丈夫ですから……！　遠えん慮りよせずに、やっちゃってください藤坂さん！』

　スクリーンの方に視線を向けると、八野が息を切らして肩かたを上下させながら、それでも気き丈じように笑っていた。

「八野……」

　……こんなこと言われて、引き下がるわけにはいかねえなあ！

「まだ、全然、大丈夫！」

　俺は立ち上がる。まだまだこれから！

「消えろ異分子があ！」

　館川が俺の喉のど仏ぼとけに強きよう烈れつな一発をかます。俺は死んだ。

「まだいけんぞ！」

　でも、俺は立ち止まらない。まだ眠ねむれない！

「おらぁ！」

　俺は死んだ。

「がはっ……！」

　俺は死んだ。

「まだ諦あきらめないのかよ！」

　俺は死んだ。

「もう勝ち目なんてないだろ！」

　俺は死んだ。

「なんでまだ立ち上がるんだよ！」

　俺は死んだ。

　もう何度死んだのだろうか。

「はあ、はあ、はあ！　お兄さん、なんでアンタそこまでして俺に歯向かうんだ！」

　俺がもう何十回と死んだ時、館川がずっと続けてきた攻撃を止めて、そう俺に問う。

「戦せん闘とうに慣れていない！　喧嘩慣れもしていない！　そんなアンタが、なんでそうまで俺に立ち向かう!?　俺にはわかる──アンタも弱者だったんだろう？　だったら俺の理想は素す晴ばらしいものじゃないのか!?　そう思わないのか!?」

「……なに言ってんだお前」

　俺は、まだ諦めない。拳こぶしを握り締しめ、戦う体勢をつくる。

「なんで、そこまでして！」

　館川はブラジャーを持ち、俺と対たい峙じする。体はもう正直限界に近付いている。立つのもやっとだ。でも、まだ限界ではない。まだいける。

「……決まってんだろ」

　俺は入り口付近で俺に加勢しようとしている佐山さん、それを必死に押さえつける久地中さん、そして──俺を心配そうに見つめる八野を見て、大声で叫さけぶ。

「好みの女子の前で、諦めるとか情けないとこ見せらんねえよなあ！」




「よく言った。じゃああたしがここにいる全員に見せつけてやろう」




　俺の啖たん呵かに賛辞を浴びせたのは、先ほどまでこの場にいなかった女の声。

「な……お前は……！」

　館川が驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。

　入り口から少し遅おくれて、牧下さんと門倉さんが顔を出した。

「や、来ちゃった。やっぱり現場は、自分の足で見てこそだね」

　牧下さんがしたり顔で言う。どこの刑けい事じだよ、あんたは。

　かつ、かつ、かつと。足音がシアターの中に響ひびき渡わたる。

　そうして、サイズの大きいコートを着た女性が。

　園山燐が、こう言った。




「藤坂工輝──あたしが皆みんなに見せつけてやるよ。お前は情けなくなんかないってところを。情けがあるってところを。お前の情けを受け取ったあたしが、それを証明してやるよ」




「園山燐！　くそ、まさかお兄さん、これを狙ねらっていたのか！」

「……？　な、なんでそんな焦あせってんだ？」

　わからん。館川が焦っている理由も、牧下さんがここに園山さんを連れて来た理由も。

「状じよう況きようが理解出来てねえ顔してんな、藤坂。まあ、これを見ろ──！」

　にやりと笑って、園山さんは一つ一つゆっくりとボタンを外し、ガバッとコートを宙に投げ捨てる。そして見えたのは──水着を着て肌はだを露ろ出しゆつさせた、園山さんの姿。

「いや、コートを脱ぬいだら下は水着って！　ついに行くとこまで行きましたね！　ただの痴ち女じよじゃないですかついに！　何しに来たんですかここに！」

「誰だれがただの痴女だ誰が！　ただちょっとコートを脱いで半はん裸らの姿を衆目に晒さらしているだけじゃあねえか！」

「その行動を自ら行うのを日本では痴女と言うんですけど！　え、なにこの人マジで！」

「まあまあ工輝君。この場面において燐さんの際きわどい恰かつ好こう。なにか思いつかないかい？」

　俺をなだめるように牧下さんが言う。わざわざ戦闘前に際どい恰好？　まさか──！

「やはりあの時殺しとくべきだった！　生ける伝説、人類最強、政府公認のチート痴女、脱げば脱ぐほど強くなる怪かい力りきの痴女───園山燐！」

　館川が張り裂さけんばかりの大声で叫ぶ。園山さんは俺の疑問に回答するかのように、

「アテにならん情報を訂てい正せいしとくぜ。十数メートルじゃなくて──数十メートルだ」

　と言い、にやりとカッコよく笑った。

　牧下さんは嬉うれしそうに俺の方を見て話しかけてくる。

「やっぱり君は凄すごいね、工輝君。今度から私も、外に出た時はもう少し周りの人を見ることにするよ」

「……はは。全力で推すい奨しようしますよ」

　情けは巡めぐる。巡り巡って、自分のところへ返ってくる。俺がかけた情けが、巡り巡って返ってきた。

『情け』がない、なんてことはない。俺が皆に自分が持っていた『情け』をかけたからこそ──今この状況が出来上がったんだ。

　体は相当ボロボロだが、もう恐おそれるものなどなにもない。俺はいつだって、人に助けられて生きている。助け助けられ、その循じゆん環かんの中で生きている。

「藤坂、よくやった。後はあたしに任せろ」

　園山さんはそう言うと、館川の方に歩みを進める。

「くそ、あの時ちゃんと始末しておけば！　俺の志の最大の脅きよう威いを排はい除じよできたのに……！」

　ぎりっ、と館川は悔くやしそうに俺と園山さんを睨にらみつける。

「殺す……！　てめえら全員、一人残らず殺してやる！」

　館川はそう叫ぶと、懐ふところのブラを両手に巻き付ける。

「死ね、死ね、死ね死ね死ね死ね！　お前ら全員、俺の街にはいらねえ！　俺に支配されない奴らは、一人残らず死んでしまええええええ！」

　理性を捨てたかのように、まるで思い通りに行かなくて癇かん癪しやくを起こす子供のように。館川は一心不乱に園山さんに攻こう撃げきを繰り出す。

　しかし、園山さんには──一発も攻撃が当たることは無かった。

「な!?」

「残念だったな。今のあたしは……いつもと違ちげえぞ！」

　服を脱ぐほど強くなる怪力の痴女。水着姿の彼女は──もはや、無敵だ。

「館川つったっけか。あたしもお前に情けをかけてやる」

「……!?　くそ！」

　園山さんは一気に間合いを詰つめ、館川の目の前に迫せまった。ぐっと拳を握にぎり力を籠こめ、

「痛えのは可哀かわい想そうだからな。一発で終わらせてやるよ」

「……このクソがあ！　俺の理想も理解できないクソどもがあ！」

　そして、半はん狂きよう乱らんで汚きたない言葉を吐き続ける館川を──

「おらぁぁぁぁぁああああああ！」

　園山さんは、パンチ一発で、シアターのスクリーンに吹っ飛ばした。

「──!!」

　ビターン！　と館川はスクリーンに張り付き、そのまま床ゆかにゆっくりと落ちていった。

「……死んじゃいねえよな？」

　久地中さんが恐る恐る言う。

「大丈夫だ、力の加減はしといたから。気絶してるだけだと思うぜ」

　園山さんは館川の方へ歩いて行くと、その力の抜ぬけた体を担かつぎ上げながら言った。

「よく頑がん張ばったな藤坂。後処理は任せろ。もう少ししたら、他の警官も駆かけつけて来る」

「ありがとうございます。園山さんのお陰かげで助かりました」

「あたしは情けを返しただけだよ──ああ、そうだ」

　園山さんは館川に手て錠じようをかけて担ぎ上げ、




「今度はお前があたしに情けを返す番だ。──期待してるぜ？」




　笑いながらそう言って、シアターの外に出ていった。そういや最初に会ったとき言ってたな、情けサイクルの話。……一体どんな情けを返さなければならないのやら。

「亮君と花恋ちゃんは無事かい？」

　牧下さんが隅すみにいた二人に声をかける。

「ああ、俺達は館川に対して一いつ切さい手を上げなかったからな」

「アタシは一発殴なぐりたかったんだけど」

「返り討うちにあったらどうする。お前に傷がついたら、俺も同じ場所に傷をつけるぞ。お前が死んだら俺も死ぬ」

「そこまで愛してくれるのは女おんな冥みよう利りに尽つきるってもんだが、出来ることならもう少し自分の体を大事にしてくれ……」

　久地中さんの言葉に毒気を抜かれたのか、佐山さんは呆あきれながらも嬉しそうに笑う。

「八野さん！」

　入り口から門倉さんが八野の服を持って駆け寄ってくる。そうだ、俺も縛しばられている八野を解放しなきゃな。

「八野」

「藤坂、さん……」

　八野は安あん堵どの表情を浮かべる。誘ゆう拐かいされただけでも十分に怖こわかったろうに、俺の死や館川の思想のせいで精神までもがボロボロだろう。今楽にしてやる。

　そう思い、シアターに入ってすぐに従業員に飛ばされたチューブを取りに行って──




　パァン！　と、背後から的確に心臓を銃じゆうで撃うち抜かれた。




「思い通りにならないのなら……今すぐ皆、死になさい……！」

「は……？」

　いきなりの出来事で声も出ない。一体何だ？　どういうことだ？

　力を振ふり絞しぼって、俺はなんとか弾たまが飛んできた方を見る。そこには佐山さんと久地中さんが、一人の女性を押さえていた。

　拳けん銃じゆうで俺を撃ってきたのは──どうやら茅島らしい。なるほど確かに、俺達はあいつを気絶させただけで、具体的な対処はなにもしていなかったな。

　牧下さんと門倉さんは『何か』を見て顔が青ざめている。なんだ？　茅島は既すでに取り押さえられているのに、まだなにかあるのか？




『…………あ、あ』




　八野の声が聞こえた。耳にではなく、頭に、直接。

「や、の……？」




「あ、あ、あ、あ、ああああああああああああああ!?」

『痛い！　痛い！　痛い痛い痛い痛い痛い痛いいいいいいいああああああああああああ！』




　心からの悲痛な叫び。八野は頭を振って悶もだえ苦しみ始めた。先ほど館川経由で流れて来たものなんかよりもはるかに強い負の感情が、その場にいた俺達全員にのしかかってくる。

「こ、この感情は一体……う、うぷ！」

　八野に駆け寄ろうとしていた門倉さんが、気持ちが悪そうに、今にも吐はき出しそうなのを堪こらえるように口を押さえる。

「これは……心ちゃん、の心の、声!?　い、一体どうなっているんだい……!?」

　地面に膝ひざをつき、今にも倒たおれそうになりながらも、牧下さんがなんとか言葉を紡つむぐ。

「それは後で教える……！　それよりも今は八野をどうにかしないと……」

　あの久地中さんでさえ浅い呼吸になり、息も絶え絶えだった。

　八野は止まることなく負の感情を送信し続ける。しかしどうすることも出来ずに──俺は、チューブを握りしめたまま死んだ。







「もう一回だけ、お願いします」

　死んで早々、俺は女め神がみ様にそう懇こん願がんした。

「……今、ただでさえ藤坂さんはボロボロでギリギリなんです。これ以上は危険です」

　女神様も簡単に引いてはくれない。俺のためを思っての発言なのはわかるんだが。

「でも、このままじゃ死んでも死にきれません。死ぬ前、最さい期ごに見たんです。八野が取り乱しているところを。ああしてしまったのは俺の責任だ。お願いです女神様。俺を、もう一度だけ生き返らせてください」

　あの状態は明らかにヤバい。一体今どうなっているかはわからないが、早めに生き返って対処しなければならない──気がする。

　女神様は少しばかり口に手を当てて考えていたが、

「……一回、です」

　と、渋しぶ々しぶといったように、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔でそういった。

「あと一回だけ生き返らせます。しかしそれで今日は最後です。これ以上連続で死ぬと、本当に今後に関わります。死なずに八野さんを助けて、心身の療りよう養ようを行ってください。これが条件です」

「わかりました」

　俺は即そく答とうする。そもそも俺が死にすぎたせいで八野があんなことになってしまったのだ。もとよりこれ以上死ぬつもりも無い。

「ありがとうございます女神様」

「女神としては、あんまり褒ほめられた行動じゃないかもしれませんけどね……」

　女神様は微び妙みような表情を浮うかべつつも、

「行ってらっしゃい、藤坂さん。お気を付けて」

　最後には笑顔でそう見送ってくれた。

「行ってきます」







　戻もどると同時に、俺はガバッと立ち上がる。早く八野の方に向かわないと！　いや、その前に確認だ。周りの皆みんなはどうなっているんだ？

　俺は恐おそる恐る周りを見み渡わたすと──皆が皆地面に手をつき膝をつき、意識を保っているのがやっとという様子だった。ここまで強い思いを送信し続けてるってのかよ!?

　生き返ったのを察知して、顔だけを何とか上げて佐山さんが話しかけてくる。

「戻ってきたのか、工輝……。……？　工輝……アンタ、何で立っていられるんだ……？」

　……確かにそうだ。俺にだって、八野の心が伝わってくる。張り裂さけそうな負の感情。俺だって皆と同じような状態になっていいはずだ。なのに、何な故ぜ俺は立っている？

　……俺は、この痛みを知っている。

　つい数分前にも感じた痛み。中学生時代から、もう何度も何度も味わった痛み。俺の人生を語る上では、無くてはならない痛み。これからも、一生付き合っていく痛み。




「これは……死ぬ痛みだ……！」




　実際に死ぬ時の痛みより少しは緩かん和わされているものの、強きよう烈れつな痛み。それが絶え間なく俺達の心に問答無用で伝わってくる。

　俺が死んでいく様をずっと見ていた八野の心がパンクしてしまったのだ。そりゃそうだ。あの日、たった一回見ただけで八野は嘔おう吐としてしまったのだから。元々館川の思想を長時間聞いていた上に、自分の能力のせいで他人を傷つけたという事実に対するショック──八野の心は疲ひ弊へいしきっていた。そんな状態の中、『心の受信』で大量の『死』という痛みや、館川の俺達に対する憎ぞう悪おを聞きすぎてしまい、八野の心の許容量がキャパシティぎりぎりだった。それでも精せい一いつ杯ぱい踏ふん張って、館川を倒して安堵した瞬しゆん間かんに──俺が目の前で殺された。

　その瞬間に、感情が絶望に振り切ってしまったのだ。送受信の強度は感情の揺ゆれ動きで決まる。安堵から一転しての絶望で、メーターが振り切ってしまったのだろう。そして『心の送信』でその痛みを放出してしまったのだ。

　八野は痛みをこの場の全員に問答無用で投げつけてきている──！

「止められるのは君だけだ、工輝君……」

　ギリギリのところで踏ん張って、なんとか精神を保っている牧下さんが、俺に語り掛かけてくる。見ると、他の皆もまだ、意識が飛ぶ寸前のところで踏ん張っているようだった。

「心ちゃんが頑がん張ばっているのに、私達が倒れる訳には、いかないからね……！　それよりも、工輝君、今この場において、自由に動けるのは、他よりも『慣れている』君だけだ。恐らく、君はまだ、なにかを持っているんだろう……？」

　牧下さんの言葉を聞いて、俺は自分の手が握にぎりしめているものを確かく認にんする。そこにはちゃんと、チューブがあった。

「はい……！」

「じゃあ、行くんだ工輝君……心ちゃんを、救って、あげて……！」

　牧下さんの、倒れそうになりながらも八野のために踏ん張っている皆の気持ちに背中を押されて、俺は八野の方へと足を出す！

　ああ痛え！　やっぱ痛えな畜ちく生しよう！　慣れててもこればっかりはどうしようもない！

「なあ、八野！」

　意識を持っていかれそうになりながらも、俺は自分を見失って叫さけび続けている八野に向かって、大声で話しかける。

「死ぬのって怖えよなあ！　痛えよなあ！　辛つらいよなあ！」

　どんどん距きよ離りが縮まっていく。

　頭がガンガンと痛みを発する。一歩踏み出すこの足はこんなに重かっただろうか。

　後ろは見られないが、皆の荒あらい息遣いも聞こえる。『完全なる死ぬ痛み』ではないから何とか耐たえられているのだろう。

「辛い気持ちはわかってほしいよなあ！　今までずっと我が慢まんしてきたんだもんなあ！」

　小学生の時に能力が発生してから数年間。ずっと自分の気持ちを押し殺して、独りで生きてきた八野。

　だからこそ今八野は、暴走こそすれど──その能力で、自分の気持ちを伝えているのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ！」

　俺は声を荒らげる。八野はもう、目の前にいる。

「俺は──俺達は！　お前の気持ちを、全部きちんと受け取った！　だから次はよ、口動かしてわかり合おうぜ！」

　そうして俺は、クッと八野の顎あごを持ち上げ──




「八野ぉぉぉぉぉぉおおおおお！　すまぁぁぁああああん！」

　冷蔵庫から取り出したチューブ──八野の嫌きらいな食べ物であるチューブのわさびを握り締しめ、口の中にぶち込んだ。




　朦もう朧ろうとしていた頭にいきなりわさびの刺し激げきがこれでもかという程入ってきたからか、八野は悶もん絶ぜつして涙なみだ目めになりながらこちらをきっと見つめる。

「げほ、げほっ！　な……何するんですか藤坂さん……！」

　八野の目が輝かがやきを取り戻す。よし、どうやら賭かけに勝ったみたいだ……！

「頭の痛みが──止やんだ」

　佐山さんがすっと立ち上がる。若干ふらついてはいるが、一気に頭が軽くなったようだ。

「うっ……と。何をしたんだ、藤坂」

　少し辛そうにしながらも、久地中さんが俺の方に寄って来て尋たずねる。

「これですよ」

　俺が見せたのは、どこにでも売っている、市し販はんのチューブわさびだった。

「わさび……？」

「八野、お前今、俺達の心の声聞こえないだろ」

　俺のその一言に、八野は疲ひ労ろう感を忘れハッと声を上げ、

「ほ、本当だ……！　私、今、何も聞こえません！」

「俺も八野の心の声が全く聞こえない」

　そして八野を縛しばっていた縄なわを解ほどきつつ、俺は確信する。

　やっぱりだ。八野がこの能力を発動した場所は『回転寿ず司し屋』。しかし以前にも寿司屋には行ったことがあるって言っていたから、原因は『生魚』ではない。そして『その日はいつもより少しお高めの回転寿司屋』であり百円皿の寿司屋とは違ちがい『わさびが入っているのが基本の店』……！




「わさびだ。八野、お前の能力の発動条件は『わさびを口にすること』だったんだよ！」




　まあ、わさび以外の可能性も否定できなかったのだが。『辛からみ』とか『嫌いな食べ物』とか。どっちにしろわさびがその中に含ふくまれていることには変わりない。

「藤坂さん……！　正直発動条件がしょぼくて色々な意味で驚おどろきはしていますが、私、今凄すごい嬉うれしいです！」

　そう言いながら、八野は涙をこぼし始める。

　わさびは所謂いわゆる『主電源』だ。だから、わさびを口にする以前はチョコを食べてもなんともなかった。しかし──わさびという『主電源』を入れてしまったから、八野は『送信』能力の切り替かえができるようになってしまったのだろう。受信を発動しないと使えないって意味だと、どちらかって言うと送信ってよりかは返信に近いのかもしれないけれど。

「私今、心の声が聞こえない！　私今、藤坂さんと口を通して話しています！」

「良かったな心！」

　佐山さんは八野に駆かけ寄り、頭をガシガシと撫なでる。八野は嬉しそうにその行為を堪たん能のうしていた。

「まだ、少し頭が痛いですが……藤坂さんと館川の戦いが始まってから、ずっと強い感情を受信していたので……」

　八野は他の面々の、笑いながらもどこか辛そうな、疲弊した表情を見てなにかを察してしまう。しかし、思った通りだったか。八野を助けるために死にまくっていたが、結果としてそれが八野に悪あく影えい響きようを与あたえてしまっていた。俺の思慮不足だ、くそ……。

「……あの、もしかして私──」

「なあ、八野、俺が──」

「大丈夫」

　申し訳なさそうな顔をして言葉を声に出そうとした俺達二人を遮さえぎって、牧下さんが笑う。

「もう終わったことだ。心配しなくていいのさ。ボロボロの人もいるかもしれないけど──私も君達も、皆無事に生きている。その事実さえあれば十分だ」

「……ありがとう、ございます」

　俺達二人は声を揃そろえて礼を述べた。カッコいいとこ持っていくなあこの人。

「八野さん！」

　門倉さんが八野の服を持って駆け寄ってくる。

「すいません……私……！」

「いえ、いいんです」

　泣きそうになっている門倉さんを、八野は笑顔で受け止める。

「門倉さんの心も見ましたから……大丈夫です。全部わかってますから」

「八野さぁぁん……ありがどうございまず～～！」

　門倉さんがついに泣き出してしまった。無理もない。恐きよう怖ふからやっと解放されたのだ。

「八野」

「藤坂さん……」

　俺が呼びかけると、八野は自分の服を持ったまま俺の方を振ふり向いてくれた。……いいね！　下着姿の八野、本当いいね！　生なま肌はだだぜ生肌！　くっそ触さわりたい！　見ただけでももちもちしているもの！

「……とりあえず服着ますね」

「あれ、わさび食べた？」

「食べなくてもわかります！　というか本当に考えていたんですか！」

　八野はいそいそと服を着る。なんというか生着替えシーンもそれはそれでいいですよ。

「なんか結局損した感じがしなくもないんですが……」

「そんなことないそんなことない」

「あと、胸の辺りがぶかぶかなんですけど」

「ご、ごめんなざい！　私の胸がおおぎぐでずいまぜん！」

　泣きながら門倉さんは八野の心を抉えぐる一言を放ってしまった。うわあ、このシアターで最初に見た時と同じような表情になっちゃってるよ八野。大丈夫かおい。

　俺は、そんな放心している八野の手を取る。すべすべもちもちの肌。それを感じたことで、やっと助け出せたという実感が湧わいてきた。

「藤坂さん。本当にありがとうございました」

「いいってことよ」

「私、本当に……ご迷めい惑わくをおかけして……！」

「気にすんなって。そういうのが趣しゆ味みみたいなところあるし」

　そっと頭を撫でてやる。可愛かわいいなあ全く。

「この情けは、絶対返しますから……」

「じゃあ今度胸触らせてくれ」

　うわあサイテーという目線があちらこちらから飛んできた。な、なんだよ！　あんだけ死んだんだから、そんくらいのご褒ほう美びはいいだろ！

「……考えておきますね」

「え、マジで!?　やった！」

「それから私──」

　八野は、俺が取っていない方の手で唇くちびるをそっとなぞり、

「初めてだったんですよ？　責任、きちんととってくださいね？」

　と、薄うすく微笑ほほえみながら言った。

　可愛すぎか！　告白しようかな、この流れなら行けんじゃね!?　なんか八野もまんざらでもないような顔をしている！……気がする！　これはもうこのタイミングしかない！

「八野、俺は──！」

　お前のことが好きだ、と言おうとしたその瞬しゆん間かん。意識がぐらりとぶれる。

「藤坂さん……？──藤坂さん！」

　俺は、に続く言葉を待ち、恥はずかしさからか顔を少し逸そらしていた八野がこちらを向く。

「藤坂さん、大丈夫ですか!?　藤坂さん！」

　意識が霞かすむ。ぐわんぐわんと頭が揺ゆれる。

「工輝！　さすがに体張りすぎたんだよ馬ば鹿か野や郎ろう！」

　佐山さんが𠮟しかるような叫さけびと共に俺の元へと駆けつけてきた。へーきへーき。

「無む茶ちやしやがって……」

　久地中さんの呆あきれと若干の怒いかりを孕はらんだ声が聞こえてくる。ごめんなさい、これ、性しよう分ぶんなもんで……。

「工輝君。今はゆっくりお休み」

　牧下さんも歩み寄ってきて、優やさしい声でそんなことを言う。じゃあお言葉に甘あまえますね。

「藤坂さん！」

　そして八野は自分の胸で俺の頭を抱だきしめ──そのまま意識が遠のいていった。

　かすかに感じる柔やわらかさ。よく聞こえる心臓の鼓こ動どうが、俺を安らかに眠ねむらせてくれた。
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五章　「めでたいときは盛大に祝わなければ勿もつ体たいない」









「……朝から元気ですね」

　目を開けた俺を見ると開口一番、女め神がみ様はそんなことを言った。

「なんだか卑ひ猥わいに聞こえますね。さすが女神様。どんな言葉も厭いやらしくする天才ですね」

「女神パンチを喰くらわせますよ」

「可愛らしい攻こう撃げきですね……なんか効果とかあるんですか？」

「生き返り時に、漏もらしたまま目が覚めます。所謂お漏らし、寝ね小しよう便べんというやつです」

「ごめんなさいでした！」

　高校二年生にもなってお漏らしとかマジ恥はじすぎる！

　あの館たち川かわとの戦いから、もう一週間が経たった。……が、俺の日常は相も変わらずと言ったところである。

「全く……あんなに能力を酷こく使しして、それなりに大変な目にも遭あったのに、まだ懲こりずに死に続けるんですね。今日は──ぶふっ！」

「なに笑ってんですか。人が死んでるんですよ」

「いや、私だってこんな死因じゃなかったら真面目に死を悔くやみますよ。『子こ猫ねこが流されている！　と思って川に飛び込んだらそれは学生達が映画を撮とるために流した小道具で、藤ふじ坂さかさんは学生達に一部始終を撮られたまま頭から落ちて死亡』って。学生さん、映画どころか大分ショッキングな映像撮れちゃいましたよ」

　女神様は呆れた目で俺を見る。いやまあ、すいません。

　あの後、館川達を撃げき退たいし八や野のの能力を止めた後、俺は八野の胸の中で幸せな気分に浸ひたりながら意識を失った。なんと、丸一日ずっと寝ていたらしい。

　ちなみにあの後佐さ山やまさんから聞いた話によると、俺が寝ている間、学校にも行かずにずっと八野が傍そばにいてくれたそう。可愛らしい。愛らしい。もうほんと好き。大好き。

　俺は精神・身体共に多大なダメージを受けていたため、女神様に会いに来ることも出来ず、ずっと意識がないまま寝込んでいた。後は、あの後ひどい筋肉痛に陥おちいったくらいか。実は今も少々痛い。能力をあれだけ酷使した割には地味じゃね？　と思わなくもないが、逆にこれくらいで済んだのは御おんの字じというものだろう。

「私も心配したんですから……もうあんな無茶はしないでくださいね」

「わかってますって。俺としてももうあんな辛つらいのは遠えん慮りよしたいですし」

　あんだけ続けざまに死ぬのは本当に懲り懲りだ。一生経験したくない。

「まあ、あの事件の首しゆ謀ぼう者しやは全員捕つかまり平和になったわけですし。良かったですねえ」

「ですね。街の不良達もあの一件があってから少し大人しいですし。クロックには佐山さん目当ての不良の客が増えて、久く地じ中なかさんがめちゃくちゃいらいらしてますけど」

　お客様だから最後の一線は越こえないらしいけど、時間の問題な気もする。佐山さんも久地中さんのこと大好きだし愛が重いから、心配ないと思うんだけどなあ。

　館川と茅ち島しまはその後園その山やまさんの手によって警察署に連行された。刑けいに関してはよくわからんが、それなりに重いペナルティが科せられるらしい。まあそりゃそうだろう。洗脳なんて他人に干かん渉しようしまくることをあんだけ大規模でやれば重い刑罰が下るのは間ま違ちがいない。

　茅島は男がいれば能力を発生されかねないとのことで、女性警官によって厳重に見張られているらしい。刑けい期きが終わるまで大人しくしていることだろう。

　恐おそれていたのは館川だが──あいつも意外に大人しくしているらしい。園山さんが担当しているのもあるんだろうけど。この前園山さんに会った時に『もう心配しなくて大だい丈じよう夫ぶ。あいつらはあたしがちゃんとしつけておくから』と言っていたから、恐らく大丈夫だろう。人々をしつけようとしていた奴やつらが、今度はしつけられる側に回る。皮肉なものだ。

　ただ、俺の頭の中には未いまだに一つの影かげがちらつく。

　そう、あのコスプレ僕っ娘こ──海うな原ばら空そらだ。あいつはなんであんなに的確な助言が出来たのだろうか。『壊こわれた？　と思った時は一回主電源から落としてみるのもいいかも！』も『いくら嫌きらいでも、探せば一つはいいとこあるよ！』も見事に的を射ていた。もしかして、あいつが館川の言っていた『協力者』なのだろうか……。しかし、だとしたら俺に助言をした意味が分からない。本人は『面おも白しろくするため』と言っていたが。

　正直これ以上はお手上げである。今後関わることが無かったら幸い、ってところかな。

「でもそんなに藤坂さんの身辺は変わってないですもんね。住人が一人増えたくらいで」

　そう。みなすけ荘そうに住人が一人増えた。何なにを隠かくそうあの門かど倉くら莉り子こさんである。精神的にとても弱っていたから見ていられなくなり、牧まき下したさんからうちに来るかと誘さそったらしい。

　正直言って牧下さんのこの決断には下心も相当入っているだろうけれど。待望のロリ巨きよ乳にゆうだし。個人的には門倉さんが今回の一件で、底なしに優しく接してくれた牧下さんに心しん酔すいしてしまっているのが一番怖こわいんだが。今は牧下さんの古本屋で働いているが、大丈夫だろうか。職権乱用してとても文章では言えないようなことをし始めないか非常に心配だ。

「まあ俺は巨乳が一人増えたところでそこまで感情は揺さぶられないのですが」

「本当にぶれませんね藤坂さん……間違っても小さな子には手を出さないでくださいよ」

「いややりませんよ失敬な。牧下さんじゃああるまいし。俺のストライクゾーンはちゃんと俺の年ねん齢れいプラスマイナス二くらいの年齢です。あ、女神様は別ですよ？」

「お気き遣づかいありがとうございますぅ！」

「俺、ちゃんと覚えてますからね！　中学生の時抱きしめてくれた女神様の胸の感かん触しよく！」

「もうただのセクハラ親父おやじと発言そんなに変わりませんよ!?　忘れてくださいそんな感触！　というか、今はあの時と同じじゃないですから！　育ってますから！」

　なんか意味不明なことをほざき出したので、じっと胸を見てみる。……うん、やっぱり薄い。厚くなっているようにはとてもじゃないが思えない。

　俺は女神様の肩かたにポンと手を置き、

「俺はそういう『小さい胸がコンプレックス！』みたいなのも含ふくめて小さい胸の方々が心の底から大好きですから。心配しないでください」

「心配しかない！」

　女神様は悔くやしそうに床ゆかをけ飛ばす。いやもう女神様感ゼロに近いんですけど。

「小さい胸には良さがかなり詰つまっているんです！　なんで持ち主がそれに気づいてあげないんですか！」

「もうわかりましたから！　私の胸を指ささないでください！」

　これ以上はガチで怒おこられかねないので自重します。

「八野さんはどうですか調子は」

　小さい胸で結びついたのか、女神様は八野の様子を尋たずねる。

「以前より大分明るくなりましたかね。会話も弾はずみますし」

「それは良かったです」

　あいつが買っている小説を試ためしに読ませてもらったのだが、これがまた面白かったので一気に借りて読み終えてしまった。あいつも今まで友達がいなかったので共通の話題で盛り上がるという経験をしたことがなかったからか、生き生きとした表情で話してくれる。

「藤坂さんに迫せまったと聞いたときは私も焦あせりましたが」

「ああ……」

　ちょっと語ご弊へいがあるんだけど。迫ったというか、キスをされただけだ。セーブポイントを更こう新しんするための事務的なキス。俺は巨乳には何の感情も抱いだかないので巨乳とのキスはノーカンと思っており今回も更新のキスは牧下さんに頼たのもうと思っていた、その時だった。

　八野の方からキスをせがんできたのだ。いや本当に。

　本人曰いわく『あの時助けていただいたお返し』とのこと。恥ずかしながら唇を差し出してくる八野はもう本当に可愛かわいかった。可愛すぎて死ぬかと思った。その流れでそのまま告白できるかと思ったのだが恥ずかしすぎたのか八野はキスが終わった後逃にげるように部屋を出て行ってしまったため、まだ告白は出来ていないのだが。

　でも逃げる姿もまた可愛かった。いや本当に情けは巡めぐり巡って返ってくるね。

「館川と対たい峙じしたあの時のカッコよかった藤坂さんは一体どこへ行ってしまわれたのでしょうか。今の藤坂さんはただのドスケベ野や郎ろうです……」

「またド直球なあだ名をつけてきましたね」

　ドスケベ野郎て。もうただの悪口じゃないですかそれ。

「……はい。傷が癒いえました」

「最近長めにやってますね」

「この前の酷使のせいで、治ち癒ゆ能力自体も一時的に少し弱まっているみたいですから。自じ業ごう自じ得とくなんですから、少しの間我が慢まんしてください」

「はーい」

「全く軽い返事をして……」

　呆れながらもどこか楽しそうに女神様は呟つぶやき、そしていつものごとく指を鳴らす。

「じゃあ、行きますね。今日はこれから用事があるんで、もう来ないと思います」

「そうでなくともここには本来あんまり来てほしくはないのですが……用事？」

　苦笑いしながら女神様は尋ねる。

「はい。門倉さんの入居祝いパーティーやるんですよ」

「あら、いいですね！」

　女神様はにっこりと微笑ほほえみ、

「あの頃ころあんなに鬱うつ々うつとしていた、人生そのものを諦あきらめていたようなあなたが、今こんなに楽しそうに笑っている。私はとても嬉うれしいですよ」

「止やめてください。泣きそうになるじゃないですか」

「泣いてくれても構いませんよ？　あの時はさんざん泣き顔を見せたんですから。今いま更さら気にしません」

「俺が気にするんですよ……じゃあ、行ってきますね」

「はい。行ってらっしゃい」

　恥はずかしさを隠すように、俺は門の方へと歩き出す。

　手を振ふりながら見送ってくれる女神様に手を振り返して、俺は今へと生き返る。

　今日の門倉さんの入居祝いは、館川討とう伐ばつ祝いも兼かねて行われる。何を食べようかとか何をしようかとか色々話し合ったのだが、結果的に俺の案が採用になった。




　今日のパーティー、開かい催さい場所は回転寿ず司し屋。

　寿司は勿もち論ろん──さび抜ぬきで。








あとがき






　皆みな様さま初めまして。辻つじ室むろ翔しようと申します。

　この度たびは「札さつ幌ぽろ市し白しろ石いし区くみなすけ荘そうの事じ件けん簿ぼ　ココロアラウンド」をお手にとってくださり、誠まことにありがとうございます。




　タイトルやあらすじを見て「真ま面じ目めな作品だ！」と思って購こう入にゆうされた方。この場を借りてお詫わび申し上げます。この作品は決して真面目な作品ではございません。本編開始数行で「ラブドール」という単語が出現し、登場人物の半数以上は変態という作品です。

　また、「白石区が舞ぶ台たい」と思い購入された方。この場を借りてお詫び申し上げます。白石区といいつつほとんどのシーンを札幌の中心部・中央区で描えがいてしまいました。

　ただ僕は昨年までお隣となりの豊とよ平ひら区に住んでいました。あの辺りは本当に住みやすいと思います。ほとんどのことは近所で済ませられるくらい利便性高いし、中心部にも出やすいし。

　さてさて、謝罪はこのくらいにしておきまして。

　僕は元々ラジオやコメディ作品が好きでした。「面おも白しろい人たちが繰くり出す面白い会話」「個性の強いキャラたちの面白い掛かけ合い」が好きなのだと思います。気に入った場面は覚えるくらいに何度も聞き返し、あるいは読み返し、そしてその度に笑いました。

　今作はそんな僕が「個性の強いキャラ」「面白い会話」をキーワードに、「読者の皆様が繰り返し読んでも笑える小説」を目標にして書いた作品でした。

　結果としてその目標が達成できたのかどうかは僕には確認できないのですが、今の実力でできる限りのことはやれたかと思います。皆様が今作を読んで少しでも笑っていただければ、これ以上の幸せはございません。




　それでは最後に謝辞を。

　僕の投とう稿こう作を読み、添てん削さくしてくれた友人。そう君です。君のお陰かげで誤字脱だつ字じだらけだった投稿作はかなり読みやすくなりました。お陰で受賞できました。ありがとうございます。

　ファンタジア大賞選考委員の葵あおいせきな先生、石いし踏ぶみ一いち榮えい先生、橘たちばな公こう司し先生。そしてファンタジア文庫編集部の皆様。本作を評価していただき、誠にありがとうございました。皆様の評価を背に、より面白い作品を創り出せるようこれからも生きていきます。

　担当様。右も左もわかっていない僕に様々な助言をくださり、誠にありがとうございました。お陰でこの作品は最初の頃ころよりも百倍面白くなりました。まだまだド素人しろうとの僕ですが、今後とも何なに卒とぞよろしくお願いいたします。

　霜しも月つきえいと先生。素す敵てきなイラストの数々、誠にありがとうございます。全キャライメージしていた容姿そのままで、頭の中覗のぞかれてるんじゃないかと思ってしまいました。なおかつ想像以上にカッコよく・可愛かわいく描かれていて……もう頭が上がりません。

　その他出版に関かかわってくださった皆様。名前を上げきれなくて申し訳ございません。ありがとうございました。今後もお世話になります。

　そして最後に、この本を手にとってくださった読者の皆様。数あるライトノベルの中から本作を手にとり読んでくださり、誠にありがとうございます。今後も皆様に面白い作品を提供できるよう、また本作がシリーズとして続くよう、一層精しよう進じんしていく所存です。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

　それでは皆様にまた次巻でお会いできることを願って、あとがきを終えたいと思います。

　ここまで読んでいただき、誠にありがとうございました。





辻室　翔　
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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